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研究要旨 

 

本研究では、生涯を通じた女性の健康の保持増進を図れるような環境整備を進めるために、すでに各

分野で実施されている女性の健康支援の取組を調査・分析し、リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視

点等を重視しつつ、女性がその健康状態に応じて的確に自己管理を行うことができるようになるための

健康教育、相談体制を確立することを目的としている。 

令和元年度に作成した、UNESCO作成の指針である「International technical guidance on sexuality 

education 2018」、および「プレコンセプションケア」の国際標準の基本的な理念や方針に基づき、

日本の現状に合わせた小児・思春期から 40 歳以降までのライフステージの女性を教育・支援する

ための教育プログラムを開発し、5～8 歳（レベル１）および 18 歳以降のテキスト、動画、指導案など

を開発した。その一部を実証することで、開発したテキストブック（支援者向け、対象者向け）、動画等

を、健康教育の教材として、また個人のヘルスリテラシー向上のために広く活用可能と考えられた。ま

た、令和元年 10 月に国立成育医療研究センタープレコンセプションケアセンターと共催した『プレコン

セプションケアを考える会』の議論、文献レビュー、および同研究班内での議論を踏まえて日本版プレ

コンセプションケアのポリシーブリーフを作成した。さらに、20歳～79歳以下のネットリサーチ会社に登

録しているモニター男女に対し 2021 年 3 月に実施した。約 8 万人の対象者から 10000 人に対してと

調査回収を行い、コロナ拡大後に体の健康状態が悪くなかったと答えなかった人に見られた特徴は、

コロナにより生活や働き方に変化がない、もしくは変化に対し特に何も感じなかった、ことであり、反対

に、コロナ拡大後に体の健康状態が悪くなったと答えた人に見られた特徴は、生活や働き方に変化が

あった、もしくは変化に対し悪いと感じていることだった。コロナ拡大後に心の健康状態が悪くなったと

答えなかった人、悪くなったと答えた人に見られた特徴も、概ね、同様の傾向であった。新型コロナウ

イルス感染症拡大により、短期的な心身の健康状態の悪化を自覚している属性を把握できた。 
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Ａ．研究目的 

女性の健康は、生涯を通じて身体的・精神的に

女性ホルモンの動態の影響を受ける。月経に伴

う心身の不調、子宮や乳房のがん、更年期障害

などといった女性特有の疾患、自己免疫疾患な

どの性差のある疾患、妊娠・出産といったリプロ

ダクティブ・ヘルス / ライツなどの視点を考慮し

た健康支援をできる人材育成やその組織、仕組

みの構築は十分に行われていない。さらに、わ

が国における女性の健康支援は、団体ごと、診

療専門科ごと、職域ごとに疾病治療やスクリーニ

ングを中心に縦割りに展開されていることから、

これらの組織をシームレスに繋ぎ、隙間を補充し

ていくことが重要となる。すなわち、月経関連疾

患、閉経、加齢により損なわれる女性の健康を

把握した上で、これらへのリスク要因をできるだ

け早い時期から横断的・予防医学的に教育・支

援すること、若い世代の女性にプレコンセプショ

ンケア（妊娠や次の世代の健康を考慮したヘル

スケア）の概念を浸透させることが重要な課題で

ある。 

本研究では、生涯を通じた女性の健康の保持増

進を図れるような環境整備を進めるために、す

でに各分野で実施されている女性の健康支援

の取組を調査・分析し、女性が健康状態に応じ

て的確に自己管理を行うことができるようになる

ための健康教育、相談体制を確立することが目

的である。 

 令和 2 年度においては、令和元年度までに作

成した包括的女性の健康支援教育プログラムお

よびテキスト、支援体制のガイドラインを完成さ

せ、それらの実践・検証を行うことを目的とした。

また、わが国の実情に合ったプレコンセプション

ケアを普及させるために、令和元年度の議論と

文献検索をもとに、ポリシーブリーフ案を作成し

た。 

 また、新型コロナウイルス感染症拡大により、

短期的な心身の健康状態の悪化を自覚してい
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る属性を把握し、就労形態や経済状況、働き方

などが、短期的な心身の健康状態悪化に与える

影響を明らかにすることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法および C. 結果 

１） 包括的女性の健康支援ガイドライン、教育

プログラム・テキスト作成 

本研究において、国際セクシュアリティ教育ガイ

ダンス（以下、ガイダンス）の概念を取り入れた包

括的性教育を日本に取り入れていくために、ま

ず、ガイダンスと日本の文部科学省による小中

学校・高等学校の新学習指導要領を比較し、日

本の社会的背景、文化等を考慮した Level 1（5

歳～8 歳）の教材開発を行った。本研究では、

Level ２（9 歳～12 歳）、Level 3（12 歳～15 歳）、

Level 4（15 歳～18 歳）の教材開発は予定してい

ない。18 歳以上の女性を Level 5 とし、18 歳～

40 歳までの性成熟期（プレコンセプション期）と

40 歳以降～に分け、教材開発を行った。また、

ガイダンスの概念を補足するために18歳以上の

女性を対象に「ジェンダー」の教材開発を行った。

女性の健康支援者、教育者向けのテキストブッ

クのタイトルは、「まるっと 女性の健康支援 女

性の健康支援者のためのテキストブック」とし、

研究分担者および各専門家に執筆もしくは監修

を依頼し、支援者向けのテキスト作成を、平易な

ことばでわかりやすい文章にすることを優先し行

った。 

（１）支援者向けのテキストとwebサイトの企画・制

作 

序論（女性の健康の包括的支援について、生

涯を通じた女性の健康の格差と性差など）、1 章 

小児・思春期女性の健康支援、2 章 性成熟期

女性の健康支援、3 章 更年期女性の健康支援、

4 章 老年期女性の健康支援の章立ての上、テ

キストを作成した。さらに、web サイト上で自己学

習できるようホームページ（テスト版）上で、支援

者用の自己学習用の動画をウエブサイトに投入

した（レベル１：各 10 分ｘ4 本，プレコンセプショ

ン期：20 分、40 歳以降（更年期以降）：20 分。さ

らに、教育プログラムの解説用に「動画（各３分

×2 本）」を作成した。 

（２）レベル 1（5～8 歳）の対象者用のテキストお

よび短編動画制作、指導者向けの指導案の作

成 

「からだと心の科学 まるっと まなぶっく」とい

うタイトルでガイダンスの 1～8 のコンセプト（1.人

間関係、2.価値・権利・文化・セクシュアリティ、3.

ジェンダーの理解、4.暴力と安全の確保、5.健康

と幸福のためのスキル、6.人間のからだと発達、

7.セクシュアリティと性的健康、8.性と生殖に関

する健康）に沿って、4 冊のテキスト（プロトタイプ

版）を日本の文部科学省による小学校の新学習

指導要領および教材（まなぶっく）の対比表を作

成しつつ、元小学校教員、助産師、看護師、医

師らによって作成した。これらは、ある地域の医

師会、小児科医会の担当者、区立小学校教員

等より意見を伺いながら、教材を完成させた。小

学校教員、校長の経験者でありこの分野の専門

家である、帝京大学 教職研究科 中村雅子准

教授に指導案を作成していただいた。さらに、

授業の復習で活用いただく対象者向け「復習用

動画（各 3 分×4 本）」を作成した。 

（３）「ジェンダー」テキストの作成 

レベル 1 のテキスト以外に、キーコンセプト 3. 

ジェンダーの理解、4. 暴力と安全の確保の内

容で、レベル 4 の教材の一部としてテキストを 1

冊開発した。こちらは、「ひとりひとり違っている

のはあたりまえ 性のグラデーション＆スペクトグ

ラムって知ってる？」というタイトルとした。このテ

キストは、多様な性（セクシュアリティ）に対する

臨床心理学研究者である、明治大学文学部心
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理社会学科臨床心理学専攻 佐々木掌子准教

授の助言を受けて作成した。 

（4）性成熟期（プレコンセプション期）女性の健

康教育「動画」の制作 

18歳以降、性成熟期女性のからだと心を学ぶ

動画を制作した（性成熟期 20 分）。プレコンセプ

ション期の対象者用のテキストは、令和 2年度の

厚生労働科学研究費補助金（健やか次世代育

成総合研究事業）「生涯を通じた健康の実現に

向けた『人生最初の 1000 日』のための、妊娠前

から出産後の女性に対する栄養・健康に関する

知識の普及と行動変容のための研究（研究代表

者 荒田尚子）」で作成された「プレコンノート」に

リンクの上活用することにした。 

（5）40 代以降の女性の対象者用のテキストおよ

び短編動画制作、指導者向けの指導案の作成 

「40 代から健康で美しく過ごすための女性のヘ

ルスケア・チェック」という対象者用のテキストと、

対象者向け「復習用動画（各 4 分×1 本）」を制

作し、指導案を作成した。 

（6）まるっと 女性の健康支援 web サイトの開発 

 国立成育医療研究センターホームページから

リンクし閲覧できる「まるっと 女性の健康支援

web サイト」を開発し、上記の教材や動画を格納

した。この web サイトは、包括的な女性の健康教

育プロットフォームとして今後活用できることも考

え「女性の健康ヘルスケアラボ」や「女性アスリ

ート健康支援委員会」等、他の信頼性の高い健

康支援webサイトへのリンクも貼り、このページを

訪れた方の不安や悩みが解消できるよう工夫を

行った。 

（7）まるっと 女性の健康支援教育プログラムの

評価に向けたインタビュー調査 

モデル施設を設定し、保健、教育機関、産業等

の実態把握をインタビューを行った。令和２年度

は、関東を中心として、女性の健康支援につい

て関心の高い施設の民生委員、養護教諭、産業

分野の医師・看護師などの医療従者、人事部の

課長等を対象にインタビューを実施した。各施

設における女性の健康支援の実施状況、まるっ

と 女性の健康支援教育プログラムの効果と、実

戦において配慮すべきい点などについてインタ

ビューを実施した。現在の包括的な女性の健康

支援や教育は、十分に実施されていないこと、

信頼性のある教材やプログラムを活用したい、

男女ともに一緒に男女のからだとこころを学べる

ことを希望するなどが明らかになった。 

（８）某大手企業の人事担当者において、動画を

用いた web 研修会の開催と実証。 

男性職員を含め約 35 名が参加した。参加者の

反応は概ね良好であり、これからの自身の健康

維持のみならず、自分の周りの方への波及効果

も含めて、効果が認められる結果となった。 

 

２） 日本版プレコンセプションケアのポリシーブ

リーフ作成 

 令和元年 10 月に国立成育医療研究センター

プレコンセプションケアセンターと共催した『プレ

コンセプションケアを考える会』の議論、文献レ

ビュー、および同研究班内での議論を踏まえて

作成した。「日本版プレコンセプションケア」の定

義を「前思春期から生殖可能年齢にあるすべて

の人々のの身体的、心理的および社会的な健

康の保持および増進」、目標を「現在から将来に

わたる自らの健康のみならず次世代の健康の保

持および増進を図り、国民全体の健康を向上す

ること」とした。我が国の課題として、①計画妊娠、

➁リプロダクションライフプラン、③やせと肥満、

④低栄養と葉酸不足、⑤喫煙・飲酒・薬物、⑥リ

プロダクティブヘルス全般に対するリテラシー、

⑦慢性疾患（メンタルヘルス含む）、⑧感染症、

⑨職業性および環境中有害物質暴露 の 9 項
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目をあげた。また、プレコンセプションケアに期

待できる効果、プレコンセプションケアを推進す

るための提案を行った。 

 

３）新型コロナウイルス感染症流行が生活習慣や

健康に及ぼす影響の実態把握に向けた研究―

女性の健康支援の観点からー 

20歳～79歳以下のネットリサーチ会社に登録

しているモニター男女に対し 2021 年 3 月 12 日

～3月24日に実施した。約8万人の対象者から

10000人に対してと調査回収を行い、コロナ拡大

後に体の健康状態が悪くなかったと答えなかっ

た人に見られた特徴は、コロナにより生活や働き

方に変化がない、もしくは変化に対し特に何もか

んじなかった、ことであった。反対に、コロナ拡大

後に体の健康状態が悪くなったと答えた人に見

られた特徴は、生活や働き方に変化があった、

もしくは変化に対し悪いと感じていることだった。

さらに、悪くなったと答えた人は、もともと体の不

調を訴えている人が多いという特徴があった。コ

ロナ拡大後に心の健康状態が悪くなったと答え

なかった人、悪くなったと答えた人に見られた特

徴も、概ね、同様の傾向であったが、いくつかの

項目について、より強く差が出ている傾向にあっ

た。 

 

（倫理面への配慮） 

１）のヒアリング調査と実証研究は、国立成育医

療研究センター倫理委員会の承認を、３）のウェ

ブ調査は国立がん研究センター研究倫理委員

会の承認を得て、「人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針」を遵守して実施した。 

 

Ｄ．考察 

１） 包括的女性の健康支援ガイドライン、教育

プログラム・テキスト作成 

（１）～（8）について概ね研究計画通りに遂行す

ることができた。開発したテキストブック（支援者

向け、対象者向け）、動画については、健康教

育の教材として、また個人のヘルスリテラシー向

上のために広く活用可能と考えられた。今後、実

証を重ねさらに完成度の高いものにしていく必

要がある。ガイダンスはレベル 1 からレベル 4 ま

での 4 段階からなるが、本研究においては、レ

ベル 1のみの開発となった。レベル 2.3.4のテキ

ストに関しては、令和3年度以降、開発の検討が

必要である。また、本研究班では教育プログラム

作成を中心に行われたが、今後は女性の健康

支援に向けて具体的なガイドラインが必要であ

ろう。 

 

２）日本版プレコンセプションケアのポリシーブリ

ーフ案作成 

 今後、産婦人科、小児科、母子保健関係者の

みならず、全ての診療科の医療従事者や産業

保健・地域保健関係者に関心をもっていただき、

一体となった推進しくことが重要である。また、今

後、これをもとに議論が日本全体での議論が進

むこと、わが国からのプレコンセプションケアの

エビデンス創出などにより、ポリシーブリーフ案

が定期的に更新されることを望む。 

 

３）新型コロナウイルス感染症流行が生活習慣や

健康に及ぼす影響の実態把握に向けた研究―

女性の健康支援の観点からー 

 コロナ拡大後に体の健康状態が悪くなったと

答えなかった人、答えた人。心の健康状態が悪

くなったと答えなかった人、答えた人の特徴が明

らかになった。今後は、コロナ拡大により、新進

の健康状態が悪くなった人へのペルソナをある

程度特定できるため、そのような人々へのサポ

ート方法を検討する材料になりえる。 
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Ｅ．結論 

本研究において、わが国の諸問題を解決するた

めの包括的女性の健康支援ガイドライン、教育

プログラム・テキストを含めた教育プログラムを開

発した。生涯を通じた女性の健康の保持増進を

図れるような環境整備を進めるために、まずは、

女性が健康状態に応じて的確に自己管理を行う

ことができるようになるための健康教育体制確立

の一助になると思われた。今後は、支援体制の

強化が必要である。また、本研究班の作成した

ポリシーブリーフ案がわが国の実情に合ったプ

レコンセプションケアの普及に役立つであろう。

さらに、新型コロナウイルス感染症拡大により、

短期的な心身の健康状態の悪化を自覚してい

る属性を把握できた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし。 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

1) Maeda Y, Maeda E, Arata N. Preconception 

folic acid supplementation use and the 

occurrence of neural tube defects in Japan. 

Congenit Anom (Kyoto). 2020;60(3):100. 

2) Tatsumi T, Sampei M, Saito K, Honda Y, 

Okazaki Y, Arata N, et al. Age-Dependent and 

Seasonal Changes in Menstrual Cycle Length 

and Body Temperature Based on Big Data. 

Obstet Gynecol. 2020;136(4):666-74. 

3) 前田 恵理. 世界のプレコンセプションケア

の動向. 産科と婦人科 87(8) 881– 886. 2020

年 8 月 

4) 西岡笑子, 今野友美. 妊娠前・妊娠期・育

児期に使用するスマホアプリ －現状と今後の

展望－.保健の科学 62(1),30-37 , 2020. 

5) 臼井綺海, 西岡笑子.自治体におけるライ

フプランニング支援の現状. 防衛医科大学校

雑誌 44(3.4), 122-137, 2020. 

6) 松尾ひな, 西岡笑子. 月経症候群に対す

る看護介入の有効性についての文献検討. 保

健の科学 62(6),421-427, 2020. 

7) 西岡笑子. 特集Ⅰ 第39回日本思春期学

会総会・学術集会. ワークショップ（２）「プレコ

ンセプションケア」 3. 国際基準の科学的健

康教育 —国際セクシュアリティ教育ガイダンス

を日本で普及していくために-  思春期学 

vol.39(1), 60-65,2021.  

8) 荒田尚子. 母性内科学的視点からみたプ

レコンセプションケア . 日本女性医誌 . 

2021;28(3):409‐14. 

9) 荒田尚子. 総論 日本におけるプレコンセ

プシ ョ ン ケ ア . 東京産婦人科医会誌 . 

2020(53):15-8. 

10) 荒田尚子  プレコンセプションケア概論. 

産科と婦人科. 2020;87(8):873-80. 

11) 西岡笑子. 国際基準の科学的健康教育
—国際セクシュアリティ教育ガイダンスを
日本で普及していくために－. 思春期学. 
2021. 39(1):60-65. 

 
 2.  学会発表 
１）西岡笑子 . 看護薬理学カンファレンス 

2020 in東京. シンポジウム2 プレコンセプショ

ンを考える. 生涯にわたる女性の健康とプレコ

ンセプションケア. 抄録集p12、2020.12.20. 

２）西岡笑子. ワークショップ2 「プレコンセプ

ションケア」 国際基準の科学的健康教育—国

際セクシュアリティ教育ガイダンスを日本で普

及していくために－第39回日本思春期学会総

会抄録集P46,2020. 

3) 鳴海 覚志,辰巳 嵩征, 三瓶 舞紀子, 齊
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藤 和毅,本田 由佳,岡崎 有香, 荒田 尚子, 

鳴海 加奈子, 森崎 菜穂, 石川 智則, 中村 

茜里, 塚原 信, 佐藤 誠, 小林 礼, 日根 麻

綾.日本人女性の月経周期・基礎体温の年齢

依存的変化と季節性変化 「ルナルナ」の600

万周期の解析-日本内分泌学会雑誌,vol96(1) 

P.264,2020 

4）本田由佳. 働く女性の体調不調・月経痛な

どが仕事の生産性(プレゼンティーイズム)に与

える影響について-日本女性医学学会抄録集

vol.8(1) P.101、2020.10 

5) 佐藤雄一,本田由佳.働く男女のプレコンセ

プションケアの知識に関する調査-日本女性医

学学会抄録集vol.8(1) P.102、2020.10 

6) 本田由佳、一宮麻里奈、井ノ口美香子、當

仲香、德村光昭、荒田尚子. 大学保健管理セ

ンターにおける女子大学生の健康支援の実態

に関する調査. 第57回 全国大学保健管理研

究集会  2020．6.17  （CAMPUS HEALTH. 

2020;57(1):107.） 

7) 荒田尚子. 女性のライフステージと健康 

～臨床医の立場から～． 第93回日本産業衛

生学会， WEB開催， 2020.5.14 

8) 荒田尚子. プレコンセプションケとは？． 

第39回日本思春期学会総会・学術集会， 

WEB開催， 2020.8.29 

9) 荒田尚子. 糖尿病の視点からプレコンセプ

ションケアを考える． 第36回日本糖尿病・妊

娠 学 会 年 次 学 術 集 会 ，  WEB 開 催 ， 

2020.11.13 

10) 荒田尚子. リプロダクティブ・ヘルスプレコ

ンセプションケア． 第 35 回日本女性医学学

会学術集会， WEB 開催， 2020.11. 22 

11) 荒田尚子. 助産師が行うプレコンセプショ

ンケア． 第 35 回日本助産学会学術集会， 

WEB 開催， 2021.3.20 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 

なし。 

1. 特許取得 

なし。 

2. 実用新案登録 

なし。 

3.その他 

特記すべきことなし。 

 

Ｆ．健康危険情報 

   なし。 
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令和2年度厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援対策研究事業） 
 

分担研究報告書 
 

保健・医療・教育機関・産業等における女性の健康支援のための研究 
 
研究分担者 荒田 尚子 国立成育医療研究センター 母性内科診療部長 
研究分担者 高松 潔 東京歯科大学 市川総合病院 産婦人科 教授 
研究分担者  片井 みゆき 政策研究大学院大学 保健管理センター 教授 
研究分担者 小宮 ひろみ 福島県立医科大学 医学部 教授  
研究分担者 井ノ口 美香子 慶應義塾大学保健管理センター 准教授 
研究分担者 辻 真弓 産業医科大学 医学部 衛生学 教授 
研究分担者 村嶋 幸代 公立大学法人大分県立看護科学大学 理事長・学長 
研究分担者 西岡 笑子 防衛医科大学校 医学教育部 看護学科 母性看護学講座 教授 
 

 
研究要旨 
本研究では、生涯を通じた女性の健康の保持増進を図れるような環境整備を進めるために、すでに各分野で実施

されている女性の健康支援の取組を調査・分析し、リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視点等を重視しつつ、女性

がその健康状態に応じて的確に自己管理を行うことができるようになるための健康教育、相談体制を確立すること

を目的としている。令和元年度に作成した、UNESCO 作成の指針である「International technical guidance on 

sexuality education 2018」、および「プレコンセプションケア」の国際標準の基本的な理念や方針に基づき、日

本の現状に合わせた小児・思春期から 40 歳以降までのライフステージの女性を教育・支援するための教育プ

ログラムを開発し、支援者用テキストブック、5～8 歳（レベル１）および 18 歳以降の対象者向けテキスト 6 冊、動

画 15 本、指導案 3 本などを開発した。その一部を実証することで、開発したテキストブック（支援者向け、対象者

向け）、動画等を、健康教育の教材として、また個人のヘルスリテラシー向上のために広く活用可能と考えられた。 

 

研究協力者  
本田由佳 国立成育医療研究センター周産期・母性

診療センター 母性内科 研究員 
中村雅子 帝京大学 教職研究科 准教授 
猪狩和子 豊島区学校保健会 会長 医師 
佐々木掌子 明治大学文学部心理社会学科臨床心

理学専攻 准教授 
吉川陽大 桐朋女子中学校・高等学校保健体育科 
教員 
渡邉尚子 明治安田生命東京診療所所長 

 
Ａ．研究目的 

女性の健康は、生涯を通じて身体的・精神的に

女性ホルモンの動態の影響を受ける。月経に伴う

心身の不調、子宮や乳房のがん、更年期障害など

といった女性特有の疾患、自己免疫疾患などの性

差のある疾患、妊娠・出産といったリプロダクティブ・

ヘルス/ライツなどの視点を考慮した健康支援をで

きる人材育成やその組織、仕組みの構築は十分に

行われていない。さらに、わが国における女性の健

康支援は、団体ごと、診療専門科ごと、職域ごとに

疾病治療やスクリーニングを中心に縦割りに展開さ

れていることから、これらの組織をシームレスに繋

ぎ、隙間を補充していくことが重要となる。すなわ

ち、月経関連疾患、閉経、加齢により損なわれる女

性の健康を把握した上で、これらへのリスク要因を

できるだけ早い時期から横断的・予防医学的に教

育・支援すること、若い世代の女性にプレコンセプ
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ションケア（妊娠や次の世代の健康を考慮したヘル

スケア）の概念を浸透させることが重要な課題であ

る。 
本研究では、生涯を通じた女性の健康の保持増

進を図れるような環境整備を進めるために、すでに

各分野で実施されている女性の健康支援の取組を

調査・分析し、女性が健康状態に応じて的確に自己

管理を行うことができるようになるための健康教育、

相談体制を確立することが目的である。 
 令和 2 年度においては、令和元年度までに作成し

た包括的女性の健康支援教育プログラムおよびテ

キスト、支援体制のガイドラインの実践・検証し、完成

させることを目的とした。 
 

Ｂ．研究方法およびＣ．研究結果 
研究において、国際セクシュアリティ教育ガイダンス

（以下、ガイダンス）の概念を取り入れた包括的性教育

を日本に取り入れていくために、まず、ガイダンスと日

本の文部科学省による小中学校・高等学校の新学習

指導要領を比較し、日本の社会的背景、文化等を考

慮した Level 1（5 歳～8 歳）の教材開発を行った。本研

究では、Level ２（9歳～12歳）、Level 3（12歳～15歳）、

Level 4（15 歳～18 歳）の教材開発は予定していない。

18 歳以上の女性を Level 5 とし、18 歳～40 歳までの

性成熟期（プレコンセプション期）と 40 歳以降～に分

け、教材開発を行った。また、ガイダンスの概念を補足

するために 18 歳以上の女性を対象に「ジェンダー」の

教材開発を行った。女性の健康支援者、教育者向け

のテキストブックのタイトルは、「まるっと 女性の健康

支援 女性の健康支援者のためのテキストブック」とし、

研究分担者および各専門家に執筆もしくは監修を依

頼し、支援者向けのテキスト作成を、平易なことばでわ

かりやすい文章にすることを優先し行った。 

（１）支援者向けのテキストと web サイトの企画・制作 

支援者向けのテキストの構成は以下の通りである。

（添付資料１） 
・序論（女性の健康の包括的支援について、生涯を

通じた女性の健康の格差と性差、地域保健における

女性の健康支援について、思春期・性成熟期の女

性の健康支援と教育（プレコンセプションケア）、学校

現場における女性の健康教育について、就業女性

における女性の健康の包括的支援について、世界

基準の女性の健康支援と教育）、 
・1章 小児・思春期女性の健康支援 

からだの変化、思春期初来と委譲、体温について、

貧血、お腹の不調、やせ・ダイエット、肥満・DoHaD
仮説、骨、思春期の心の発達、性同一性障害・性別

不合・LGBT、性感染症と予防接種、性感染症、ジュ

ニア女子アスリートの健康と支援、健康教育と支援） 
・2章 性成熟期女性の健康支援 
 プレコンセプションケア、（各論1、各論2、各論3）、

がん、乳がん検診と乳腺腫瘍、がん、紫外線と健康、

月経関連疾患、子宮がん検診、婦人科感染症、月

経移動と避妊、性暴力、人工妊娠中絶、不妊治療、

加齢と妊孕性、妊娠期からの切れ目ない健康支援、

妊娠・分娩・産褥（正常な妊娠編）、妊娠・分娩・産褥

（異常な妊娠編）、妊娠・分娩・産褥（周産期メンタル

編）、周産期異常（HDP,GDMなど）の後のヘルスケ

ア、自己免疫疾患、ウェラブルで売僧・Femtech 
・3章 更年期女性の健康支援 
 更年期障害、生活習慣病、更年期の健康管理 
・4章 老年期女性の健康支援 
 骨盤臓器脱/下部尿路機能障害、運動器障害、認

知症 
さらに、webサイト上で自己学習できるようホームペ

ージ（テスト版）上（添付資料２）で、支援者用の自己

学習用の動画をウエブサイトに投入した（レベル１：各

10分ｘ4本，プレコンセプション期：20分、更年期：20分。

さらに、教育プログラムの解説用に「動画（各３分×2

本）」を作成した。 
動画の構成は以下の通りである。（添付資料３） 

・レベル１支援者向け「学習用動画（各10分×4本）」 
・レベル５支援者向け「学習用動画（各20分×2本）」

（プレコンセプション期：20分、40歳以降（更年期以

降）：20分） 
・教育プログラム解説用「動画（各３分×2本）」 
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・まるっと 女性の健康体操「動画（各３分×2本）」 
（２）レベル 1（5～8 歳）の対象者用のテキスト（添付資

料４）および短編動画制作、指導者向けの指導案の制

作 

「からだと心の科学 まるっと まなぶっく」というタイト

ルでガイダンスの 1～8 のコンセプト（1.人間関係、2.価

値・権利・文化・セクシュアリティ、3.ジェンダーの理解、

4.暴力と安全の確保、5.健康と幸福のためのスキル、6.

人間のからだと発達、7.セクシュアリティと性的健康、8.

性と生殖に関する健康）に沿って、4 冊のテキスト（プロ

トタイプ版）を日本の文部科学省による小学校の新学

習指導要領および教材（まなぶっく）の対比表を作成

しつつ、元小学校教員、助産師、看護師、医師らによ

って作成した。これらは、ある地域の医師会、小児科

医会の担当者、区立小学校教員等より意見を伺いな

がら、教材を完成させた。小学校教員、校長の経験者

でありこの分野の専門家である、帝京大学 教職研究

科 中村雅子准教授に指導案を作成していただいた。

さらに、授業の復習で活用いただく対象者向け「復習

用動画（各 3 分×4 本）」を作成した。医師、保育士、

助産師、看護師、小学校教員、祖父母、保護者らの

意見を反映し、イラストレーターを選定し、イラスト作

成を依頼した。  

（３）「ジェンダー」テキストの作成（添付資料４） 

レベル 1 のテキスト以外に、キーコンセプト 3. ジェ

ンダーの理解、4. 暴力と安全の確保の内容で、レベ

ル 4 の教材の一部としてテキストを 1 冊開発した。こち

らは、「ひとりひとり違っているのはあたりまえ 性のグ

ラデーション＆スペクトグラムって知ってる？」というタ

イトルとした。このテキストは、多様な性（セクシュアリテ

ィ）に対する臨床心理学研究者である、明治大学文学

部心理社会学科臨床心理学専攻 佐々木掌子准教授

の助言を受けて作成した。 

（4）性成熟期（プレコンセプション期）女性の健康教育

「動画」の制作 

18 歳以降、性成熟期女性のからだと心を学ぶ動画

を制作した（性成熟期 20 分）。プレコンセプション期の

対象者用のテキストは、令和2 年度の厚生労働科学研

究費補助金（健やか次世代育成総合研究事業）「生涯

を通じた健康の実現に向けた『人生最初の 1000 日』の

ための、妊娠前から出産後の女性に対する栄養・健康

に関する知識の普及と行動変容のための研究（研究

代表者 荒田尚子）」で作成された「プレコンノート」に

リンクの上活用することにした。 

（5）40 代以降の女性の対象者用のテキスト（添付資料

４）および短編動画制作、指導者向けの指導案の作成 

「40 代から健康で美しく過ごすための女性のヘルス

ケア・チェック」という対象者用のテキストと、対象者向

け「復習用動画（各4分×1本）」を制作し、指導案を作

成した。 

（6）まるっと 女性の健康支援 web サイトの開発（添付

資料２） 

 国立成育医療研究センターホームページからリンク

し閲覧できる「まるっと 女性の健康支援 web サイト」を

開発し、上記の教材や動画を格納した。この web サイ

トは、包括的な女性の健康教育プロットフォームとして

今後活用できることも考え「女性の健康ヘルスケアラボ」

や「女性アスリート健康支援委員会」等、他の信頼性の

高い健康支援 web サイトへのリンクも貼り、このページ

を訪れた方の不安や悩みが解消できるよう工夫を行っ

た。 

（７）まるっと 女性の健康支援教育プログラムの評価に

向けたインタビュー調査 

女性の健康支援者を対象とした対面またはWeb
による半構造化インタビュー調査を実施した。 
【方法】2021 年 2 月〜女性の健康支援を行う養護

教諭、教員、民生委員、産業医、人事部健康支援担

当者を対象とした健康影響予測評価を用いた対面・

Web による半構造化インタビュー調査を行った（表１，

表２）。調査は、地域保健・教育・産業分野の３分野、

ライフステージとしては、学童・思春期、性成熟期、

更年期の 3 ステージを対象として実証モデルを４箇

所で実施した。教育実証モデルのフィールドは、本

研究班のメンバーが関わっている豊島区、東京都内

私立中・高校、明治安田生命に依頼し実施した。各

フィールドにおいて、参加協力・同意が得られた支
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援者に対し、健康影響予測評価のインタビューシー

トを用いた半構造化インタビュー調査を実施した。 
【半構造化インタビュー調査】研究者 1 名が聞き手と

なり、本研究班のメンバー1 名同席の上、本教育プ

ログラム全体像およびコンテンツのプロトタイプ版に

ついての意見、影響度と配慮すべき点、効果等を調

査項目と問いかけ項目に応じ、発言をノートに書き

留める方式で実施した。インタビューは 30 分〜1 時

間で個別またはグループインタビューを実施した。 
【結果・考察】インタビュー内容を（表３）に示す。イン

タビューの結果、現在の包括的な女性の健康支援

や教育は、指導者が学ぶ場所がなく、ライフステー

ジごとに何をすれば良いかわからない状況が多く、

十分に実施されていないことが明らかとなった。また、

現在は、日本のマスメディアのトピックの影響を受け、

流行りを取り入れ各分野で実施されていることが多

いことも明らかになり、メディアの影響は大きいと考え

られた。また、現在、指導ツールがないことから、本

研究班で開発した教材やプログラムを活用したいと

いう意見が多かった。 
レベル１に該当する児童・生徒などの教育のインタビ

ューでは、支援者に女性の体と心に関する専門的な

知識が必要である上に、文部科学省の学習指導要

領に沿わないものは、保護者や教育委員会からの

苦情や強い要望などの可能性があるため、実施しに

くいとの声もあった。実際に、今回、予定していた小

学校の授業実証は、包括的な健康教育に積極的な

先生の移動によって実施できなくなった。 
各分野・ステージごとに共通して配慮すべき点として

は、「男女ともに男女の体と心が学べること」であり、

特にレベル１・２・３においては、ジェンダー平等の視

点から、配慮が必要であり、今後、多様性に配慮・考

慮した包括的な健康支援プログラムの構築が必要

であると考えられた。 
（８）本健康教育プログラムプロトタイプ教材を活用し

た介入 (事前・事後調査) における体と心に対する

意識・態度と知識の変化 
【方法】レベル 5（20 才以上）の調査は、教育支援実

証モデルとして協力が得られた産業分野（某大手企

業）の従業員 60 名向けに実施した。包括的な女性

の健康教育プログラムとして開発した更年期＆老年

期用（40 才以上）介入教材「40 代から健康で美しく

過ごすための女性のヘルスケア・チェック」の解説動

画と復習動画をウェブ研修形式で実施し、事前事後

自記式質問紙調査を実施した。 
【結果・考察】ウェブ研修会を開催し、男性職員を含

め約 35 名が参加した。実施・アンケート回収率は、

５８.３％（35/60 名）であった。「ウェブ研修会を受け

て研究更年期女性の健康情報を理解できたと思い

ますか。」という質問に対し、全体の９割が「理解でき

た」と回答した（図１）。理解が深まった上位３項目は、

「更年期の身体的な特徴」「更年期の心理」「更年期

後の身体的変化」であったが、「子宮下垂」「骨粗鬆

症」「尿失禁」について理解することは難しい結果で

あった（図２）。また「今回学んだ更年期女性の健康

情報を人に伝えることができると思いますか。」という

問いに対し、約 8 割の者が伝えることができると回答

した（図３）。以上より、更年期の体と心の基礎的な部

分については、参加者の反応は概ね良好であり、こ

れからの自身の健康維持のみならず、自分の周りの

方への波及効果も含めて、効果が認められる結果と

なった。 
 

（倫理面への配慮） 
研究実施に関して、国立成育医療研究センター研

究倫理委員会の承認を得て、「人を対象とする医学

系研究に関する倫理指針」を遵守して実施した。（受

付番号 2020-324）。 

 
Ｄ．考察 

（１）～（8）について概ね研究計画通りに遂行するこ

とができたが、(7)のレベル１の実証については、実

施できなかった。レベル１に該当する児童・生徒など

の教育のインタビューでは、支援者に女性の体と心

に関する専門的な知識が必要である上に、文部科

学省の学習指導要領に沿わないものは、保護者や
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教育委員会からの苦情や強い要望などの可能性が

あるため、実施しにくいとの声もあった。実際に、今

回、予定していた小学校の授業実証は、包括的な

健康教育に積極的な先生の移動によって実施でき

なくなった。しかしながら、公立の学校では、教育委

員会や校長会のコンセンサスをとれば、実施できると

の声もあった。さらに、保育園の親子を対象とした家

庭教育であれば、学習指導要領に縛られることなく、

実施できるのではないかとの意見もあり、今後、引き

続きアプローチし、レベル１での実証を検討したい。 
開発したテキストブック（支援者向け、対象者向

け）、動画については、今後健康教育の教材として、

また個人のヘルスリテラシー向上のために広く活用

していただけることが期待できる。ガイダンスはレベ

ル1からレベル4までの4段階からなるが、本研究に

おいては、レベル1のみの開発となった。レベル

2.3.4のテキストに関しては、令和3年度以降、開発

の検討が必要である。また、本研究班では教育プログ

ラム作成を中心に行われたが、今後は女性の健康支

援に向けて具体的なガイドラインが必要であろう。 
 

Ｅ．結論 
本研究において、女性の健康の支援者向けテ

キストブック1冊（まるっと 女性の健康支援 女性

の健康支援者のためのテキストブック）、対象者向

けテキスト6冊（ガイダンス レベル1 からだと心の

科学 まるっと まなぶっく4冊、レベル4 ひとりひと

り違っているのはあたりまえ 性のグラデーション

＆スペクトグラムって知ってる？、40代から健康で

美しく過ごすための女性のヘルスケア・チェック）、

動画15本（レベル１（学習用動画4本、復習用動

画4本）、レベル５（学習用動画2本、復習用動画1
本）、教育プログラム解説用動画2本、まるっと 女

性の健康体操動画2本）を開発した。開発したテ

キストや動画は、今後、包括的な女性の健康教育

プロットフォームとも位置付けられる「まるっと 女

性の健康支援webサイト」に投入し、保健・医療・

教育機関・産業等における女性の健康支援者だ

けでなく、個人のヘルスリテラシー向上のために

広く活用していただけることが期待できる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
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添付資料 2 

 

 

 

＜Web サイト＞  
サイトマップとトップページ 

https://marutto-woman.jp/  
 

 

 

 

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Fmarutto-woman.jp%2F%3Ffbclid%3DIwAR0MTeBhvNJSoiZvwzECJgfzD7r5JEk-Imu-cFJJX48eOA5XsIyHi0cbq1M&h=AT1tuNJhOSqJ74Xzk_U2ywFWOsdY3-z0aO3L_sc0LU64nq62K5Yz3le2vWVxVDgeGmz8BNdlJ982hmGyqQOktdda0cJKKSCoKsGM8ie3zqjHi88suh2daAYzCev0unbjdnvJ5_iqtCE
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添付資料 3 
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令和２年度厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援政策研究事業） 

分担研究報告書 

保健・医療・教育機関・産業等における女性の健康支援のための研究 

 

日本版プレコンセプションケア ポリシーブリーフの作成 

 

研究分担者 前田恵理 秋田大学大学院医学系研究科 衛生学・公衆衛生学講座 准教授 

研究分担者 荒田尚子 国立成育医療研究センター 母性内科診療部長

Ａ. 研究目的 

わが国は諸外国と比較し、2017 年の妊

産婦死亡率は出産 10 万対で 3.4 人、周産

期死亡率は出産千対で 3.5 人と世界で最も

安全なレベルの周産期医療を提供している

一方で、日本特有の多くの問題を抱えてい

る。出生数約 95 万人に対し人工妊娠中絶

件数は 16 万件と多い一方で、晩産化に伴

う不妊治療数も増加している。また、性と

生殖に関する教育の国際標準への未到達に

も見られるとおり、リプロダクティブヘル

ス全般に対する低い関心と低ヘルスリテラ
シーも指摘されている。若い女性の低栄養

や 2 割に上る「やせ」、それに伴うと考え

られる低出生体重児数の割合の高止まりは

次世代に引き継がれる健康問題として懸念

される。 

このような諸問題を踏まえると、わが国

の実情にあったプレコンセプションケアの

導入が不可欠である。そこで昨年度、本研

研究要旨：日本は世界で最も安全なレベルの周産期医療体制を提供している一方

で、晩産化に伴う不妊症の増加やリプロダクティブヘルス全般に対する低い関心、

若い女性の痩せと低出生体重児の割合の高止まり等、特有の多くの問題も抱えてい

る。わが国の実情にあったプレコンセプションケアを普及するため、昨年度は日本

版プレコンセプションケアの定義を「前思春期から生殖可能年齢にあるすべての人

々の身体的、心理的および社会的な健康の保持および増進」として、目標を「現在

から将来にわたる自らの健康のみならず次世代の健康の保持及び増進を図り、国民

全体の健康を向上すること」として提案した。今年度は、社会全体を巻き込み、プ

レコンセプションケアを普及させていくためにポリシーブリーフの作成を行った。

わが国のプレコンセプションケアの現状と課題について 9 項目に分けて整理した上

で、プレコンセプションケアの普及で期待できる効果として、周産期医療および母

子保健の向上、労働生産性の向上、生活習慣病の予防と健康寿命の延伸、格差是正

など広い観点からの記載を行った。プレコンセプションケアを推進するため、教

育、保健、医療、職域の各領域へ提案するとともに、社会全体で関係者が一体とな

った推進のため、「健やか親子 21」へプレコンセプションケアの観点からの目標を

追加することについても提案を行った。今後は本ポリシーブリーフを活用して、プ

レコンセプションケア推進の輪を広げていく。 
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究班では「日本版プレコンセプションケ

ア」の定義および目標の提案を行い、定義

を「前思春期から生殖可能年齢にあるすべ

ての人々の身体的、心理的および社会的な

健康の保持および増進」、目標を「現在か

ら将来にわたる自らの健康のみならず次世

代の健康の保持及び増進を図り、国民全体

の健康を向上すること」とした。 

今年度は、社会全体を巻き込みながらプ

レコンセプションケアを普及する目的で、

エビデンスや課題をわかりやすく提示し、

政策提案を行うポリシーブリーフを作成し

た。 

 

Ｂ．研究方法 および Ｃ．研究結果  

2019年 10月に国立成育医療研究センタ

ープレコンセプションケアセンターと共催

した『プレコンセプションケアを考える

会』の議論、文献レビュー、および当研究

班内での議論を踏まえて作成したポリシー

ブリーフは別添資料のとおりである。 

はじめにプレコンセプションケアの概要

を示すと共に『プレコンセプションケアを

考える会』で提起されたわが国の課題につ

いて、 

(1)計画妊娠 

(2)リプロダクティブライフプラン 

(3)やせと肥満 

(4)低栄養と葉酸不足 

(5)喫煙・飲酒・薬物 

(6)リプロダクティブヘルス全般に対する

リテラシー 

(7)慢性疾患 

(8)感染症 

(9)職業性および環境中有害物質曝露 

の 9項目に分け、文献に基づく現状と課題

の整理を行った。 

 次に、プレコンセプションケアの普及で

期待できる効果として、米国や世界保健機

関が示してきた母子保健指標の改善、生活

習慣病予防、健康格差の縮小等に加え、労

働生産性と QOLの向上や健康寿命の延伸

等、行政や職域の関心につながる効果も明

記することとした。 

 最後に、プレコンセプションケアを推進

するための提案として、 

(1)教育：わが国の性と生殖に関する学校

教育を国際標準へ 

(2)保健：地域ぐるみで切れ目ない保健介

入を 

(3)医療：全診療科でプレコンセプション

ケアの概念を共有し、産婦人科は地域のリ

プロダクティブヘルス推進拠点に 

(4)職域：プレコンセプションケアで生産

性向上を 

として、関係する４領域への提案を行っ

た。 (5)社会全体で若者と将来の子どもた

ちの健康を温かく支援しよう として、関

係者が一体となってプレコンセプションケ

アを推進するために「健やか親子 21」に

プレコンセプションケアの観点からの目標

の追加することを提案した。 

 

Ｄ．考察 

 日本版プレコンセプションケアでは、近

年の多様なライフスタイルを踏まえて、子

どもを持つ意思に関わらず、全ての若者の

健康の保持増進をプレコンセプションケア

と定義し、国民全体の健康の向上を目標と

している。本ポリシーブリーフでは、将来の

子どもたちの健康や母子保健の向上のみな

らず、本人の健康増進についても重視した
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記載を心がけた。産婦人科、小児科、母子保

健関係者のみならず、全ての診療科の医療

従事者や産業保健・地域保健関係者に関心

を持っていただき、一体となって推進して

いきたい。 

 本ポリシーブリーフは専門家の助言と文

献レビューに基づき作成したが、プレコン

セプションケア領域では観察研究は多い一

方、介入研究は世界的にも未だ限られてい

るのが現状である。今後、わが国からもプレ

コンセプションケアのエビデンス創出を行

っていく必要があり、ポリシーブリーフも

定期的に更新して行く予定である。 

 

Ｅ．結論 

社会全体を巻き込み、プレコンセプショ

ンケアを普及させていくためにポリシーブ

リーフを作成した。わが国のプレコンセプ

ションケアの現状と課題について 9項目に

分けて整理した上で、プレコンセプション

ケアの普及で期待できることとして、周産

期医療と母子保健の向上に加えて労働生産

性の向上、生活習慣病の予防と健康寿命の

延伸、格差是正など広い観点からの記載を

行った。プレコンセプションケアを推進す

るために教育、保健、医療、職域の各領域

で検討されうる方策についても提案し、社

会全体で推進するために「健やか親子

21」へ目標を追加することについても提案

を行った。プレコンセプションケア推進の

輪を広げるため、本ポリシーブリーフを活

用していく。 

 

Ｇ．研究発表 

前田 恵理. 世界のプレコンセプションケ

アの動向. 産科と婦人科 87(8) 881– 

886. 2020年 8月 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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【資料】    日本版プレコンセプションケア ポリシーブリーフ（初案） 
 

1. プレコンセプションケアとは？ 
 
プレコンセプションケアは「前思春期から生殖可能年齢にあるすべての人々の身体

的、心理的および社会的な健康の保持および増進」と定義される 1。現在から将来にわ
たる自らの健康のみならず、次世代の健康の保持
及び増進を図り、国民全体の健康を向上すること
を目標としており、次世代までを視野に入れた国
民的なヘルスプロモーションの一分野である。 
 
プレコンセプションケアは当初、母子保健の向

上を目的として米国の保健医療政策に組み入れら
れたが、男女を問わず、子供を持つ意思があるか
否かに関わらず、すべての人々の健康増進につな
がる概念である 2。国民全体の健康増進には、成育
サイクル（図１）を含むあらゆるライフステージ
を網羅した保健医療施策が欠かせないことから、
プレコンセプションケアの考え方を社会全体と共
有していくことが必要である。 

 
２．プレコンセプションケアに関する日本の現状と課題 
日本の妊産婦死亡率は出産 10万対 3.3人、周産期死亡率は出産千対 3.4人と 3世界
で最も安全なレベルの周産期医療を提供している一方で、日本特有の多くの問題も抱
えている（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ 成育サイクルとプレコンセプションケア 
（文献２より転載） 

 

図２ 日本のプレコンセプションケアに関する課題 
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(1) 計画妊娠 
わが国の正確な計画外妊娠の割合は不明であるが、4割以上と考えられており

4、2018年の人工妊娠中絶件数は 16万件（同年出生数は約 92万）であった 5。
計画外妊娠は母子の健康（自然流産、早産、低出生体重、産後うつ等）や妊娠前～
妊娠中の行動（飲酒・喫煙・受診・葉酸摂取）と関連することが知られている 6。
また、経産婦では出産から次の妊娠までの期間が短いほど母体合併症や周産期死亡
等が増加する 7。持病のある女性の妊娠・出産も増加していることから、年齢や婚
姻・出産歴の有無を問わず、計画妊娠の重要性について普及啓発を行い、母子の健
康を守る必要がある。わが国の主要な避妊方法はコンドーム（83％）で、より確
実な避妊効果が得られる経口避妊薬の内服率は低いが（3％）8、多様な避妊法に対
するニーズを満たす保健医療体制も求められる。 

 
(2) リプロダクティブライフプラン（長期的な計画） 

晩産化が進行 3するとともに妊娠・分娩合併症は増加し、不妊治療のニーズも高
まっている。わが国では年間 45万件もの生殖補助医療が行われているが 9、リプ
ロダクティブライフプランを持つことや、婦人科疾患の早期治療をはじめとするプ
レコンセプションケアの実践により、予防可能な不妊症も存在する。晩産化の時代
に生きる若者の選択肢を広げるためにもリプロダクティブライフプランの基礎であ
る医学的情報とプレコンセプションケアの提供が欠かせない。 

 
(3) やせと肥満 

低出生体重児の割合（9.4％, 2019年）3はわが国で最も懸念される母子保健指
標である。他の先進諸国と比較しても低出生体重児の割合が高い理由として、周産
期医療の進歩、多胎分娩の増加、母体年齢の上昇など複合的な要因が指摘されてい
るが 10、妊娠前～妊娠中の母親のやせ・低栄養と低出生体重児の出生の関連が報告
されている 11。一方で妊娠前の肥満も様々な妊娠分娩合併症と強く関連する 11。   

1990年以降、20代女性のやせ（BMI＜18.5）の割合は 20％以上 12と高水準で
推移しており、肥満も 8.9％（20代女性）、15.0％（30代女性）と諸外国に比べ
ると少ないものの近年漸増傾向にある 12。健康な体重は妊娠希望を問わず、生涯の
健康に影響することから、若者の健康な体重について注視していく必要がある。 

 
(4) 低栄養と葉酸不足 

男女ともリプロダクティブヘルスに健康的な食事は欠かせないが、特に 20代女
性の摂取エネルギー量の平均値は 1600kcal/日と極めて少なく 12、推定エネルギ
ー必要量に届いていない。また、20～30代女性の約 1割は血色素量 12g/dL未
満であるが 12、妊婦の鉄欠乏性貧血と早産・低出生体重との関連は多くの研究から
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示されており 13、プレコンセプション期の貧血とも同様の関連が示唆される 14。 
2000年に厚生省は、およそ妊娠 1か月以上前から妊娠３か月まで妊娠の可能性が
ある女性は、神経管閉鎖障害のリスク低減のために、通常の食事からの葉酸摂取に
加えて栄養補助食品から 1日 400μgの葉酸を摂取するよう通知 15を出している
が、エコチル調査によれば適切な葉酸サプリメント摂取を行った妊婦は 8％に過ぎ
ない 16。食事からの葉酸摂取量（平均値）も 20代女性で226μg/日と他の年代
以上に不足している 12ことから、健康な食生活と妊娠前からの葉酸摂取について
若い世代への啓発が必要である。 
 

(5) 喫煙・飲酒・薬物 
飲酒・喫煙に関する知識の普及啓発により、若い世代の飲酒・喫煙は減少傾向

にあり、妊婦の飲酒率は 1.2％、喫煙率は 2.7％まで減少している 10。一方で父親
の喫煙率は減少傾向にあるものの依然高いこと、産後に母の喫煙が再開される傾
向にあること、喫煙率の地域差が大きいこと等 10から、プレコンセプション期も
含めた一層の啓発の継続が必要である。なお、わが国の違法薬物使用者は諸外国
と比べると極めて少ないが 17、諸外国では大麻の生殖機能や妊娠・胎児への影響
を含めた危険性について情報発信されており、本邦でも注視する必要がある。 

 
(6) リプロダクティブヘルス全般に対するリテラシー 

子宮頸がん予防ワクチンの積極的接種勧奨の差し控え以降、定期の子宮頸がん
予防ワクチン接種率は 1％未満が続いている 18。20代の子宮頸がん検診受診率は
26.5％19、経口避妊薬の内服率も 3％8と、若い女性が定期的に婦人科を受診し、
リプロダクティブヘルスに関するサービスを受ける機会は極めて少ない。わが国
の性と生殖に関する学校教育を国際標準へ引き上げ、リプロダクティブヘルスに
対する国民的関心を高めるとともに、リプロダクティブヘルスサービスにアクセ
スしやすいよう社会的・経済的・心理的障壁を取り除いていく必要がある。 
 

(7) 慢性疾患 
晩産化や医療の発展に伴い、慢性疾患を持つ女性の妊娠は増加しているが、プレ

コンセプション期から疾患をコントロールすることで母児の予後を改善できる可能
性がある。例えば、糖尿病を抱える女性では妊娠初期（まだ妊娠に気づかない器官
形成期）の血糖コントロールが悪いほど先天奇形の出現率が高くなることが知られ
ている 20。慢性疾患を抱える若者には、プレコンセプション期から産後まで一連の
介入が必要で、適切なリスク低減には、患者自身と主治医双方がプレコンセプショ
ンケアを日頃より理解することが重要である。患者側は妊娠を計画し、主治医と共
有すること、主治医は日常的に患者の妊娠希望や意思を確認することが求められる
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21。 
また、生殖可能年齢男女での精神疾患の有病率は高く、妊娠期の精神疾患は妊娠

糖尿病、低出生体重、早産など母児の健康と関連するが、疾患そのものの影響だけ
でなく、低栄養、喫煙、飲酒、妊婦健診の未受診等のリスク行動、暴力や貧困など
社会的支援が必要な環境など、複合的な要因によると考えられている 22。本人と将
来の児の健康のため、妊娠前からの医療と行政による総合的な支援が必要である。 

 
(8) 感染症 

感染症は妊孕性、流死産、胎児や新生児の健康に大きな影響を及ぼすが、一部は
予防や治療が可能である。性感染症の一次・二次予防に加え、プレコンセプション
期男女に対する積極的なワクチン接種支援（風疹・麻疹・インフルエンザ・子宮頸
がん等）、リステリア感染症や TORCH症候群等に関する情報提供を行う必要があ
る 21, 23, 24。 

 
(9) 職業性および環境中有害物質曝露 

重金属、有機溶媒、農薬等へ曝露する労働者で妊孕性が低下する報告もある。個
人防護具の適切な使用方法と、適切に使用しない場合の生殖能力や次世代への健康
影響等について全労働者へ教育を行い、特に若い労働者の健康を守る必要がある。
環境中の有害物質（殺虫剤、重金属、工業物質、放射性物質、暑熱、騒音等）は個
人レベル、国家レベル、国際レベルで低減していくべきで、個人で完全には避ける
ことは困難だが、特にプレコンセプション期から妊娠中は、可能な範囲でも曝露を
低減できるよう自ら防御する必要があり、適切な情報提供が必要である 21, 25。 

 

3. プレコンセプションケアの普及で期待できること 

プレコンセプションケアを普及させることにより、 
 良好な妊産婦死亡率および周産期死亡率の維持と一層の低下 
 計画外妊娠の予防 
 妊娠分娩合併症・不妊症の予防 
 流死産、早産、低出生体重の予防 
 先天性疾患（神経管閉鎖障害・先天性風疹症候群等）の予防  
等の様々な母子保健指標の改善が期待できるのみならず 
 リプロダクティブヘルスケアの利用による QOLや労働生産性の向上 
 将来の生活習慣病の予防 
 健康格差の是正 
 健康寿命の延伸 
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等の国民全体の健康増進に直結することが期待される 2。 
 

4. プレコンセプションケアを推進するための提案 
(1) 教育：わが国の性と生殖に関する学校教育を国際標準へ 
包括的セクシュアリティ教育では、8つの教育内容（人間関係、価値観・人

権・文化・セクシュアリティ、ジェンダーの理解、暴力と安全確保、健康と幸福
のためのスキル、人間のからだと発達、セクシュアリティと性的行動、性と生殖
に関する健康）を 4つのステップごとにスパイラルに進め、子どもや若者の健
康、幸福、尊厳を実現する。わが国でも国際標準である包括的セクシュアリティ
教育を推進し、前思春期からプレコンセプションケアの基礎であるリプロダクテ
ィブヘルス・ライツを理解し、ヘルスリテラシーを高めることが必要である。青
年期には、誰もが自らリプロダクティブライフプランを持ち、実現するための健
康管理を行うことができるよう、年齢に応じたカリキュラムの作成を提案する。 

 
(2) 保健：地域ぐるみで切れ目ない保健介入を 
概ね健康である若者では、学校卒業から妊娠まで長期間にわたって保健医療と

関わる機会が少ない者も多く、プレコンセプションケアを受ける機会が失われて
いる。子宮頸がん検診時の無償プレコンセプション健診、20歳の節目健診など、
青年期から自身の健康への関心を高める保健介入を提案する。また、既存の母子
保健事業（乳幼児健診や乳児家庭全戸訪問事業）の枠組みを利用した妊娠間（イ
ンターコンセプション）ケアを行い、特に妊娠・分娩時の異常を経験した母、社
会経済的に厳しい立場にある父母、そして次子の健康を守ることを提案する。 

 
(3) 医療：全診療科でプレコンセプションケアの概念を共有し、産婦人科は地域

のリプロダクティブヘルス推進拠点に 
産婦人科以外の診療科においても、特に慢性疾患を持つ若い患者にはリプロダ

クティブライフプランの確認を行い、希望を叶えるための支援を行うことが求め
られる。全国の全診療科で日常的にプレコンセプションケアが行われるよう、医
療関係者全体への啓発が必要である。また、産婦人科医療機関には地域のリプロ
ダクティブヘルス推進拠点としての役割が期待される。例えば、自治体の医療証
発行により 10代から月経、避妊、性感染症等について無料で相談に行くことがで
きる制度や、保健所による HIV検査相談のみならず産婦人科診察も受けられる仕
組等を行政と連携して構築することを提案する。 

 
(4) 職域：プレコンセプションケアで生産性向上を 
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 プレコンセプションケアは、不妊や月経関連疾患による労働損失を改善し、健
康な妊娠・出産・子育てにより労働生産性を向上させることができる。若い職員
の健康を守ることで将来の生活習慣病を予防にもつながり、健康保険組合にとっ
ては医療費の削減にもつながる。プレコンセプションケアを健康経営の一つとし
て位置づけ、職域でも積極的に推進していただきたい。また、若い消費者が自ず
と健康づくりに向き合えるための商品やサービスの開発や、プレコンセプション
ケアに貢献する企業への投資など経済界からの支援も期待する。 
 
(5) 社会全体で若者と将来の子どもたちの健康を温かく支援しよう 
（１）～（４）を各分野が連携しながら進め、社会全体で若者と将来の子ども

たちの健康を願い、温かく見守り、支援を惜しまない社会をつくることが必要で
ある。 
関係者が一体となって推進する母子保健の国民運動計画として、21世紀の母子

保健の取組の方向性と目標や指標を示した「健やか親子 21」があるが、健やか親
子 21の対象は妊産婦、乳幼児、学童期、思春期であり、青壮年保健としての国家
的指標は設けられていない。プレコンセプションケアを関係者が一体となって推
進するため、わが国の現状と課題を踏まえて、以下の指標を提案する。  
 妊娠前の妊婦の喫煙率 
 妊娠前の妊婦の飲酒率 
 妊娠前に健康な体重であった母親の割合 
 妊娠の 1か月以上前から葉酸（毎日 400㎍以上）を強化食品またはサプリメ

ントから取っていた妊婦の割合 
 計画外妊娠の割合 
 前回出産から 18カ月以内の妊娠の割合 
 HPV予防接種者の割合 
 妊娠前にプレコンセプションケアを受けた母親の割合 
 妊娠・分娩時の異常について定期的に診察を受けた母親の割合（産後 4か月

時点） 
 かかりつけ産婦人科医を持つ女性の割合 
 不妊に悩む男女の割合  



49 
 

文献 
1. 令和元年度厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援政策研究事業）「保健・

医療・教育機関・産業等における女性の健康支援のための研究」分担研究報告書「日本に
おけるプレコンセプションケアの定義案と目標案」 

2. World Health Organization. "Preconception care to reduce maternal and childhood 
mortality and morbidity." Meeting Report and Packages of Interventions: WHO 
HQ, February. 2012. 

3. 厚生労働省. 人口動態統計（2019年） 
4. Huynh, S.T., Yokomichi, H., Akiyama, Y., Kojima, R., Horiuchi, S., Ooka, T., 

Shinohara, R., Yamagata, Z., 2020. Prevalence of and factors associated with 
unplanned pregnancy among women in Koshu, Japan: cross-sectional evidence 
from Project Koshu, 2011–2016. BMC Pregnancy and Childbirth 20.. 
doi:10.1186/s12884-020-03088-3 

5. 厚生労働省. 平成 30年度衛生行政報告例. 
6. Gipson, J.D., Koenig, M.A., Hindin, M.J., 2008. The Effects of Unintended 

Pregnancy on Infant, Child, and Parental Health: A Review of the Literature. 
Studies in Family Planning 39, 18–38.. doi:10.1111/j.1728-4465.2008.00148.x 

7. Schummers, L., Hutcheon, J.A., Hernandez-Diaz, S., Williams, P.L., Hacker, M.R., 
Vanderweele, T.J., Norman, W.V., 2018. Association of Short Interpregnancy 
Interval With Pregnancy Outcomes According to Maternal Age. JAMA Internal 
Medicine 178, 1661.. doi:10.1001/jamainternmed.2018.4696 

8. Yoshida, H., Sakamoto, H., Leslie, A., Takahashi, O., Tsuboi, S., Kitamura, K., 
2016. Contraception in Japan: Current trends. Contraception 93, 475–477.. 
doi:10.1016/j.contraception.2016.02.006 

9. Ishihara O, Jwa SC, Kuwahara A, Katagiri Y, Kuwabara Y, Hamatani T, Harada M, 
Osuga Y. Assisted reproductive technology in Japan: A summary report for 2018 
by the Ethics Committee of the Japan Society of Obstetrics and Gynecology. 
Reprod Med Biol. 2020 Nov 20;20(1):3-12. doi: 10.1002/rmb2.12358. PMID: 
33488278; PMCID: PMC7812461. 

10. 厚生労働省. 「健やか親子 21（第２次）」の中間評価等に関する検討会報告書. 
11. Enomoto, K., Aoki, S., Toma, R., Fujiwara, K., Sakamaki, K., Hirahara, F., 2016. 

Pregnancy Outcomes Based on Pre-Pregnancy Body Mass Index in Japanese 
Women. PLOS ONE 11, e0157081.. doi:10.1371/journal.pone.0157081 

12. 国民健康・栄養調査（2019年） 
13. Allen, L.H., 2000. Anemia and iron deficiency: effects on pregnancy outcome. The 

American Journal of Clinical Nutrition 71, 1280S–1284S.. 



50 
 

doi:10.1093/ajcn/71.5.1280s 
14. Ronnenberg, A.G., Wood, R.J., Wang, X., Xing, H., Chen, C., Chen, D., Guang, W., 

Huang, A., Wang, L., Xu, X., 2004. Preconception Hemoglobin and Ferritin 
Concentrations Are Associated with Pregnancy Outcome in a Prospective Cohort of 
Chinese Women. The Journal of Nutrition 134, 2586–2591. 
doi:10.1093/jn/134.10.2586 

15. 厚生省「神経管閉鎖障害の発症リスク低減のための妊娠可能な年齢の女性等に対する葉酸
の摂取に係る適切な情報提供の推進について」平成 12年. 児母第 72号・健医地生発第
78号（通知） 

16. Ishikawa T, Obara T, Nishigori H, Nishigori T, Metoki H, Ishikuro M, Tatsuta N, 
Mizuno S, Sakurai K, Nishijima I, Murai Y, Fujiwara I, Arima T, Nakai K, Yaegashi 
N, Kuriyama S, Mano N. Update on the prevalence and determinants of folic acid 
use in Japan evaluated with 91,538 pregnant women: the Japan Environment and 
Children's Study. J Matern Fetal Neonatal Med. 2020 Feb;33(3):427-436. doi: 
10.1080/14767058.2018.1494712. Epub 2018 Aug 19. 

17. 令和元年版犯罪白書. http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/66/nfm/n66_2_4_2_1_2.html 
18. 厚生労働省. 定期の予防接種実施者数. 

https://www.mhlw.go.jp/topics/bcg/other/5.html 
19. 国民生活基礎調査（2016年） 
20. 末原 節代, 和栗 雅子, 若林 可奈, 中西 功. 当センターにおける糖代謝異常妊婦の頻度と

先天異常に関する検討. 糖尿病と妊娠. 10巻 1号 104-108. 
21. Shawe, Jill, Eric AP Steegers, and Sarah Verbiest. Preconception Health and Care: 

A Life Course Approach. Springer International Publishing, 2020. 
22. Stein A, Pearson RM, Goodman SH, Rapa E, Rahman A, McCallum M, Howard LM, 

Pariante CM. Effects of perinatal mental disorders on the fetus and child. Lancet. 
2014 Nov 15;384(9956):1800-19. doi: 10.1016/S0140-6736(14)61277-0. Epub 
2014 Nov 14. 

23. Coonrod DV, Jack BW, Stubblefield PG, Hollier LM, Boggess KA, Cefalo R, Cox SN, 
Dunlop AL, Hunter KD, Prasad MR, Lu MC, Conry JA, Gibbs RS, Hogan VK. The 
clinical content of preconception care: infectious diseases in preconception care. 
Am J Obstet Gynecol. 2008 Dec;199(6 Suppl 2):S296-309. doi: 
10.1016/j.ajog.2008.08.062.  

24. Coonrod DV, Jack BW, Boggess KA, Long R, Conry JA, Cox SN, Cefalo R, Hunter 
KD, Pizzica A, Dunlop AL. The clinical content of preconception care: 
immunizations as part of preconception care. Am J Obstet Gynecol. 2008 
Dec;199(6 Suppl 2):S290-5. doi: 10.1016/j.ajog.2008.08.061.  

http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/66/nfm/n66_2_4_2_1_2.html
https://www.mhlw.go.jp/topics/bcg/other/5.html


51 
 

25. McDiarmid MA, Gardiner PM, Jack BW. The clinical content of preconception care: 
environmental exposures. Am J Obstet Gynecol. 2008 Dec;199(6 Suppl 2):S357-
61. doi: 10.1016/j.ajog.2008.10.044.  



令和2年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（⼥性の健康の包括的⽀援対策研究事業） 

分担研究報告書 

新型コロナウイルス感染症流⾏が⽣活習慣や健康に及ぼす影響の 
実態把握に向けた研究 －⼥性への健康⽀援の観点から－ 

研究分担者 ⼭本 精⼀郎 国⽴がん研究センターがん対策情報センター 特任研究部⻑ 
⼭上 須賀 国⽴がん研究センターがん対策情報センター 特任研究員 

研究協⼒者 武藤 ⾹織 東京⼤学医科学研究所 教授 

研究要旨 
本研究では、新型コロナウイルス感染拡⼤前後の⼼⾝の健康状態の悪化傾向を包括的に把握し、悪化傾向が

みられる本⼈・家族の属性（家族構成、就労状況、経済状況）や、新型コロナウイルス感染症拡⼤による⽣活・
就労⾯での変化を 1 万⼈規模の全国インターネット調査により把握し、健康⾯での⽀援が必要な属性の詳細を明
らかにすることを⽬的とする。調査の結果、男⼥合わせた結果であるものの、コロナ拡⼤後に体の健康状態が悪くなっ
たと答えなかった⼈に⾒られた特徴は、コロナにより⽣活や働き⽅に変化がない、もしくは変化に対し特に何も感じなか
った、ことであった。反対に、コロナ拡⼤後に体の健康状態が悪くなったと答えた⼈に⾒られた特徴は、⽣活や働き⽅に
変化があった、もしくは変化に対し悪いと感じていることであった。さらに、悪くなったと答えた⼈は、もともと体の不調を訴
えている⼈が多いという特徴があった。コロナ拡⼤後に⼼の健康状態が悪くなったと答えなかった⼈、悪くなったと答えた
⼈に⾒られた特徴も、概ね、同様の傾向であったが、いくつかの項⽬について、より強く差が出ている傾向にあった。今
後は、男⼥別の解析や、複数要因の解析、⼼⾝共に健康状態が悪化した⼈に焦点を当てた解析などを統計的な
⼿法を⽤いて⾏うことによって、より詳細な仮説を検討することにしたい。 

Ａ．研究⽬的 
【研究の意義】 
新型コロナウイルス感染症拡⼤により、外出⾃粛などの
⾏動制限、徹底した感染対策の実施、リモートワークな
ど多様な働き⽅など、新しい⽣活様式の実践が進めら
れている。 
こうした⽣活・社会の変化や経済活動の落ち込みなど
は、⼼⾝の健康状態にも影響があると考えられ、健康
関連 QOL の変化や、精神的な健康状態への影響、
⾷事量・回数が変化しているとの報告がある 1-13。特
に、⼥性においては、経済的責任や、就労上の制限、
家事負担の影響から⼼理的負担が増加し、精神的な
健康状態が悪化しており、健康⾯での⽀援の必要性
が指摘されている。 

そこで本研究では、新型コロナウイルス感染拡⼤前

後の⼼⾝の健康状態の悪化傾向を包括的に把握し、
悪化傾向がみられる本⼈・家族の属性（家族構成、
就労状況、経済状況）や、新型コロナウイルス感染症
拡⼤による⽣活・就労⾯での変化を 1 万⼈規模の全
国インターネット調査により把握し、健康⾯での⽀援が
必要な属性の詳細を明らかにすることを⽬的とする。 
また、こうした健康⾯での⽀援を効果的に実施するため
に、⽀援を必要とする属性が、⽇常的にどのような媒体
から情報を得ているのか、公的な⽀援に対する情報感
度などを明らかにし、より効果的なプロモーション⽅法も
合わせて検討することを本研究の⽬的とする。 
【⽬的】 
1. 新型コロナウイルス感染症拡⼤により、短期
的な⼼⾝の健康状態の悪化を⾃覚している属性を把
握し、就労形態や経済状況、働き⽅などが、短期的な
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⼼⾝の健康状態悪化に与える影響を明らかにする。 
2. 短期的な⼼⾝の健康状態が悪化していると
⾃覚を持つ属性に対して、必要とされる健康保持・増
進、改善に向けた⽀援策の内容や、健康⽀援が必要
な属性に対して公的な⽀援情報をどのような媒体など
で周知することが有⽤かを検討する材料を得る。

プライマリ・エンドポイント（もっとも関⼼のある疾患・症
状）︓ 
コロナ下における調査時点の⾝体的な健康状態（主
観的評価及び⾝体的有訴数の変動）、および精神
的な健康状態（ストレス原因の変化）

Ｂ．研究⽅法 
【研究対象者の選定⽅針】 

新型コロナウイルス感染症拡⼤による⽣活・社会の
変化などは、⽣活や就労に対して直接的な影響を与え
る。こうした⽣活や就労の変化は、⼼⾝の健康状態に
影響を与えると考えられる。これらの影響は、対象者が
置かれた経済的責任や就労上の制限、家事負担とい
った⾃⾝を取り巻く環境により、影響の程度や良い・悪
いといった評価の差異につながると予測される。特に、⾃
覚として健康状態が悪化している層に対しては、早急
な健康⽀援が必要である。したがって、全国規模ででき
るだけ早い時期に本調査を開始することは、具体的な
⽀援策や⽀援策に関する情報提供を検討するために
重要と考える。 

そのため、この⽬的に合致した、幅広い年齢層、全
国から対象者を得る現実的な⽅法として、ネットリサー
チ会社のモニターを⽤いたインターネット調査を⾏う。た
だし、インターネット調査では、インターネットを⽤いること
ができ、かつ、モニターとして登録した⼈のみが対象とな
る偏りがあることを⼗分考慮して結果の解釈を⾏う必要
がある。

＜選択規準＞ 
1) ネットリサーチ会社に登録しているモニター
2）20歳以上79歳以下（学⽣は除外する）
3) インフォームド・コンセントが得られている
＜除外規準＞

1）研究代表者が対象として不適切と判断した者

【研究の期間及び⽅法】 
＜研究の期間＞ 
研究許可⽇から2022年3⽉31⽇まで 

＜研究のデザイン＞ 
ネットリサーチ会社モニターを⽤いたインターネット調査。
⼼⾝の健康状態が悪くなったものをケース、悪くなってい
ないものをコントロールとし、インターネッ調査のモニターか
ら対象者の属性を⽐較することにより、⼼⾝の健康状
態が悪くなった集団の属性の把握を試みる断⾯研究。
断⾯研究であることから、因果の逆転や因果推論につ
いては⼗分考慮する。
ケース・コントロールサンプリングを⾏い、10,000名程度
を対象とする予定である。

＜調査⽅法＞ 
無記名質問票調査︓Web⼊⼒形式を⽤いる。 
質問票調査の回答に要する時間は20分程度を⾒込
んでいる。 

＜調査項⽬＞ 
インターネット上によるインフォームド・コンセント等
調査への協⼒意思，さらに調査を⾏うことになった場合
の協⼒意図，他の機関へのデータ提供

スクリーニングのための質問
・性別
・年代（5歳刻み）
・現在の居住地（都道府県単位）
・職業（⽇本標準産業分類に準拠14。学⽣は対象
外）
・新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響による⾝体的
な/精神的な健康状態の悪化有無（主観的評価）

本⼈・家族の属性 
・家族構成（同居家族構成、婚姻状況・⼦ども有無、
共働き家庭であるか、家事負担度合、妊娠有無）
・本⼈及び配偶者の就労状況（雇⽤形態、業種・職
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種、勤務場所、勤務時間） 
・経済状況（個⼈年収・世帯年収、負債、公的⽀援
申請有無） 
・最終学歴 
  
コロナ下において⽣活・就労等での変化 
・就業上の変化（解雇/転職有無） 
・⽣活や働き⽅に起こった変化と変化に対する評価
（⽉額給料、⼀⽇の過ごし⽅（在宅時間、労働時間
等、コミュニケーション量、通院頻度、⾝体活動量、⾷
事量、睡眠時間・時間帯、外出頻度 等） 
 
客観的な⼼⾝の健康状態評価 
・飲酒頻度、量 
・喫煙頻度、量 
・⾝体的な⾃覚症状（国⺠⽣活基礎調査健康票15
を活⽤） 
・通院有無 
・精神的な状態（K6を活⽤16,17）  
特に、⼥性に対しては、 
⼥性特有の症状（⽉経随伴症状等）や⼥性に多い
症状・疾病（⽚頭痛等） 
の状況についても確認 
 
有効な情報提供ツールの探索のための項⽬ 
・将来への不安（新型コロナウイルス感染症拡⼤に対
する不安、今後の⽣活への不安） 
・情報に対する感度（公的な⽀援に対する認知、普
段接する情報） 
・有効なプロモーションツールの模索（悩みを相談する
先、よく利⽤する情報媒体 等 
 
【統計的事項】 
＜必要サンプルサイズの設定根拠＞ 
 割合で評価された曝露属性をケースとコントロール間
で⽐較する場合、最もサンプルサイズが必要となる曝露
割合50%で5%の曝露割合の差を検出するためには、
αエラーを両側5%、検出⼒を90%として、必要なサン
プルサイズはケース・コントロール合わせて4000名強程
度である。男⼥で仮説を検証して⽐較することを想定し

ているため、男⼥それぞれで4000名必要と考え、回答
不備者等を考慮し、⽬標サンプルサイズを10,000名と
する。 
 
【解析対象集団】 
 解析対象集団は⽋損値が多い等、不適切な回答
者を除いた有効回答者の集団とする。有効回答者の
定義は8割以上の回答および、明らかに不適切な回答
（すべて同じ選択肢に回答など）を除いたものとするが、
迷う対象については、解析開始前に研究代表者がデー
タクリーニングの末決定し、データ固定を⾏う。 
 
【解析⽅法】 
 解析⽅針は以下の通りとする． 
1) ケースとコントロールにおける属性⽐較 
 主観的に⾝体的な健康状況が悪化したと答えた群と
そうでない群で、各属性を⽐較する。⽐較は割合や平
均などの代表値で⾏うとともに、統計量に応じてχ2検
定やt検定などにより⽐較を⾏う。主観的に精神的な健
康状態が悪化したもの、客観的な指標にて⾝体的健
康、精神的な健康が悪化したものについても同様の解
析を⾏う。 
2)⼼⾝の健康状態が悪化した集団の特定 
特に⼼⾝の状態が悪化した属性の組み合わせを探索
する。属性の組み合わせは、1)の解析により仮説を⽴
て、層別解析や回帰的⼿法およびその他の多変量解
析の⼿法により、統計的な検討を⾏う。 
 
なお、本報告書においては、予備的な解析として男⼥
を合わせた解析を⾏い、関連のある項⽬を中⼼に仮
説を作成し、次年度に男⼥差を⾒るなどより詳細な
解析を⾏う。 
 
（倫理⾯への配慮） 
 本研究は、国⽴がん研究センター研究倫理委員会
の承認を受け、「⼈を対象とする医学系研究に関する
倫理指針」を遵守して実施した。 
 
【インフォームド・コンセント】 
 本研究は、介⼊を⾏わず⼈体から取得された試料を
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⽤いないが、要配慮個⼈情報を取得して研究を実施
するため、「⼈を対象とする医学系研究に関する倫理
指針」の第12の１(1)イ（イ）②（ⅰ）に従い、研究
対象者から適切な同意を受ける。具体的には、研究の
概要の説明を質問票ととともに提⽰し、調査協⼒への
同意に関するチェックボックスへの記⼊がされたことをもっ
て適切な同意が取得されたものとする。 
 
【個⼈情報等の取扱い】 
＜匿名化の⽅法及び安全管理措置＞ 
 本研究はネットリサーチ会社のモニターを⽤いたインタ
ーネット調査であり、研究者は個⼈を特定する情報を
保有しない。継続調査を⾏う場合についても、ネットリサ
ーチ会社が対象者の連結を⾏うため、研究者は個⼈を
特定する情報を保有しない。研究結果の報告、発表
に関しても個⼈を特定される形では公表しない。 
 
Ｃ．研究結果 

調査は2021年3⽉12⽇〜3⽉24⽇に実施した。
調査対象者として60,000⼈に対してスクリーニングを
⾏い(2021.3.12-2021.3.16)、そのうちの10,000
⼈ に 対 し て 調 査 回 収 を ⾏ っ た (2021.3.22-
2021.3.24)。 

本報告書では、予備的解析結果として、男⼥をまと
めた形で、新型コロナウイルス下の⽣活の中で本⼈主
観として、体の健康状態、⼼の健康状態が悪くなったか
どうかに関連する要因について報告する。個別の集計は、
付録の結果1、結果2を参照されたい。⼥性に焦点を
当てたより詳細な解析は令和3年度引き続き実施する
こととする。 
 本調査では、「新型コロナウイルス下の⽣活の中で、
体の健康状態が悪くなったと感じることはありますか」「新
型コロナウイルス下の⽣活の中で、体の健康状態が悪く
なったと感じることはありますか」という設問に対する「はい」
「いいえ」の回答でケース・コントロールサンプリングを⾏い、
それに関連する因⼦を調べた。ここでは、要因を持つ割
合が、全体での割合に対して、健康状態が悪くなったと
答えた⼈（はいと答えた⼈）、もしくは悪くなったと答え
なかった⼈（いいえと答えた⼈）の割合が5ポイント以
上上または5ポイント以上下出会った項⽬を列挙する。 

 
【体の健康状態と関連する要因】 
（Q中の下線部は⼼の健康状態の結果と異なるものを
⽰す） 

体の健康状態が悪くなったと答えた⼈が、全体に
対し多く持っていた要因は、 
Q15.⽇々の中での⽀出の中で負担が多いものという
問いに対し、コロナ拡⼤後「⾷費」「⽔道・光熱費」 
Q20.⽣活や働き⽅に起こった変化という問いに対し、
運動量が減った、⼤幅に減った、座っている時間が増え
た、⼦どもと過ごす時間が増えた、家事をする時間が増
えた、⾃炊することが増えた、外出頻度が⼤幅に減った 
Q21. ⽣活や働き⽅に起こった変化をどのように感じて
いるかという問いに対し、運動量の変化をとても悪いと感
じている 
Q22. コロナ拡⼤後、⽣活リズムに変化があったかとい
う問いに対し、就寝時間、外出時間帯が不規則になっ
た 
Q23.コロナ拡⼤後、変化した⽣活リズムをどう感じてい
るかという問いに対し、お酒を飲む時間帯のリズムの変
化について悪い変化と感じている、 
Q31. コロナ拡⼤前に気にしていた体の具合の悪いとこ
ろについて、体がだるい、眠れない、いらいらいしやすい、
頭痛、肩こり、腰痛、⼿⾜が冷える 
Q31. コロナ拡⼤後に気にしている体の具合の悪いとこ
ろについて、体がだるい、眠れない、いらいらいしやすい、
もの忘れする、頭痛、⽬のかすみ、胃のもたれ・むねやけ、
便秘、腹痛・胃痛、肩こり、腰痛、⼿⾜が冷える 
Q34.コロナ拡⼤後で通院頻度が減った 
Q35.現在、⽇常⽣活で悩みやストレスをよく感じる 
Q38. 過去 1 か⽉に、神経過敏に感じたか、絶望的だ
と感じたか、そわそわ、落ち着きなく感じたか、気分が沈
んだか、何をするのも⾻折りと感じたか、という問いに対
し、ときどき 
Q41.今後の⽣活などへの不安について、将来的な収
⼊の⾒通し、毎⽉の収⼊の不安定さ、普段の⽣活費、
医療費・介護費、⾃分の健康、家族・⼦どもの健康、
⾃分の仕事についてとても感じている、社会とのつながり
の希薄さについて、感じている 
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体の健康状態が悪くなったと答えなかった⼈が、全
体に対し多く持っていた要因は、 
Q14.⽇々の中での⽀出の中で負担が多いものという
問いに対し、コロナ拡⼤前、拡⼤後ともに「特にない」 
Q20.⽣活や働き⽅に起こった変化という問いに対し、
⽉額の給料、貯蓄額、在宅時間(在学勤務含む)、労
働時間、他者との会話量、運動量、座っている時間、
親と過ごす時間、⼦どもと過ごす時間、配偶者と過ごす
時間、家事をする時間、朝⾷を⾷べること、⾷事の量、
⾷事の回数、⾃炊すること、睡眠時間、外出頻度につ
いて、変わらない 
Q21. ⽣活や働き⽅に起こった変化をどのように感じて
いるかという問いに対し、在宅時間(在宅勤務含む)の
変化、他者との会話量の変化、座っている時間の変化、
朝⾷を⾷べることの変化、⾷事の量の変化、⾷事の回
数の変化、外出頻度の変化について特に何も感じてい
ない、睡眠時間の変化についてはよい変化と感じている 
Q22. コロナ拡⼤後、⽣活リズムに変化があったかとい
う問いに対し、労働時間帯、昼⾷時間帯、間⾷時間
帯、⼣⾷時間帯、起床時間、就寝時間、外出時間帯
について変わらない 
Q23.コロナ拡⼤後、変化した⽣活リズムをどう感じてい
るかという問いに対し、朝⾷、昼⾷、間⾷、⼣⾷、お酒
を飲む時間帯、外出時間帯のリズムの変化について特
に何も感じていない、就寝時間のリズムの変化について
よい変化と感じている 
Q31. コロナ拡⼤前に気にしていた体の具合の悪いとこ
ろについて、特にない 
Q31. コロナ拡⼤後に気にしている体の具合の悪いとこ
ろについて、特にない 
Q32.⼥性回答者に対し、様々な症状を聞いたところ、
⽉経痛、⽉経による体調不良・精神不安、貧⾎、⽉
経前の不調、偏頭痛、腰痛、更年期症状、便秘や下
痢などの胃腸障害について、コロナ拡⼤前も後も症状
はない 
Q.33 コロナ拡⼤前後での通院状況について、コロナ
前後とも通院はしていない 
Q34.コロナ拡⼤前後で通院の頻度は変わらない 
Q35.現在、⽇常⽣活で悩みやストレスをあまり感じな
い 

Q38. 過去 1 か⽉に、神経過敏に感じたか、絶望的だ
と感じたか、そわそわ、落ち着きなく感じたか、気分が沈
んだか、何をするのも⾻折りと感じたか、⾃分は価値が
ないと感じたか、という問いに対し、まったくない 
Q39. コロナの拡⼤を受け、仕事や⽣活でよくなったと
感じることはという問いに対し、特にない 
Q41.今後の⽣活などへの不安について、将来的な収
⼊の⾒通し、普段の⽣活費、医療費・介護費、⾃分
の健康、家族・⼦どもの健康、⾃分の仕事についてあま
り感じていない、社会とのつながりの希薄さについては、
あまり感じていない、感じていない 
 
【⼼の健康状態と関連する要因】 
（Q中の下線部は体の健康状態の結果と異なるものを
⽰す） 
 

⼼の健康状態が悪くなったと答えた⼈が、全体に
対し多く持っていた要因は、 
Q15.⽇々の中での⽀出の中で負担が多いものという
問いに対し、コロナ拡⼤前は「⾷費」、コロナ拡⼤後は
「⾷費」「⽔道・光熱費」「通信費」「⽇⽤品にかかる費
⽤」 
Q20.⽣活や働き⽅に起こった変化という問いに対し、
貯蓄額が減った、運動量が減った、座っている時間が増
えた、⼦どもと過ごす時間が増えた、配偶者と過ごす時
間が増えた、家事をする時間が増えた、⾃炊することが
増えた、外出頻度が⼤幅に減った 
Q21. ⽣活や働き⽅に起こった変化をどのように感じて
いるかという問いに対し、貯蓄額の変化をとても悪いと感
じている 
Q22. コロナ拡⼤後、⽣活リズムに変化があったかとい
う問いに対し、労働時間帯、起床時間、就寝時間、外
出時間帯が不規則になった、 
Q23. コロナ拡⼤後、変化した⽣活リズムをどう感じて
いるかという問いに対し、労働、朝⾷、昼⾷、⼣⾷、お
酒を飲む時間帯、起床時間、就寝時間のリズムの変
化について悪い変化と感じている、 
Q31. コロナ拡⼤前に気にしていた体の具合の悪いとこ
ろについて、体がだるい、眠れない、いらいらいしやすい、
頭痛、肩こり、腰痛、⼿⾜が冷える 
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Q31. コロナ拡⼤後に気にしている体の具合の悪いとこ
ろについて、体がだるい、眠れない、いらいらいしやすい、
もの忘れする、頭痛、⽬のかすみ、物を⾒づらい、胃の
もたれ・むねやけ、便秘、腹痛・胃痛、肩こり、腰痛、⼿
⾜が冷える 
Q35.現在、⽇常⽣活で悩みやストレスをよく感じる 
Q36.⽇常⽣活での悩みやストレスはどのような原因か
ら感じているかという設問に対し、コロナ拡⼤後について、
⽣きがいに関すること、収⼊・家計・借⾦等 
Q38. 過去 1 か⽉に、神経過敏に感じたかに対したい
てい、ときどき、絶望的だと感じたか、そわそわ、落ち着き
なく感じたかについてときどき、気分が沈んだかについてい
つも、たいてい、ときどき、何をするのも⾻折りと感じたか
についてたいてい、ときどき、⾃分は価値がないと感じた
かについていつも、ときどき 
Q41.今後の⽣活などへの不安について、将来的な収
⼊の⾒通し、毎⽉の収⼊の不安定さ、普段の⽣活費、
医療費・介護費、⾃分の健康、家族・⼦どもの健康、
⾃分の仕事、家族の仕事、⼦どもの教育についてとても
感じている、社会とのつながりの希薄さについて、とても
感じている、感じている 
 

⼼の健康状態が悪くなったと答えなかった⼈が、全
体に対し多く持っていた要因は、 
Q14.⽇々の中での⽀出の中で負担が多いものという
問いに対し、コロナ拡⼤前、拡⼤後ともに「特にない」 
Q20.⽣活や働き⽅に起こった変化という問いに対し、
⽉額の給料が変わらない、貯蓄額が変わらない、在宅
時間(在学勤務含む)が変わらない、労働時間が変わ
らない、他者との会話量が変わらない、運動量が変わら
ない、座っている時間が変わらない、親と過ごす時間が
変わらない、⼦どもと過ごす時間が変わらない、配偶者
と過ごす時間が変わらない、家事をする時間が変わらな
い、⾷事の量が変わらない、⾷事の回数が変わらない、
⾃炊することが変わらない、睡眠時間が変わらない、外
出頻度が変わらない 
Q21. ⽣活や働き⽅に起こった変化をどのように感じて
いるかという問いに対し、在宅時間(在宅勤務含む)の
変化、労働時間の変化、他者との会話量の変化、座
っている時間の変化、家事をする時間の変化、⾷事の

量の変化、⾷事の回数の変化、外出頻度の変化につ
いて特に何も感じていない、睡眠時間の変化については
よい変化と感じている、 
Q22. コロナ拡⼤後、⽣活リズムに変化があったかとい
う問いに対し、労働時間帯、昼⾷時間帯、⼣⾷時間
帯、起床時間、就寝時間、外出時間帯について変わ
らない 
Q23.コロナ拡⼤後、変化した⽣活リズムをどう感じてい
るかという問いに対し、朝⾷の時間帯についてよい変化
と感じている、特に何も感じていない、昼⾷、間⾷、⼣
⾷、お酒を飲む時間帯、外出時間帯のリズムの変化に
ついて特に何も感じていない、起床時間のリズムの変化
について、良い変化と感じている、特に何も感じていない、
就寝時間のリズムの変化について良い変化と感じている、
特に何も感じていない 
Q31. コロナ拡⼤前に気にしていた体の具合の悪いとこ
ろについて、特にない 
Q31. コロナ拡⼤後に気にしている体の具合の悪いとこ
ろについて、特にない 
Q32.⼥性回答者に対し、様々な症状を聞いたところ、
⽉経痛、⽉経による体調不良・精神不安、無⽉経、
貧⾎、⽉経前の不調、偏頭痛、腰痛、更年期症状、
便秘や下痢などの胃腸障害について、コロナ拡⼤前も
後も症状はない 
Q.33 コロナ拡⼤前後での通院状況について、コロナ
前後とも通院はしていない 
Q34.コロナ拡⼤前後で通院の頻度は変わらない 
Q35.現在、⽇常⽣活で悩みやストレスをあまり感じな
い 
Q38. 過去 1 か⽉に、神経過敏に感じたか、絶望的だ
と感じたか、そわそわ、落ち着きなく感じたか、気分が沈
んだか、何をするのも⾻折りと感じたか、⾃分は価値が
ないと感じたか、という問いに対し、まったくない 
Q39. コロナの拡⼤を受け、仕事や⽣活でよくなったと
感じることはという問いに対し、特にない 
Q41.今後の⽣活などへの不安について、将来的な収
⼊の⾒通し、普段の⽣活費、医療費・介護費、⾃分
の健康、家族・⼦どもの健康、⼦供の発育のことについ
てあまり感じていない、毎⽉の収⼊の不安定さについて、
あまり感じていない、感じていない、⾃分の仕事について
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あまり感じていない、感じていない、社会とのつながりの
希薄さについては、あまり感じていない、感じていない 
 
 
Ｄ．考察 
  調査結果より、男⼥合わせた結果であるものの、ある
⼀定の傾向が⾒られた。コロナ拡⼤後に体の健康状態
が悪くなったと答えなかった⼈に⾒られた特徴は、コロナ
により⽣活や働き⽅に変化がない、もしくは変化に対し
特に何も感じなかった、ことであった。反対に、コロナ拡
⼤後に体の健康状態が悪くなったと答えた⼈に⾒られた
特徴は、⽣活や働き⽅に変化があった、もしくは変化に
対し悪いと感じていることであった。さらに、悪くなったと答
えた⼈は、もともと体の不調を訴えている⼈が多いという
特徴があった。コロナ拡⼤後に⼼の健康状態が悪くなっ
たと答えなかった⼈、悪くなったと答えた⼈に⾒られた特
徴も、概ね、同様の傾向であったが、いくつかの項⽬につ
いて、より強く差が出ている傾向にあった。同様の傾向で
あったのは、体の健康状態が悪くなった⼈と、⼼の健康
状態が悪くなった⼈がかなりオーバーラップしていた(両⽅
が悪いと感じた⼈が多かった)ためと考えられる。 
 今回の調査は、健康状態と要因についての質問を同
じタイミングで聞いているため、どちらが先かはわからず、
要因がある⼈が健康状態が悪くなったのか、健康状態
が悪いから要因をもつようになったのかの時間的順序や
因果関係を特定することはできない。しかしながら、コロ
ナ拡⼤により、⼼⾝の健康状態が悪くなった⼈のペルソ
ナをある程度特定できるため、そのような⼈々へのサポー
ト⽅法を検討する材料となりえると考える。 
 
Ｅ．結論 
 ネット調査により、コロナ拡⼤後に健康状態が悪くなっ
た⼈、悪くならなかった⼈それぞれに特徴のある要因を
明らかにすることができた。今後は、男⼥別の解析や、
複数要因の解析、⼼⾝共に健康状態が悪化した⼈に
焦点を当てた解析などを統計的な⼿法を⽤いて⾏うこ
とによって、より詳細な仮説を検討することにしたい。 
 
Ｆ．健康危険情報 
    なし 

 
Ｇ．研究発表 
 1.  論⽂発表 

なし 
 2.  学会発表 

なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
   なし 
 2. 実⽤新案登録 
   なし 
 3.その他 
   なし 
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S1.あなたの性別をお答えください。  [SA]

% 10000 58.0 42.1
はい % 5000 54.4 45.6
いいえ % 5000 61.5 38.5

S2.あなたの年齢をお答えください。  [SA]

% 10000 0.0 1.8 6.0 7.4 10.4 12.8 17.2 16.5 15.8 12.3 0.0
はい % 5000 0.0 2.5 7.7 7.7 10.7 13.2 17.1 16.1 15.1 9.9 0.0
いいえ % 5000 0.0 1.0 4.2 7.2 10.0 12.3 17.3 16.8 16.4 14.7 0.0

QuotaAge1.【テスト時のみ表⽰】 年代割付 [SA]

% 10000 7.7 17.8 30.0 44.5
はい % 5000 10.2 18.4 30.3 41.1
いいえ % 5000 5.2 17.2 29.7 47.9

S3.あなたが”現在”住んでいる都道府県をお答えください。  [SA] 

% 10000 4.1 0.6 0.7 1.9 0.6 0.6 1.1 1.9 1.3 1.1 7.1 6.1 16.6 9.7 1.3
はい % 5000 3.9 0.6 0.7 2.0 0.5 0.6 1.1 1.5 1.2 1.0 6.8 5.9 16.9 9.0 1.1
いいえ % 5000 4.4 0.7 0.7 1.8 0.7 0.5 1.1 2.2 1.4 1.2 7.3 6.2 16.3 10.3 1.6

0.7 0.7 0.5 0.3 1.1 1.1 2.4 5.9 1.1 0.9 2.3 7.4 4.8 0.9 0.7 0.2
0.6 0.7 0.5 0.2 1.0 1.3 2.3 6.1 1.3 0.9 2.6 7.5 5.4 1.0 0.6 0.3
0.7 0.7 0.4 0.4 1.3 0.9 2.4 5.7 0.9 0.9 2.0 7.3 4.2 0.8 0.8 0.2

0.3 1.1 2.0 0.9 0.5 0.7 0.9 0.3 3.6 0.4 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7
0.3 1.1 1.9 0.8 0.5 0.8 1.1 0.3 3.7 0.4 0.9 0.8 0.6 0.4 0.7 0.7
0.3 1.1 2.2 1.0 0.5 0.5 0.8 0.3 3.4 0.4 0.5 0.7 0.5 0.5 0.6 0.6

QuotaArea1.【テスト時のみ表⽰】 エリア割付 [SA]

% 10000 4.1 5.5 45.1 3.2 10.5 17.0 4.6 2.3 7.7
はい % 5000 3.9 5.5 43.6 2.9 11.0 18.0 4.3 2.7 8.2
いいえ % 5000 4.4 5.5 46.6 3.4 10.0 16.1 4.8 2.0 7.2

Base 男性 ⼥性

Total
【体の健康状
態】

Total
【体の健康状
態】

Base 北海
道

⻘森
県

65歳
以上

Total
【体の健康状
態】

Base 20代 30代 40代 50〜
64歳

35歳
〜39
歳

40歳
〜44
歳

45歳
〜49
歳

50歳
〜54
歳

55歳
〜59
歳

60歳
〜64
歳

Base
15歳
〜19
歳

20歳
〜24
歳

25歳
〜29
歳

30歳
〜34
歳

⿃取
県

島根県

岐⾩
県

静岡
県

愛知
県

三重
県

滋賀
県

京都
府

新潟
県

富⼭県 ⽯川
県

福井
県

⼭梨
県

⻑野
県

栃⽊
県

群⾺
県

埼⽟
県

千葉
県

東京
都

神奈
川県

岩⼿
県

宮城
県

秋⽥
県

⼭形
県

福島
県

茨城
県

北陸 東海 近畿 中国 四国 九州・
沖縄

宮崎
県

⿅児
島県

沖縄
県

Total
【体の健康状
態】

Base 北海
道 東北 関東

⾼知
県

福岡
県

佐賀
県

⻑崎
県

熊本
県

⼤分
県

岡⼭
県

広島
県

⼭⼝
県

徳島
県

⾹川
県

愛媛
県

⼤阪
府

兵庫
県

奈良
県

和歌
⼭県

Total
【体の健康状
態】

結果１．コロナ下で体の状態が悪くなったかどうかと他の因⼦の⽐較
「新型コロナウイルス下の⽣活の中で、体の健康状態が悪くなったと感じることはありますか」という設問に対する「はい」「いいえ」の回答でケース・コントロールサ
ンプリングを⾏い、それに関連する因⼦を検討する。％表⽰。濃橙は全体より10ポイント上、橙は全体より5ポイント上、⻘は全体より5ポイント下、濃⻘は
全体より10ポイント下であることを⽰す。
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S4.あなたの職業をお答えください。  [SA]

% 10000 43.3 4.2 0.7 12.8 2.4 1.1 8.0 0.5 11.9 13.8 0.0 1.4
はい % 5000 43.3 3.7 0.5 13.7 2.4 0.9 7.1 0.4 12.4 14.1 0.0 1.5
いいえ % 5000 43.3 4.6 0.8 11.9 2.3 1.3 8.9 0.6 11.4 13.5 0.0 1.2

※農家や個⼈商店等で農作業や店の仕事等を⼿伝っている⽅を指します

S6.新型コロナウイルス下の⽣活の中で、⼼の健康状態が悪くなったと感じることはありますか。 [SA]

% 10000 50.0 50.0
はい % 5000 80.0 20.0
いいえ % 5000 20.0 80.0

Q1.婚姻状況（法律婚／事実婚双⽅含みます）についてお聞かせください。 お⼦さん（義理の⼦どもを含む）の有無もお答えください。 [SA]

% 10000 40.1 5.1 13.1 41.8
はい % 5000 42.0 5.5 12.7 39.8
いいえ % 5000 38.2 4.6 13.5 43.7

Q2.⼦どもがいる⽅にお聞きします。 末⼦の就学状況をお答えください。  [SA]

% 4681 1.9 1.9 5.5 8.8 15.6 8.8 9.3 0.5 10.6 0.9 0.3 33.5 1.8 0.6
はい % 2262 2.3 1.9 6.3 9.7 16.5 9.6 9.7 0.6 9.5 0.8 0.3 30.6 1.7 0.4
いいえ % 2419 1.5 1.9 4.8 8.0 14.7 8.1 8.9 0.5 11.6 0.9 0.3 36.3 1.8 0.7

Q3.あなたは現在妊娠していますか。  [SA]

% 4205 2.5 97.5
はい % 2278 2.8 97.2
いいえ % 1927 2.1 97.9

無職
専業
主夫・
主婦

学⽣

その他
（具
体的
に）

Total
【体の健康状
態】

嘱託
社員

パート
タイ

マー・
アルバ
イト

派遣
社員 役員 ⾃営

業

家族
従事
者※

Base 正社
員

契約
社員

未婚
／死
別・離

別
（⼦ど
も あ
り）

既婚
（⼦ど
も な
し）

既婚
（⼦ど
も あ
り）

Total
【体の健康状
態】

Base

乳児
（6か
⽉未
満）

乳児
（6か
⽉以
上〜1
歳未
満）

幼児
（1歳
以上
〜3歳

未
満）

Base

未婚
／死
別・離

別
（⼦ど
も な
し）

Base はい いいえ

Total
【体の健康状
態】

【体の健康状
態】

【体の健康状
態】

Base はい いいえ

Total

⼤学
院⽣

浪⼈
⽣

社会
⼈ 無職

その他
（具
体的
に）

Total

幼児
（3歳
以上
〜6
歳)

⼩学
⽣

中学
⽣

⾼校
⽣

短⼤
⽣

⼤学
⽣
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Q4.あなたは現在だれと住んでいますか。  [MA]

% 10000 18.4 1.4 0.5 18.0 26.8 8.0 51.5 3.1 36.5 0.4 0.1 0.6
はい % 5000 19.0 1.8 0.6 19.1 27.8 8.4 48.8 3.7 36.0 0.3 0.1 0.7
いいえ % 5000 17.7 1.0 0.4 16.8 25.7 7.5 54.2 2.6 37.0 0.4 0.1 0.6

Q5.困ったときに頼れる⼈が近くに住んでいますか。  [MA]

% 10000 57.5 22.2 1.0 33.8
はい % 5000 58.8 23.0 1.1 32.2
いいえ % 5000 56.2 21.3 0.9 35.3

Q6.あなたのお住まいについてお答えください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 34.7 11.7 5.2 3.3 2.9 26.6 1.4 0.0 12.6 0.2 0.1 0.1 1.2
はい % 5000 32.6 11.9 5.0 3.7 2.9 28.3 1.8 0.0 12.4 0.3 0.1 0.1 0.9
いいえ % 5000 36.7 11.5 5.3 3.0 2.8 24.9 1.1 0.0 12.7 0.2 0.1 0.1 1.5

Q6.あなたのお住まいについてお答えください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 34.8 11.9 5.3 3.4 2.9 26.3 1.3 0.0 12.4 0.3 0.1 0.1 1.3
はい % 5000 32.7 12.4 5.1 3.6 2.9 27.9 1.6 0.1 12.3 0.3 0.1 0.1 1.0
いいえ % 5000 36.9 11.5 5.4 3.1 2.8 24.7 1.0 0.0 12.6 0.2 0.1 0.1 1.6

Base

なし
（⼀

⼈暮ら
し）

祖⺟ 祖⽗

いない

Total
【体の健康状
態】

Base

ご⾃⾝の
持ち家
（⼀⼾

建て）※
共同所
有も含む

ご⾃⾝の
持ち家

（マンショ
ン等集合
住宅）
※共同

所有も含
む

配偶者・
パート

ナーの持
ち家（⼀
⼾建て）

配偶者・
パート

ナーの持
ち家（マ
ンション等
集合住
宅）

孫

友達
（シェ
アハウ
スな
ど）

その他
（具
体的
に）

Total
【体の健康状
態】

Base

親・親
族が
近くに
いる

友⼈
が近く
にいる

その他
（具
体的
に）

⽗親 ⺟親 兄弟・
姉妹

配偶
者

（法
律

婚）

パート
ナー（事
実婚・婚
姻関係
なし・同
棲）

⼦ども

兄弟
の家

親戚
宅

友⼈・
知⼈
宅

その他

Total
【体の健康状
態】

配偶者・
パート

ナーの持
ち家（マ
ンション等
集合住
宅）

賃貸
（⼀
⼾建
て）

賃貸
（マン
ション・
アパー
ト等集
合住
宅）

社宅・
寮

シェア
ハウス

祖⽗
⺟や
両親
の家

親戚
宅

友⼈・
知⼈
宅

その他

Total
【体の健康状
態】

Base

ご⾃⾝の
持ち家
（⼀⼾

建て）※
共同所
有も含む

ご⾃⾝の
持ち家

（マンショ
ン等集合
住宅）
※共同

所有も含
む

配偶者・
パート

ナーの持
ち家（⼀
⼾建て）

賃貸
（⼀
⼾建
て）

賃貸
（マン
ション・
アパー
ト等集
合住
宅）

社宅・
寮

シェア
ハウス

祖⽗
⺟や
両親
の家

兄弟
の家
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Q7.あなたのお勤め先の主な業種をお答えください。  [SA]
 

% 7239 0.6 0.1 0.2 4.9 20.2 1.0 7.7 5.4 11.1 4.4 2.5 3.4 3.6 3.5 5.1
はい % 3578 0.6 0.1 0.2 4.9 19.9 1.0 8.0 4.9 10.4 4.9 2.4 3.5 3.7 3.5 5.4
いいえ % 3661 0.6 0.1 0.1 4.9 20.5 1.0 7.3 6.0 11.8 3.9 2.6 3.3 3.5 3.6 4.9

8.2 1.0 9.5 4.6 3.1
8.8 1.0 9.4 4.4 3.0
7.6 0.9 9.6 4.7 3.2

Q8.あなたのお勤め先での主な職種をお答えください。  [SA]
 

% 7239 13.2 20.8 25.3 7.9 12.4 1.1 0.5 7.4 1.9 1.7 3.3 4.5
はい % 3578 12.0 22.4 26.5 7.9 12.9 0.9 0.4 6.2 1.6 1.7 3.2 4.3
いいえ % 3661 14.4 19.4 24.1 7.9 12.0 1.3 0.5 8.7 2.1 1.7 3.4 4.7

Q9.あなたの現在の主な勤務場所について教えてください。  [SA]
 

% 7239 14.9 19.1 65.1 0.9
はい % 3578 16.5 22.8 59.9 0.9
いいえ % 3661 13.3 15.6 70.2 0.9

複合サー
ビス事業
（郵便
局、共同
組合）

サービス
業（他に
分類され
ないも

の）（例
廃棄物
処理業、
⾃動⾞
整備業、
職業紹
介・労働
者派遣
業、政
治・経

済・⽂化
団体）

公務
（他に分
類される
ものを除
く）（国
家公務、
地⽅公
務）

分類
不能
の産
業

（具
体的
に）

Total
【体の健康状
態】

不動
産

業，
物品
賃貸
業

学術研
究，専
⾨・技術
サービス
業（法
律事務

所、広告
業等含
む）

宿泊
業，飲
⾷サービ
ス業（例
ホテル、
旅館、⾷
堂、喫茶
店、持ち
帰り・配
達飲⾷
サービス
業）

⽣活関
連サービ
ス業，娯

楽業
（例　理
美容、旅
⾏業、家
事サービ
ス業、冠
婚葬祭
業、映画
館、遊園
地、ス

ポーツ施
設提供
業）

教
育，
学習
⽀援
業

医
療，
福祉

製造
業

電気・
ガス・
熱供
給・⽔
道業

情報
通信
業

運輸
業，郵
便業

（例　鉄
道業、航
空運輸

業、倉庫
業、郵便

業）

卸売
業，⼩
売業

（例　⾷
料品、⾐
服、機械
器具、医
薬品、化
粧品、無
店舗⼩
売業）

⾦融
業，
保険
業

Base
農

業，
林業

漁業

鉱
業，
採⽯
業，
砂利
採取
業

建設
業

分類
不能
の職
業

（具
体的
に）

Total
【体の健康状
態】

Base

完全在
宅勤務・
ほぼほぼ
在宅勤
務（1週
間に1回
以下出
勤）

在宅
勤務と
出勤を
使い

分けて
いる

完全
出勤

その他
（具
体的
に）

サービ
ス職業
従事
者

保安
職業
従事
者

農林
漁業
従事
者

⽣産
⼯程
従事
者

輸送・
機械
運転
従事
者

建設・
採掘
従事
者

Base

管理
的職
業従
事者

専⾨
的・技
術的
職業
従事
者

事務
従事
者

販売
従事
者

Total
【体の健康状
態】

運搬・
清掃・
包装
等従
事者
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Q10.配偶者（法律婚）・パートナー（事実婚・婚姻関係なし・同棲）の主な働き⽅について教えてください。 [SA]

% 5457 7.5 12.0 55.2 25.3
はい % 2620 8.7 14.1 54.2 23.0
いいえ % 2837 6.3 10.1 56.2 27.4

Q11.あなたの平均的な⼀週間の勤務時間を教えてください  [SA]

% 7239 5.0 6.9 7.9 22.8 39.5 11.1 3.5 1.5 0.9 0.2 0.6
はい % 3578 5.6 7.7 8.4 21.7 38.6 11.1 3.4 1.5 1.0 0.3 0.7
いいえ % 3661 4.4 6.1 7.5 23.9 40.5 11.0 3.6 1.5 0.8 0.2 0.6

Q12.あなた個⼈の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2019年

% 7239 11.5 6.2 5.6 7.0 6.8 8.0 6.5 6.7 5.8 9.4 7.3 5.5 4.0 3.5 6.2
はい % 3578 12.4 6.6 5.9 7.4 6.6 8.0 6.5 6.8 5.6 9.2 7.4 5.1 3.5 3.5 5.5
いいえ % 3661 10.6 5.8 5.2 6.6 7.0 7.9 6.6 6.6 6.0 9.6 7.2 5.8 4.5 3.6 6.9

Q12.あなた個⼈の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2020年

% 7239 11.9 6.4 6.1 7.0 6.6 7.9 6.7 6.7 5.9 9.1 7.2 5.4 3.8 3.4 6.0
はい % 3578 12.8 7.1 6.2 7.4 6.6 7.8 6.5 6.8 5.8 9.2 7.0 5.0 3.4 3.1 5.3
いいえ % 3661 11.0 5.8 5.9 6.7 6.7 8.0 6.8 6.6 6.1 8.9 7.4 5.8 4.2 3.7 6.6

Q13.あなたの世帯の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2019年

% 10000 6.9 2.9 3.9 4.8 5.1 5.8 5.9 5.9 6.0 10.5 9.5 8.4 5.7 5.8 13.0
はい % 5000 7.9 3.4 4.1 5.0 5.1 6.1 5.8 5.9 6.0 10.3 8.9 8.2 5.6 5.8 11.8
いいえ % 5000 5.9 2.3 3.6 4.6 5.1 5.4 6.0 5.9 6.0 10.6 10.1 8.5 5.9 5.8 14.3

完全
出勤

就労し
ていな

い

Total
【体の健康状
態】

Base
10時
間未
満

10時
間以
上〜
20時
間未
満

20時
間以
上〜
30時
間未
満

30時
間以
上〜
40時
間未
満

Base

完全在
宅勤務・
ほぼほぼ
在宅勤
務（1週
間に1回
以下出
勤）

在宅
勤務と
出勤を
使い

分けて
いる

700
万円
以上
〜

800
万円
未満

800
万円
以上
〜

900
万円
未満

900
万円
以上
〜

1,00
0万円
未満

1,00
0万円
以上

Total
【体の健康状
態】

300
万円
以上
〜

350
万円
未満

350
万円
以上
〜

400
万円
未満

400
万円
以上
〜

450
万円
未満

450
万円
以上
〜

500
万円
未満

500
万円
以上
〜

600
万円
未満

600
万円
以上
〜

700
万円
未満

100
時間
以上

Total
【体の健康状
態】

Base
100
万円
未満

100
万円
以上
〜

150
万円
未満

150
万円
以上
〜

200
万円
未満

200
万円
以上
〜

250
万円
未満

250
万円
以上
〜

300
万円
未満

40時
間以
上〜
50時
間未
満

50時
間以
上〜
60時
間未
満

60時
間以
上〜
70時
間未
満

70時
間以
上〜
80時
間未
満

80時
間以
上〜
90時
間未
満

90時
間以
上〜
100
時間
未満

1,00
0万円
以上

200
万円
以上
〜

250
万円
未満

250
万円
以上
〜

300
万円
未満

300
万円
以上
〜

350
万円
未満

350
万円
以上
〜

400
万円
未満

400
万円
以上
〜

450
万円
未満

450
万円
以上
〜

500
万円
未満

【体の健康状
態】

Base
100
万円
未満

100
万円
以上
〜

150
万円
未満

150
万円
以上
〜

200
万円
未満

600
万円
以上
〜

700
万円
未満

700
万円
以上
〜

800
万円
未満

800
万円
以上
〜

900
万円
未満

900
万円
以上
〜

1,00
0万円
未満

1,00
0万円
以上

Total

250
万円
以上
〜

300
万円
未満

300
万円
以上
〜

350
万円
未満

350
万円
以上
〜

400
万円
未満

400
万円
以上
〜

450
万円
未満

450
万円
以上
〜

500
万円
未満

500
万円
以上
〜

600
万円
未満

Base
100
万円
未満

100
万円
以上
〜

150
万円
未満

150
万円
以上
〜

200
万円
未満

200
万円
以上
〜

250
万円
未満

Total
【体の健康状
態】

500
万円
以上
〜

600
万円
未満

600
万円
以上
〜

700
万円
未満

700
万円
以上
〜

800
万円
未満

800
万円
以上
〜

900
万円
未満

900
万円
以上
〜

1,00
0万円
未満
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Q13.あなたの世帯の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2020年

% 10000 7.6 3.0 3.9 5.1 5.3 5.9 5.9 6.0 6.0 10.2 9.5 7.9 5.3 5.5 12.9
はい % 5000 8.7 3.5 4.1 5.4 5.3 6.1 5.7 6.1 6.1 10.1 8.9 7.7 5.2 5.3 11.7
いいえ % 5000 6.4 2.4 3.7 4.9 5.3 5.7 6.1 6.0 6.0 10.3 10.1 8.1 5.5 5.6 14.1

Q14.あなたの世帯の⽇々の⽣活に係る⽀出の中で、負担が⼤きいと感じるものを教えてください。 [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 34.9 33.0 25.8 23.0 9.4 8.0 4.6 9.9 6.4 11.5 19.7 22.5 4.5 23.4
はい % 5000 38.2 37.9 29.8 26.7 12.6 8.4 5.4 12.7 8.9 15.3 23.0 25.1 5.8 16.0
いいえ % 5000 31.6 28.2 21.8 19.3 6.2 7.6 3.8 7.2 3.9 7.7 16.3 19.8 3.3 30.8

Q14.あなたの世帯の⽇々の⽣活に係る⽀出の中で、負担が⼤きいと感じるものを教えてください。 [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 34.7 35.7 29.9 23.7 3.5 8.0 4.6 6.9 3.9 13.7 20.0 22.8 4.7 22.9
はい % 5000 37.8 41.5 35.3 27.9 4.6 8.5 5.3 9.0 5.5 18.6 23.5 25.5 5.9 15.4
いいえ % 5000 31.6 30.0 24.6 19.6 2.5 7.6 3.9 4.9 2.3 8.8 16.4 20.1 3.4 30.4

Q15.現在、介護の対象となるご家族はいますか。  [SA]
 

% 10000 6.1 6.8 87.0
はい % 5000 8.7 8.4 82.9
いいえ % 5000 3.5 5.2 91.2

Q16.あなた⾃⾝と配偶者・パートナーの⽅などの家事の負担度合いを教えてください。  [SA]
 

% 8162 19.7 10.7 5.8 4.5 3.2 9.5 3.9 8.4 10.0 14.2 10.1
はい % 4048 20.7 11.1 6.7 4.6 3.8 9.7 4.2 8.6 9.6 13.0 8.0
いいえ % 4114 18.7 10.4 5.0 4.4 2.5 9.3 3.6 8.2 10.5 15.3 12.2

150
万円
以上
〜

200
万円
未満

200
万円
以上
〜

250
万円
未満

250
万円
以上
〜

300
万円
未満

300
万円
以上
〜

350
万円
未満

350
万円
以上
〜

400
万円
未満

400
万円
以上
〜

450
万円
未満

Base
100
万円
未満

100
万円
以上
〜

150
万円
未満

⾃動⾞
等維持
費（燃
料費・点
検費・保

険料
等）

その他 特にな
い

Total
【体の健康状
態】

Base
家賃・
住宅
ローン

⾷費
（会

⾷を除
く）

⽔道・
光熱
費

教育
費

（学
校の
授業
料、給

⾷

⼦ども
の習い

事
（学
習塾
など）

趣味
や楽し
みにか
かる費

⽤

⾐服
費

⽇⽤
品にか
かる費

⽤

保険
料

（⾃
動⾞

保険を
除く）

1,00
0万円
以上

Total
【体の健康状
態】

Base
家賃・
住宅
ローン

⾷費
（会

⾷を除
く）

⽔道・
光熱
費

通信
費

（携
帯電
話代
含

む）

交際
費

（会
⾷費
含

む）

450
万円
以上
〜

500
万円
未満

500
万円
以上
〜

600
万円
未満

600
万円
以上
〜

700
万円
未満

700
万円
以上
〜

800
万円
未満

800
万円
以上
〜

900
万円
未満

900
万円
以上
〜

1,00
0万円
未満

【体の健康状
態】

Base

いる
（あな
たが主
な担い
⼿）

いる
（あな
た以
外が
主な
担い
⼿）

いない

⽇⽤
品にか
かる費

⽤

保険
料

（⾃
動⾞

保険を
除く）

⾃動⾞
等維持
費（燃
料費・点
検費・保

険料
等）

その他 特にな
い

Total

通信
費

（携
帯電
話代
含

む）

交際
費

（会
⾷費
含

む）

教育
費

（学
校の
授業
料、給

⾷

⼦ども
の習い

事
（学
習塾
など）

趣味
や楽し
みにか
かる費

⽤

⾐服
費

あなた
20％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

あなた
10％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

配偶
者・

パート
ナーな

ど
100
％

Total
【体の健康状
態】

あなた
80％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

あなた
70％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

あなた
60％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

あなた
50％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

あなた
40％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

あなた
30％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど

Total
【体の健康状
態】

Base
あなた
100
％

あなた
90％
、配偶
者・

パート
ナーな

ど
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Q17.現在、受けている公的⽀援があれば教えてください。 [MA]
 

% 10000 1.2 0.4 1.1 0.8 0.8 1.7 0.3 0.5 1.0 1.0 0.5 0.0 0.0 0.8 92.4
はい % 5000 1.5 0.5 1.2 1.1 1.1 2.7 0.5 0.8 1.3 1.4 0.6 0.0 0.0 1.0 89.9
いいえ % 5000 0.9 0.3 1.0 0.5 0.4 0.8 0.0 0.2 0.7 0.5 0.5 0.0 0.0 0.6 94.8

 

% 10000 2.1 1.5 3.4 3.0 1.3 0.2 0.3 0.5 0.4 0.4 0.9 0.9 0.5 86.1
はい % 5000 2.8 2.2 4.7 3.9 2.1 0.3 0.5 0.6 0.4 0.7 1.1 1.1 0.8 81.6
いいえ % 5000 1.5 0.8 2.0 2.1 0.6 0.2 0.1 0.4 0.4 0.2 0.8 0.6 0.2 90.7

Q19.就業に変化があったと回答いただいた⽅にお伺いします。 新型コロナウイルスの感染拡⼤"前"の主な業種を教えてください。 [SA]
 

% 684 1.5 0.7 0.9 4.4 16.7 1.6 4.8 4.7 10.1 4.5 1.5 3.4 8.3 4.1 5.6
はい % 457 1.5 1.1 1.1 5.9 15.5 2.0 3.7 5.5 9.0 4.4 1.3 4.4 8.8 4.8 5.0
いいえ % 227 1.3 0.0 0.4 1.3 18.9 0.9 7.0 3.1 12.3 4.8 1.8 1.3 7.5 2.6 6.6

8.0 0.9 9.8 3.2 5.4
7.4 1.3 10.1 2.8 4.4
9.3 0.0 9.3 4.0 7.5

Base ⽣活
保護

失業
給付

就学
援助

Total
【体の健康状
態】

Base

あなた
⾃⾝
が仕

事を解
雇さ

れ、就
業して

あなた⾃
⾝が仕事
を解雇さ
れたが、
新しい職
に就いた

緊急
⼩⼝
資⾦・
総合
⽀援
資⾦

持続
化補
助⾦

事業
再構
築補
助⾦

IT導
⼊補
助⾦

その他
（具
体的
に）

ない

ひとり
親家
庭等
医療
費助
成

ひとり
親世
帯への
臨時
特別
給付
⾦

新型コロ
ナウイル

ス感染症
対応休
業⽀援
⾦・給付

⾦

トライ
アル雇
⽤助
成⾦

住宅
確保
給付
⾦

雇⽤
調整
助成
⾦

情報
通信
業

運輸
業，郵
便業

（例　鉄
道業、航
空運輸

業、倉庫
業、郵便

業）

Total
【体の健康状
態】

Base
農

業，
林業

漁業

あなたの
配偶者・
パート

ナーが仕
事を解雇
され、就
業してい

ない

あなたの
配偶者・
パート

ナーが仕
事を解雇

された
が、新し
い職に就

いた

あなたの
配偶者・
パート

ナーが会
社の業績
影響で休
業してい
る/休業

した

あなたの
配偶者・
パート

ナーが、
⾃分の意
思で転職

した

あなたの
配偶者・
パート

ナーが、
他の部署
に異動と
なった

あなた⾃
⾝、配偶
者・パー
トナーとも
に就業状
況に変化
はない

あなた⾃
⾝が会社
の業績等
の影響で
休業して
いる/休
業した

あなた
⾃⾝
が、⾃
分の
意思
で転

職した

あなた
⾃⾝
が、他
の部
署に

異動と
なった

あなたが
⾃営して
いたお店
/会社を
廃業し、
特に新し
い仕事は
していな

い

あなたが
⾃営して
いたお店
/会社を
廃業し、
新しい職
に就いた

あなたが
⾃営して
いたお店
/会社を
休業して
いる/休
業した

Total
【体の健康状
態】

教
育，
学習
⽀援
業

医
療，
福祉

複合サー
ビス事業
（郵便
局、共同
組合）

サービス
業（他に
分類され
ないも

の）（例
廃棄物
処理業、
⾃動⾞
整備業、
職業紹
介・労働
者派遣
業、政
治・経

済・⽂化

公務
（他に分
類される
ものを除
く）（国
家公務、
地⽅公
務）

分類
不能
の産
業

（具
体的
に）

卸売
業，⼩
売業

（例　⾷
料品、⾐
服、機械
器具、医
薬品、化
粧品、無
店舗⼩
売業）

⾦融
業，
保険
業

不動
産

業，
物品
賃貸
業

学術研
究，専
⾨・技術
サービス
業（法
律事務

所、広告
業等含
む）

宿泊
業，飲
⾷サービ
ス業（例
ホテル、
旅館、⾷
堂、喫茶
店、持ち
帰り・配
達飲⾷
サービス
業）

⽣活関
連サービ
ス業，娯

楽業
（例　理
美容、旅
⾏業、家
事サービ
ス業、冠
婚葬祭
業、映画
館、遊園
地、ス

ポーツ施
設提供
業）

鉱
業，
採⽯
業，
砂利
採取
業

建設
業

製造
業

電気・
ガス・
熱供
給・⽔
道業

Q18.新型コロナウイルスの感染拡⼤によって、多くの⽅が働き⽅や就業状況の変化への対応を余儀なくされています。 2020年2⽉以降、あなたやあなたの家族に起こった変
化を教えてください。 [MA]
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⽉額の⼿取り給料

% 10000 0.6 3.6 67.3 20.4 8.1
はい % 5000 0.9 4.5 60.3 24.2 10.1
いいえ % 5000 0.3 2.7 74.3 16.7 6.0

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
貯蓄額

% 10000 0.9 10.3 60.7 21.6 6.5
はい % 5000 1.2 11.1 52.5 26.3 8.8
いいえ % 5000 0.6 9.5 68.9 16.8 4.2

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
在宅している時間（在宅勤務時間含む）

% 10000 14.2 25.3 56.8 2.7 1.1
はい % 5000 17.9 28.1 49.1 3.3 1.6
いいえ % 5000 10.4 22.4 64.5 2.2 0.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
労働時間

% 10000 1.4 6.5 70.7 16.1 5.3
はい % 5000 2.1 8.2 63.9 18.7 7.0
いいえ % 5000 0.7 4.8 77.5 13.4 3.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
他者との会話量（メール、SNS等のやり取りも含む）

% 10000 1.4 8.2 63.4 20.1 7.0
はい % 5000 2.2 10.8 53.8 23.4 9.8
いいえ % 5000 0.5 5.6 73.0 16.7 4.2

変わら
ない 減った

⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない

Base
⼤幅
に増え

た
増えた

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた

⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない 減った
⼤幅
に減っ

た

減った
⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない 減った

変わら
ない 減った

⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
運動量

% 10000 1.3 6.7 53.1 27.9 11.1
はい % 5000 1.6 7.3 41.1 33.7 16.3
いいえ % 5000 1.0 6.0 65.1 22.0 5.9

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
座っている時間

% 10000 10.0 31.5 54.7 2.7 1.0
はい % 5000 14.8 38.1 42.3 3.3 1.4
いいえ % 5000 5.3 25.0 67.1 2.1 0.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
親と過ごす時間

% 10000 2.8 10.6 66.9 12.1 7.7
はい % 5000 4.1 13.3 59.3 13.7 9.6
いいえ % 5000 1.4 7.9 74.5 10.4 5.9

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⼦どもと過ごす時間

% 4681 5.4 25.9 60.1 5.9 2.7
はい % 2262 7.9 31.0 50.6 6.8 3.7
いいえ % 2419 3.1 21.1 69.0 5.0 1.8

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
配偶者と過ごす時間

% 5485 7.1 31.9 56.8 3.1 1.1
はい % 2625 9.5 35.8 49.4 3.8 1.5
いいえ % 2860 5.0 28.4 63.6 2.4 0.7

減った
⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない 減った

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない

変わら
ない 減った

⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた

⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】

Base
⼤幅
に増え

た
増えた 変わら

ない 減った
⼤幅
に減っ

た

減った
⼤幅
に減っ

た

Total
【体の健康状
態】
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
家事をする時間

% 10000 4.8 27.0 65.6 1.9 0.8
はい % 5000 6.6 33.3 56.6 2.5 1.1
いいえ % 5000 3.1 20.7 74.6 1.3 0.4

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
朝⾷を⾷べること

% 10000 1.7 7.1 87.4 2.7 1.1
はい % 5000 2.7 9.6 82.4 3.8 1.6
いいえ % 5000 0.7 4.5 92.5 1.7 0.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⾷事の量

% 10000 1.6 11.4 80.8 5.4 0.8
はい % 5000 2.7 16.2 72.6 7.4 1.1
いいえ % 5000 0.5 6.7 89.0 3.4 0.5

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⾷事の回数

% 10000 1.2 7.3 87.0 3.8 0.6
はい % 5000 2.1 10.3 81.4 5.3 0.9
いいえ % 5000 0.3 4.3 92.7 2.3 0.4

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⾃炊すること

% 10000 5.9 22.9 68.4 1.9 0.8
はい % 5000 8.1 28.2 60.0 2.6 1.1
いいえ % 5000 3.7 17.7 76.9 1.2 0.5
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
睡眠時間

% 10000 1.8 13.3 73.8 9.5 1.5
はい % 5000 2.6 16.4 64.6 13.8 2.6
いいえ % 5000 1.1 10.3 83.0 5.2 0.4

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
外出頻度

% 10000 0.5 2.1 30.7 39.7 27.1
はい % 5000 0.6 2.5 23.3 40.0 33.5
いいえ % 5000 0.3 1.6 38.1 39.5 20.6

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⽉額の⼿取り給料　Q20表側1の回答内容

% 3270 3.1 6.8 10.6 37.5 41.9
はい % 1984 3.6 7.1 9.3 36.5 43.6
いいえ % 1286 2.5 6.4 12.8 39.0 39.3

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
貯蓄額　Q20表側2の回答内容

% 3931 6.5 16.0 11.4 29.3 36.8
はい % 2375 6.5 14.8 9.9 28.5 40.3
いいえ % 1556 6.6 17.9 13.6 30.6 31.3

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
在宅している時間（在宅勤務時間含む）　Q20表側3の回答内容

% 4322 5.8 23.3 41.9 21.7 7.3
はい % 2546 6.3 23.2 37.2 24.5 8.8
いいえ % 1776 5.1 23.5 48.6 17.6 5.2
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Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
労働時間　Q20表側4の回答内容

% 2927 4.0 15.9 25.5 34.4 20.2
はい % 1803 4.4 15.1 22.7 34.6 23.2
いいえ % 1124 3.4 17.1 30.0 34.2 15.4

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
他者との会話量（メール、SNS等のやり取りも含む）　Q20表側5の回答内容

% 3662 3.1 11.1 36.6 35.6 13.5
はい % 2311 3.6 11.4 33.7 36.0 15.4
いいえ % 1351 2.3 10.7 41.6 35.0 10.4

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
運動量　Q20表側6の回答内容

% 4690 3.9 10.9 11.0 45.5 28.7
はい % 2944 3.5 10.0 9.1 43.7 33.7
いいえ % 1746 4.7 12.4 14.1 48.6 20.2

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
座っている時間　Q20表側7の回答内容

% 4528 1.4 4.2 22.9 51.0 20.6
はい % 2884 1.7 4.3 18.9 50.7 24.4
いいえ % 1644 0.9 4.0 29.8 51.6 13.8

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
親と過ごす時間　Q20表側8の回答内容

% 3313 6.3 17.1 28.4 31.5 16.6
はい % 2037 7.1 18.3 26.8 29.6 18.3
いいえ % 1276 5.2 15.4 31.0 34.6 13.9
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Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⼦どもと過ごす時間　Q20表側9の回答内容

% 1867 15.3 43.4 22.6 13.4 5.3
はい % 1118 16.1 42.8 22.1 12.6 6.4
いいえ % 749 14.2 44.2 23.4 14.6 3.7

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
配偶者と過ごす時間　Q20表側10の回答内容

% 2371 13.5 42.2 31.4 8.7 4.3
はい % 1329 14.6 41.6 28.7 9.5 5.6
いいえ % 1042 12.0 42.9 34.8 7.7 2.6

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
家事をする時間　Q20表側11の回答内容

% 3443 5.4 29.8 41.5 17.2 6.1
はい % 2172 5.8 29.7 39.1 18.4 7.0
いいえ % 1271 4.8 29.9 45.6 15.1 4.6

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
朝⾷を⾷べること　Q20表側12の回答内容

% 1256 10.0 35.5 34.3 12.7 7.4
はい % 881 10.4 36.2 31.7 13.4 8.3
いいえ % 375 9.1 33.9 40.5 11.2 5.3

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⾷事の量　Q20表側13の回答内容

% 1921 3.3 14.4 29.9 37.0 15.4
はい % 1372 3.6 12.9 27.2 39.3 17.1
いいえ % 549 2.7 18.0 36.8 31.1 11.3
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Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⾷事の回数　Q20表側14の回答内容

% 1298 4.9 14.9 35.4 32.1 12.7
はい % 931 5.6 13.4 33.2 33.3 14.5
いいえ % 367 3.3 18.5 40.9 29.2 8.2

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⾃炊すること　Q20表側15の回答内容

% 3157 8.0 37.5 38.7 11.5 4.2
はい % 2000 8.8 37.7 36.0 12.6 5.0
いいえ % 1157 6.7 37.3 43.4 9.6 2.9

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
睡眠時間　Q20表側16の回答内容

% 2617 10.7 32.9 16.2 23.8 16.5
はい % 1769 10.2 29.3 14.6 25.7 20.2
いいえ % 848 11.7 40.4 19.5 19.8 8.6

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
外出頻度　Q20表側17の回答内容

% 6931 1.3 6.4 33.6 44.0 14.7
はい % 3835 1.4 6.5 28.4 44.9 18.9
いいえ % 3096 1.1 6.4 40.1 42.9 9.5

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
労働する時間帯

% 10000 11.0 85.1 3.9
はい % 5000 15.8 79.1 5.1
いいえ % 5000 6.2 91.0 2.7
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Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
朝⾷を⾷べる時間帯

% 10000 6.4 88.5 5.1
はい % 5000 9.6 83.8 6.7
いいえ % 5000 3.3 93.3 3.5

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
昼⾷を⾷べる時間帯

% 10000 6.8 87.8 5.4
はい % 5000 10.5 82.4 7.1
いいえ % 5000 3.1 93.1 3.8

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
間⾷を⾷べる時間帯

% 10000 8.1 88.8 3.1
はい % 5000 12.2 83.7 4.2
いいえ % 5000 4.0 93.9 2.1

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
⼣⾷を⾷べる時間帯

% 10000 6.8 86.2 6.9
はい % 5000 10.4 80.7 8.9
いいえ % 5000 3.3 91.8 4.9

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
お酒を飲む時間帯

% 10000 5.7 89.9 4.4
はい % 5000 8.4 85.9 5.7
いいえ % 5000 3.0 93.8 3.2
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Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
起床時間

% 10000 10.7 83.6 5.7
はい % 5000 15.6 76.8 7.6
いいえ % 5000 5.7 90.4 3.9

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
就寝時間

% 10000 13.6 80.8 5.6
はい % 5000 20.1 72.7 7.2
いいえ % 5000 7.1 88.8 4.1

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
外出する時間帯

% 10000 18.5 75.8 5.7
はい % 5000 26.0 66.9 7.1
いいえ % 5000 11.0 84.7 4.3

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
労働する時間帯　Q22表側1の回答内容

% 1494 23.1 25.3 51.6
はい % 1046 22.9 22.3 54.8
いいえ % 448 23.4 32.4 44.2

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
朝⾷を⾷べる時間帯　Q22表側2の回答内容

% 1149 33.3 29.2 37.4
はい % 812 32.4 26.0 41.6
いいえ % 337 35.6 37.1 27.3
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Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
昼⾷を⾷べる時間帯　Q22表側3の回答内容

% 1224 29.2 32.4 38.3
はい % 879 28.0 29.1 42.9
いいえ % 345 32.5 40.9 26.7

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
間⾷を⾷べる時間帯　Q22表側4の回答内容

% 1123 18.2 30.2 51.6
はい % 817 17.4 27.1 55.6
いいえ % 306 20.3 38.6 41.2

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
⼣⾷を⾷べる時間帯　Q22表側5の回答内容

% 1377 37.4 27.1 35.5
はい % 967 36.0 23.6 40.4
いいえ % 410 40.7 35.4 23.9

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
お酒を飲む時間帯　Q22表側6の回答内容

% 1013 26.9 32.6 40.5
はい % 703 25.3 28.4 46.2
いいえ % 310 30.6 41.9 27.4

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
起床時間　Q22表側7の回答内容

% 1639 26.8 20.4 52.7
はい % 1159 25.5 18.7 55.7
いいえ % 480 30.0 24.6 45.4

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない

悪い
変化と
感じて
いる

Total
【体の健康状
態】

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない

悪い
変化と
感じて
いる

Total
【体の健康状
態】

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない

悪い
変化と
感じて
いる

Total
【体の健康状
態】

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない

悪い
変化と
感じて
いる

悪い
変化と
感じて
いる

Total
【体の健康状
態】

Total
【体の健康状
態】

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない
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Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
就寝時間　Q22表側8の回答内容

% 1924 22.3 17.9 59.7
はい % 1365 19.9 16.2 64.0
いいえ % 559 28.4 22.2 49.4

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
外出する時間帯　Q22表側9の回答内容

% 2419 10.4 44.2 45.4
はい % 1654 10.2 40.9 48.9
いいえ % 765 10.8 51.4 37.8

Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
起床時間

% 10000 0.4 0.3 0.8 3.5 15.3 35.8 26.4 8.7 3.1 2.3 0.9 0.7 0.1 0.2 0.2
はい % 5000 0.5 0.3 0.8 3.2 14.4 35.1 27.4 9.0 3.3 2.3 1.1 0.8 0.1 0.2 0.2
いいえ % 5000 0.3 0.3 0.7 3.7 16.2 36.5 25.4 8.5 2.9 2.2 0.8 0.5 0.2 0.2 0.2

0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.2 0.3 0.3
0.2 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.2 0.3
0.2 0.1 0.2 0.0 0.1 0.0 0.2 0.3 0.4

Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
起床時間

% 10000 0.4 0.4 1.0 3.7 14.3 32.2 25.7 10.9 4.3 2.6 1.1 1.0 0.3 0.2 0.2
はい % 5000 0.5 0.5 1.1 3.4 13.1 30.5 26.5 11.8 4.7 2.9 1.3 1.3 0.3 0.3 0.2
いいえ % 5000 0.3 0.2 1.0 4.1 15.5 34.0 25.0 10.0 3.8 2.2 0.8 0.8 0.3 0.1 0.2

0.2 0.2 0.2 0.0 0.1 0.0 0.2 0.4 0.4
0.2 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.4 0.4
0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.0 0.4 0.3 0.4

Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
就寝時間

% 10000 10.6 5.4 1.9 1.0 0.8 0.9 0.7 0.8 1.3 3.0 5.4 3.7 0.3 0.1 0.1
はい % 5000 10.6 5.4 2.1 1.2 0.9 1.0 0.8 1.0 1.4 3.5 6.0 4.0 0.3 0.1 0.0
いいえ % 5000 10.7 5.4 1.7 0.9 0.7 0.8 0.7 0.6 1.2 2.6 4.8 3.3 0.3 0.0 0.2

0.1 0.0 0.1 0.2 0.9 3.5 10.7 22.0 26.4
0.1 0.0 0.0 0.1 0.6 2.8 9.7 21.6 26.6
0.1 0.0 0.1 0.2 1.1 4.1 11.6 22.4 26.2

Total
【体の健康状
態】

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない

Base

良い
変化と
感じて
いる

特に
何も感
じてい
ない

悪い
変化と
感じて
いる

10 11 12 13 14 154 5 6 7 8 9

悪い
変化と
感じて
いる

Total
【体の健康状
態】

Base 1 2 3

10 11 12 13 14 154 5 6 7 8 9

22 23 24

Total
【体の健康状
態】

Base 1 2 3

16 17 18 19 20 21

10 11 12 13 14 154 5 6 7 8 9

22 23 24

Total
【体の健康状
態】

Base 1 2 3

16 17 18 19 20 21

22 23 24

Total
【体の健康状
態】

16 17 18 19 20 21
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Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
就寝時間

% 10000 10.4 6.8 2.8 1.4 0.9 1.1 0.8 0.9 1.3 3.3 4.7 3.4 0.4 0.1 0.1
はい % 5000 10.5 7.6 3.5 1.8 0.9 1.3 1.0 1.1 1.3 3.8 4.8 3.5 0.4 0.1 0.1
いいえ % 5000 10.3 6.0 2.1 1.0 0.9 0.9 0.6 0.6 1.3 2.8 4.5 3.2 0.4 0.1 0.2

0.1 0.1 0.1 0.2 1.0 3.7 10.9 20.4 25.3
0.1 0.1 0.0 0.2 0.9 2.8 9.7 19.5 25.0
0.1 0.1 0.1 0.2 1.2 4.5 12.1 21.2 25.6

新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 22.5 6.0 10.9 17.7 30.3 12.5
はい % 5000 21.9 7.3 12.8 18.8 27.5 11.7
いいえ % 5000 23.2 4.7 9.1 16.6 33.2 13.2

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 22.8 6.6 11.3 17.2 30.2 12.0
はい % 5000 22.4 8.2 13.2 18.1 26.9 11.2
いいえ % 5000 23.2 5.0 9.3 16.2 33.5 12.8

新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 20.8 9.8 18.0 28.5 19.3 3.8
はい % 5000 20.9 10.4 19.5 29.3 16.4 3.5
いいえ % 5000 20.6 9.1 16.4 27.7 22.1 4.0

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 20.6 10.0 20.3 27.2 18.2 3.7
はい % 5000 20.7 11.3 22.6 27.0 15.0 3.4
いいえ % 5000 20.6 8.8 18.0 27.3 21.3 3.9

11 12 13 14 154 5 6 7 8 9Base 1 2 3

22 23 24

Total
【体の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

16 17 18 19 20 21

10

週に1
回以
下

⾷べて
いない

朝⾷
⾃体

⾷べな
かった

Total
【体の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

週に1
回以
下

⾷べて
いない

朝⾷
⾃体

⾷べな
かった

Total
【体の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

週に1
回以
下

⾷べて
いない

昼⾷
⾃体

⾷べな
かった

Total
【体の健康状
態】

週に1
回以
下

⾷べて
いない

昼⾷
⾃体

⾷べな
かった

Total
【体の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

Q25.あなたの朝⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パスタ
なども含まれます。 [SA]

Q25.あなたの朝⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パスタ
なども含まれます。 [SA]

Q26.あなたの昼⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パスタ
なども含まれます。 [SA]

Q26.あなたの昼⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パスタ
なども含まれます。 [SA]
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新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 19.0 6.4 19.2 36.4 17.6 1.4
はい % 5000 18.5 7.4 21.2 36.8 14.9 1.2
いいえ % 5000 19.4 5.4 17.2 36.0 20.4 1.6

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 18.7 7.0 19.9 35.6 17.1 1.6
はい % 5000 18.0 8.6 22.0 35.9 14.1 1.4
いいえ % 5000 19.4 5.4 17.9 35.3 20.2 1.8

Q28.あなたの飲酒の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 16.3 9.0 18.2 22.4 34.1
はい % 5000 15.5 10.0 18.3 23.0 33.2
いいえ % 5000 17.2 8.1 18.0 21.8 34.9

Q28.あなたの飲酒の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 16.6 8.7 17.1 21.7 35.9
はい % 5000 15.9 9.3 16.9 22.3 35.6
いいえ % 5000 17.2 8.1 17.3 21.2 36.3

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

週に1
回以
下

⾷べて
いない

⼣⾷
⾃体

⾷べな
かった

Total
【体の健康状
態】

Base 毎⽇ ほぼ毎
⽇

週に
数回

週に1
回以
下

⾷べて
いない

⼣⾷
⾃体

⾷べな
かった

Total
【体の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

飲んで
いない

Total
【体の健康状
態】

週に1
回以
下

飲んで
いない

Total
【体の健康状
態】

Base 毎⽇ ほぼ毎
⽇

週に
数回

週に1
回以
下

Q27.あなたの⼣⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パスタ
なども含まれます。 [SA]

Q27.あなたの⼣⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パスタ
なども含まれます。 [SA]
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Q29.あなたの飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量を教えてください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 6594 12.0 18.4 28.2 41.4
はい % 3341 11.8 19.2 27.8 41.2
いいえ % 3253 12.2 17.6 28.6 41.6

Q29.あなたの飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量を教えてください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 6409 12.2 17.7 28.8 41.3
はい % 3222 12.4 18.2 28.4 41.0
いいえ % 3187 12.1 17.1 29.2 41.6

Q30.あなたの喫煙の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 58.1 16.3 4.0 9.9 9.5 1.4 0.2 0.6
はい % 5000 58.7 15.8 4.6 9.9 8.8 1.2 0.3 0.7
いいえ % 5000 57.5 16.7 3.4 9.9 10.3 1.5 0.2 0.5

Q30.あなたの喫煙の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 58.0 17.2 4.0 9.0 9.3 1.6 0.3 0.6
はい % 5000 58.5 16.8 4.7 8.6 8.7 1.6 0.4 0.7
いいえ % 5000 57.5 17.6 3.4 9.5 9.9 1.6 0.1 0.5

Base 3合以
上

2〜3
合未
満

1〜2
合未
満

1合未
満

1⽇
20本
程度

1⽇
30本
程度

1⽇
40本
程度

1⽇
40本
以上

Total
【体の健康状
態】

1〜2
合未
満

1合未
満

Total
【体の健康状
態】

Base

喫煙を
したこ
とがな

い

吸って
いたが
やめた

1⽇5
本未
満

1⽇
10本
程度

Total
【体の健康状
態】

Base 3合以
上

2〜3
合未
満

1⽇
20本
程度

1⽇
30本
程度

1⽇
40本
程度

1⽇
40本
以上

Total
【体の健康状
態】

Base

喫煙を
したこ
とがな

い

吸って
いたが
やめた

1⽇5
本未
満

1⽇
10本
程度
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Q31.新型コロナウイルス感染拡⼤前に気にしていた体の具体の悪いところ(⾃覚症状)と、感染拡⼤後気にしている体の具体の悪いところ(⾃覚症状)を教えてください。 [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）に気になっていた

% 10000 2.2 13.0 11.6 14.8 7.0 14.6 6.5 13.0 7.9 6.4 3.1 4.4 3.6 1.9 4.9
はい % 5000 3.5 20.1 17.5 21.4 10.3 20.6 10.1 17.8 11.2 8.4 4.2 6.7 5.8 3.3 7.2
いいえ % 5000 0.8 6.0 5.7 8.2 3.6 8.6 2.9 8.2 4.5 4.3 1.9 2.1 1.5 0.6 2.6

8.3 1.3 7.7 9.5 13.4 2.4 7.8 3.4 4.2 5.9 1.6 3.3 5.0 26.6 21.6
11.9 2.2 11.6 13.0 17.8 3.8 11.8 4.6 6.1 8.4 2.5 4.9 7.0 33.5 27.5
4.7 0.4 3.9 6.0 8.9 1.0 3.9 2.1 2.4 3.4 0.6 1.8 2.9 19.6 15.6

6.0 2.1 3.8 15.1 7.1 1.0 5.6 2.2 5.2 0.8 1.5 1.2 38.5
8.5 3.7 5.5 20.4 10.6 1.6 8.0 3.3 7.1 1.4 2.4 1.5 24.1
3.5 0.6 2.1 9.8 3.7 0.4 3.2 1.1 3.2 0.2 0.7 0.8 53.0

Q31.新型コロナウイルス感染拡⼤前に気にしていた体の具体の悪いところ(⾃覚症状)と、感染拡⼤後気にしている体の具体の悪いところ(⾃覚症状)を教えてください。 [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）に気になる

% 10000 2.6 15.3 14.3 19.1 9.7 15.8 7.6 16.1 10.3 7.9 4.0 5.9 4.8 2.7 5.4
はい % 5000 4.4 24.5 22.5 28.6 14.7 22.9 12.3 22.5 14.9 11.3 5.8 9.6 8.0 4.6 8.2
いいえ % 5000 0.9 6.1 6.0 9.6 4.6 8.8 2.8 9.8 5.7 4.4 2.2 2.1 1.6 0.8 2.6

9.1 1.9 9.5 9.8 14.6 3.5 9.3 3.6 5.1 6.7 2.0 4.1 5.9 28.6 23.7
13.3 3.2 14.6 13.5 19.8 5.9 14.6 5.0 7.6 9.6 3.5 6.4 8.8 36.9 31.0
4.8 0.6 4.3 6.1 9.3 1.1 3.9 2.2 2.5 3.7 0.6 1.9 3.0 20.2 16.3

7.8 3.4 5.0 15.9 8.3 1.3 6.9 2.5 5.5 0.8 1.8 1.4 37.0
11.5 5.8 7.6 21.9 12.4 2.2 10.2 3.8 8.0 1.4 2.8 2.1 21.6
4.0 1.0 2.3 9.9 4.1 0.4 3.7 1.2 3.1 0.3 0.8 0.8 52.4

前胸
部に

痛みが
ある

せきや
たんが
出る

⿐がつ
まる・
⿐汁
が出る

もの忘
れする 頭痛 めまい ⽬のか

すみ
物を⾒
づらい

⽿なり
がするBase 熱があ

る
体がだ
るい

眠れな
い

いらい
らしや
すい

⼿⾜
のしび

れ

⼿⾜
が冷え

る

痔によ
る痛
み・出
⾎など

⻭が
痛い

⻭ぐき
のは

れ・出
⾎

かみに
くい

発疹
(じんま
疹・で
きもの
など)

かゆみ
(湿

疹・⽔
⾍な
ど)

ゼイゼ
イする

胃のも
たれ・
むねや

け

下痢 便秘 ⾷欲
不振

腹痛・
胃痛

きこえ
にくい 動悸 息切

れ

⽿なり
がする

きこえ
にくい 動悸 息切

れ

前胸
部に

痛みが
ある

せきや
たんが
出る

いらい
らしや
すい

もの忘
れする 頭痛 めまい ⽬のか

すみ
物を⾒
づらい

切り
傷・や
けどな
どのけ

が

その他 特にな
い

Total
【体の健康状
態】

Base 熱があ
る

体がだ
るい

眠れな
い

⾜のむ
くみや
だるさ

尿が
出にく
い・排
尿時
痛い

頻尿
(尿の
出る回
数が
多い)

尿失
禁(尿
がもれ
る)

⽉経
不順・
⽉経
痛

⾻折・
ねん
ざ・脱
きゅう

肩こり 腰痛

⼿⾜
の関
節が
痛む

⼿⾜
の動き
が悪い

肩こり 腰痛

⼿⾜
の関
節が
痛む

⼿⾜
の動き
が悪い

⼿⾜
のしび

れ

腹痛・
胃痛

痔によ
る痛
み・出
⾎など

⻭が
痛い

⻭ぐき
のは

れ・出
⾎

かみに
くい

発疹
(じんま
疹・で
きもの
など)

⿐がつ
まる・
⿐汁
が出る

ゼイゼ
イする

胃のも
たれ・
むねや

け

下痢 便秘 ⾷欲
不振

⾻折・
ねん
ざ・脱
きゅう

切り
傷・や
けどな
どのけ

が

その他 特にな
い

Total
【体の健康状
態】

⼿⾜
が冷え

る

⾜のむ
くみや
だるさ

尿が
出にく
い・排
尿時
痛い

頻尿
(尿の
出る回
数が
多い)

尿失
禁(尿
がもれ
る)

⽉経
不順・
⽉経
痛

かゆみ
(湿

疹・⽔
⾍な
ど)
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Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽉経痛（⽉経に伴う腹痛、腰痛など）

% 4205 42.1 3.6 1.6 52.7
はい % 2278 45.3 5.7 2.4 46.7
いいえ % 1927 38.5 1.1 0.7 59.8

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽉経による体調不良・精神不安

% 4205 34.2 6.5 2.4 57.0
はい % 2278 37.1 10.1 3.7 49.2
いいえ % 1927 30.8 2.2 0.9 66.1

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
無⽉経

% 4205 15.1 1.7 2.3 81.0
はい % 2278 16.5 2.7 3.3 77.5
いいえ % 1927 13.4 0.5 1.0 85.1

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
貧⾎

% 4205 26.0 2.8 1.8 69.4
はい % 2278 29.2 4.5 2.6 63.6
いいえ % 1927 22.3 0.7 0.8 76.2

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽉経前の不調（PMS※Premenstrual Syndrome　など）

% 4205 30.8 6.5 1.8 60.8
はい % 2278 33.9 10.0 2.6 53.5
いいえ % 1927 27.2 2.4 0.9 69.5

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

Total
【体の健康状
態】

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない
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Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽚頭痛

% 4205 35.8 6.6 3.2 54.4
はい % 2278 38.6 10.5 4.7 46.2
いいえ % 1927 32.5 2.1 1.4 64.0

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
腰痛

% 4205 38.2 8.2 4.5 49.2
はい % 2278 41.7 12.6 6.9 38.8
いいえ % 1927 34.1 3.0 1.6 61.4

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
更年期症状（イライラする・ホットフラッシュなど）

% 4205 23.1 6.7 3.1 67.1
はい % 2278 26.6 10.4 4.8 58.2
いいえ % 1927 18.9 2.3 1.1 77.6

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
便秘や下痢などの胃腸障害

% 4205 39.2 8.8 3.8 48.3
はい % 2278 43.4 13.5 5.7 37.4
いいえ % 1927 34.2 3.2 1.5 61.2

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

Total
【体の健康状
態】

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【体の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり変
わらない

新型コロ
ナ感染拡
⼤前よ
り、症状
があり、
悪化した
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% 10000 3.8 1.4 5.1 1.4 6.6 0.2 0.2 0.7 3.6 0.8 8.2 0.7 0.6 0.7 0.6
はい % 5000 4.5 2.0 5.7 1.9 9.0 0.3 0.3 1.2 4.7 1.0 7.9 0.8 0.7 1.0 1.1
いいえ % 5000 3.1 0.8 4.5 0.9 4.2 0.1 0.1 0.2 2.5 0.5 8.6 0.6 0.4 0.5 0.2

4.8 0.2 2.1 0.3 1.4 0.6 1.2 4.5 2.6 1.5 1.1 0.5 0.9 2.8 3.3
6.5 0.3 2.9 0.5 2.1 0.8 1.6 5.9 3.3 1.6 1.1 0.7 1.2 4.2 4.6
3.0 0.1 1.3 0.1 0.6 0.4 0.8 3.0 1.9 1.3 1.1 0.3 0.5 1.4 2.0

0.5 0.4 0.5 0.5 0.3 0.2 0.7 0.8 0.2 0.3 2.8 0.2 62.6
0.8 0.5 0.5 0.7 0.5 0.3 1.0 0.9 0.2 0.5 3.3 0.3 55.7
0.2 0.3 0.4 0.2 0.1 0.1 0.4 0.7 0.1 0.2 2.4 0.0 69.4

% 10000 0.3 0.6 0.8 0.3 1.4 0.1 0.1 0.3 0.8 0.5 0.9 0.1 0.1 0.2 0.1
はい % 5000 0.5 1.0 1.4 0.5 2.4 0.3 0.2 0.5 1.2 0.8 1.2 0.2 0.2 0.3 0.3
いいえ % 5000 0.2 0.1 0.3 0.1 0.4 0.0 0.0 0.1 0.4 0.2 0.6 0.0 0.0 0.1 0.0

0.6 0.0 0.2 0.2 0.5 0.2 0.4 1.7 0.2 0.6 0.2 0.2 0.5 0.9 0.9
1.0 0.0 0.4 0.4 0.8 0.3 0.6 2.6 0.4 1.1 0.2 0.3 0.7 1.4 1.4
0.3 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.1 0.9 0.0 0.1 0.1 0.1 0.2 0.5 0.3

0.1 0.2 0.1 0.2 0.3 0.3 0.2 0.3 0.4 0.2 3.0 0.6 84.9
0.2 0.3 0.2 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 0.2 3.4 1.0 78.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.1 0.3 0.2 2.5 0.3 91.8

Base 糖尿
病

肥満
症

急性
⿐咽
頭炎
(かぜ)

アレル
ギー性
⿐炎

慢性閉
塞性肺
疾患

（COPD
）

喘息

その他
の呼
吸器
系の
病気

胃・⼗
⼆指
腸の
病気

眼の
病気

⽿の
病気

⾼⾎
圧症

脳卒
中(脳
出⾎、
脳梗
塞等)

狭⼼
症・⼼
筋梗
塞

その他
の循
環器
系の
病気

脂質異
常症(⾼
コレステ
ロール⾎
症等)

甲状
腺の
病気

うつ病
やその
他のこ
ころの
病気

認知
症

パーキ
ンソン
病

その他の
神経の病
気(神経
痛・⿇痺

等)

Total

前⽴
腺肥
⼤症

閉経期
⼜は閉
経後障
害(更年
期障害

等)

⾻折

⾻折
以外
のけ
が・や
けど

貧⾎・
⾎液
の病
気

悪性
新⽣
物(が
ん)

関節リ
ウマチ

関節
症

肩こり
症

腰痛
症

⾻粗
しょう
症

腎臓
の病
気

肝臓・
胆のう
の病
気

その他
の消
化器
系の
病気

⻭の
病気

アト
ピー性
⽪膚
炎

その他
の⽪
膚の
病気

痛⾵

⽿の
病気

⾼⾎
圧症

脳卒
中(脳
出⾎、
脳梗
塞等)

狭⼼
症・⼼
筋梗
塞

その他
の循
環器
系の
病気

急性
⿐咽
頭炎
(かぜ)

甲状
腺の
病気

うつ病
やその
他のこ
ころの
病気

認知
症

パーキ
ンソン
病

その他
の神
経の
病気
(神経
痛・⿇
痺等)

眼の
病気

【体の健康状
態】

Base 糖尿
病

肥満
症

脂質異
常症(⾼
コレステ
ロール⾎
症等)

妊娠・産
褥(切迫
流産、前
置胎盤

等)

不妊
症 その他 不明

通院
はして
いない

肩こり
症

腰痛
症

⾻粗
しょう
症

腎臓
の病
気

前⽴
腺肥
⼤症

その他
の消
化器
系の
病気

⻭の
病気

アト
ピー性
⽪膚
炎

その他
の⽪
膚の
病気

痛⾵ 関節リ
ウマチ

アレル
ギー性
⿐炎

慢性閉
塞性肺
疾患

（COPD
）

喘息

その他
の呼
吸器
系の
病気

胃・⼗
⼆指
腸の
病気

肝臓・
胆のう
の病
気

不妊
症 その他 不明

通院
はして
いない

Total
【体の健康状
態】

閉経期
⼜は閉
経後障
害(更年
期障害

等)

⾻折

⾻折
以外
のけ
が・や
けど

貧⾎・
⾎液
の病
気

悪性
新⽣
物(が
ん)

妊娠・産
褥(切迫
流産、前
置胎盤

等)

関節
症

Q33.あなたは傷病（病気やけが）で病院や診療所（医院、⻭科医院）、 あんま・はり・きゅう・柔道整復師（施術所）に通っていますか。 いつ頃からどのような傷病（病
気やけが）で通っているかを教えてください。 [MA]　新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）から通っている

Q33.あなたは傷病（病気やけが）で病院や診療所（医院、⻭科医院）、 あんま・はり・きゅう・柔道整復師（施術所）に通っていますか。 いつ頃からどのような傷病（病
気やけが）で通っているかを教えてください。 [MA]　新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）に通い始めた
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Q34.新型コロナウイルス感染拡⼤（2020年1⽉以前と2020年2⽉以降）の前後で通院の頻度は変わりましたか。  [SA]
 

% 3744 8.5 67.2 20.7 3.6
はい % 2214 12.6 57.1 25.7 4.6
いいえ % 1530 2.5 81.9 13.4 2.2

Q35.あなたは現在、⽇常⽣活で悩みやストレスを感じることがありますか。  [SA]
 

% 10000 30.8 45.0 18.7 5.6
はい % 5000 43.5 44.7 9.3 2.5
いいえ % 5000 18.1 45.2 28.1 8.7

Q36.⽇常⽣活での悩みやストレスは、どのような原因から感じていますか。 新型コロナウイルス感染拡⼤前と感染拡⼤以降でお答えください。  [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 7576 28.2 25.6 7.7 3.6 1.2 3.1 15.8 11.4 29.1 12.2 9.5 1.2 4.3 8.1 1.3
はい % 4413 31.2 28.6 9.1 4.6 1.6 3.9 18.6 12.9 31.4 15.4 11.7 1.3 4.4 9.3 1.8
いいえ % 3163 24.1 21.4 5.6 2.0 0.7 2.1 11.8 9.2 26.0 7.8 6.5 1.0 4.1 6.4 0.6

5.0 32.1 3.1 7.6 5.4 13.2
5.5 32.3 3.6 9.3 5.1 11.3
4.4 32.0 2.3 5.3 5.9 15.9

Q36.⽇常⽣活での悩みやストレスは、どのような原因から感じていますか。 新型コロナウイルス感染拡⼤前と感染拡⼤以降でお答えください。  [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 7576 29.5 23.9 8.1 4.2 1.1 2.8 20.5 12.8 36.2 14.2 11.1 1.6 4.9 10.1 1.3
はい % 4413 32.8 26.9 9.4 5.5 1.5 3.5 25.3 14.5 40.0 18.9 13.9 2.0 5.1 12.1 1.7
いいえ % 3163 24.8 19.7 6.1 2.3 0.7 1.8 13.8 10.3 31.0 7.7 7.2 1.1 4.6 7.3 0.6

6.1 35.0 5.2 9.6 6.2 11.6
6.9 36.1 6.4 12.1 5.8 9.8
5.1 33.6 3.6 6.0 6.9 14.2

Total
【体の健康状
態】

Base よく感
じる

ときど
き感じ

る

Base

新型コロ
ナウイル
ス感染拡
⼤により
通院頻
度が増え

た

変わら
ない

新型コロ
ナウイル
ス感染拡
⼤により
通院頻
度が減っ

た

新型コロ
ナウイル

ス感染拡
⼤後は

通院をや
めた

Total

家族
の病
気や
介護

妊娠・
出産 育児 家事

⾃分
の学

業・受
験・進

学

⼦ども
の教
育

離婚

いじ
め、セ
クシュ
アル・
ハラス
メント

⽣きが
いに関
するこ

と

⾃由
にでき
る時間
がない

収⼊・
家計・
借⾦
等

⾃分
の病
気や
介護

あまり
感じな

い

まったく
感じな

い

Total
【体の健康状
態】

Base

家族と
の⼈
間関
係

家族
以外と
の⼈
間関
係

恋愛・
性に

関する
こと

結婚

⾃分
の病
気や
介護

家族
の病
気や
介護

妊娠・
出産 育児 家事

⾃分
の学

業・受
験・進

学

結婚 離婚

いじ
め、セ
クシュ
アル・
ハラス
メント

⽣きが
いに関
するこ

と

⾃由
にでき
る時間
がない

収⼊・
家計・
借⾦
等

【体の健康状
態】

Base

家族と
の⼈
間関
係

家族
以外と
の⼈
間関
係

恋愛・
性に

関する
こと

⾃分
の仕
事

家族
の仕
事

住まいや
⽣活環
境（公
害、安全
及び交

通事情を
含む）

その他 わから
ない

Total
【体の健康状
態】

⼦ども
の教
育

⾃分
の仕
事

家族
の仕
事

住まいや
⽣活環
境（公

害、安全
及び交

その他 わから
ない
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Q37.あなたが悩み事を相談する先を教えてください。 [MA]
 

% 7576 38.9 24.2 4.6 2.8 1.3 5.9 0.5 0.6 4.0 2.2 8.0 0.6 33.0
はい % 4413 40.5 25.9 5.2 3.6 1.8 7.6 0.7 0.7 4.9 2.8 6.3 0.8 30.3
いいえ % 3163 36.6 21.8 3.9 1.6 0.5 3.6 0.2 0.4 2.8 1.4 10.4 0.3 36.8

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
神経過敏に感じましたか

% 10000 5.9 9.2 24.2 21.3 39.4
はい % 5000 9.5 13.8 30.5 21.5 24.7
いいえ % 5000 2.3 4.6 17.9 21.1 54.1

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
絶望的だと感じましたか

% 10000 6.0 7.6 18.2 18.0 50.3
はい % 5000 9.3 11.0 23.5 20.4 35.8
いいえ % 5000 2.7 4.1 12.9 15.6 64.7

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
そわそわ、落ち着きがなく感じましたか

% 10000 4.3 6.7 20.0 21.9 47.1
はい % 5000 6.9 9.7 26.2 25.0 32.3
いいえ % 5000 1.7 3.8 13.8 18.9 61.8

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
気分が沈んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか

% 10000 7.0 9.7 20.9 23.2 39.3
はい % 5000 10.6 14.6 26.2 25.1 23.6
いいえ % 5000 3.4 4.8 15.5 21.4 54.9

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
何をするのも⾻折りだと感じましたか

% 10000 6.0 9.5 20.1 21.4 43.0
はい % 5000 9.1 13.9 25.4 23.4 28.1
いいえ % 5000 2.9 5.1 14.7 19.3 58.0

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
⾃分は価値がない⼈間だと感じましたか

% 10000 8.5 8.3 17.1 17.1 48.9
はい % 5000 12.0 11.6 21.1 19.3 35.9
いいえ % 5000 5.0 4.9 13.1 15.0 61.9

相談した
いがどこに
相談した
らよいか
わからな

い

相談
する必
要はな
いので
誰にも
相談し
ていな

い

その他
（具
体的
に）

相談
する先
がない

Total

職場
の上

司・学
校の
先⽣
に相

談して
いる

公的な
機関(保
健所、福
祉事務

所、精神
保健福
祉セン

ター等)の
相談窓
⼝(電話
等での相
談を含
む)を利
⽤してい

る

⺠間の相
談機関
（悩み
相談所

等）の相
談窓⼝
（電話
等での相
談を含

む）を利
⽤してい

る

病院・
診療
所の
医師
に相

談して
いる

テレビ・ラ
ジオ・新

聞等の相
談コー

ナーを利
⽤してい

る

上記以
外で相談
している

（職場の
相談窓
⼝等）

Base

家族
に相

談して
いる

友⼈・
知⼈
に相

談して
いる

少しだ
け

まったく
ない

Total
【体の健康状
態】

Base いつも たいて
い

ときど
き

少しだ
け

【体の健康状
態】

Base いつも たいて
い

ときど
き

相談し
たいが
誰にも
相談
できな
いでい

る

ときど
き

少しだ
け

まったく
ない

Total
【体の健康状
態】

Base いつも たいて
い

ときど
き

Total
【体の健康状
態】

Base いつも たいて
い

まったく
ない

Total
【体の健康状
態】

Base いつも たいて
い

ときど
き

少しだ
け

まったく
ない

まったく
ない

Total
【体の健康状
態】

少しだ
け

まったく
ない

Total
【体の健康状
態】

Base いつも たいて
い

ときど
き

少しだ
け
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Q39.新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、仕事や⽣活の中で良くなったなと感じることはありますか。  [MA]
 

% 10000 12.5 2.7 3.9 6.0 23.3 2.7 6.0 10.1 11.6 2.5 15.4 8.2 2.8 16.1 12.5
はい % 5000 13.9 3.3 5.3 6.6 27.3 3.3 7.1 11.9 13.5 3.5 17.1 9.4 3.4 18.5 16.3
いいえ % 5000 11.1 2.0 2.5 5.4 19.4 2.0 4.9 8.3 9.7 1.4 13.7 7.1 2.2 13.6 8.6

0.6 43.0
0.7 35.0
0.6 50.9

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
⽣活保護

% 10000 31.6 64.0 4.5
はい % 5000 34.9 61.2 3.9
いいえ % 5000 28.2 66.8 5.0

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
失業給付

% 10000 32.9 57.5 9.7
はい % 5000 35.9 56.0 8.1
いいえ % 5000 29.8 59.0 11.2

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
就学援助

% 10000 13.0 52.2 34.8
はい % 5000 15.0 52.8 32.2
いいえ % 5000 11.1 51.5 37.4

Base

家族
間のつ
ながり
が強く
なった

友⼈・
知⼈
等との
つなが
りが強
くなっ
た

⼈の
役に

⽴つこ
とに関
⼼が
強く

なった

体調を
崩すこ
とが

減った

健康
に対す
る意識
が⾼
まった

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

⽣活リ
ズムが
規則
的に
なった

⼈とし
て成

⻑した

⽣活を
⾒直
すきっ
かけに
なった

⼈⽣
や将

来を⾒
直す
きっか
けに
なった

その他
（具
体的
に）

特にな
い

仕事
の効
率が
上がっ

た

仕事
のスト
レスが
減った

通勤
のスト
レスが
減った

時間
の使い
⽅の
⾃由
度が

増えた

⽣活の拠
点をこれ
までより

⾃由に選
べるように

なった

出費
が減っ

た

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

86



Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
ひとり親家庭等医療費助成

% 10000 10.0 46.0 44.0
はい % 5000 12.3 48.1 39.6
いいえ % 5000 7.7 43.8 48.5

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
ひとり親世帯への臨時特別給付⾦

% 10000 9.5 47.5 42.9
はい % 5000 11.9 49.7 38.4
いいえ % 5000 7.2 45.4 47.4

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
新型コロナウイルス感染症対応休業⽀援⾦・給付⾦

% 10000 16.5 59.2 24.3
はい % 5000 19.3 59.4 21.3
いいえ % 5000 13.7 59.0 27.3

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
トライアル雇⽤助成⾦

% 10000 5.0 26.0 69.0
はい % 5000 6.9 28.8 64.3
いいえ % 5000 3.1 23.1 73.7

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
住宅確保給付⾦

% 10000 5.4 26.4 68.2
はい % 5000 7.6 28.8 63.6
いいえ % 5000 3.3 23.9 72.8

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

Total
【体の健康状
態】

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い
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Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
雇⽤調整助成⾦

% 10000 9.8 45.3 44.9
はい % 5000 11.7 46.4 41.9
いいえ % 5000 7.8 44.2 48.0

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
緊急⼩⼝資⾦・総合⽀援資⾦

% 10000 7.5 35.0 57.5
はい % 5000 9.8 37.1 53.2
いいえ % 5000 5.1 33.0 61.9

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
持続化補助⾦

% 10000 10.4 46.8 42.8
はい % 5000 12.4 48.4 39.3
いいえ % 5000 8.4 45.3 46.3

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
事業再構築補助⾦

% 10000 4.5 23.1 72.4
はい % 5000 6.1 24.7 69.1
いいえ % 5000 2.8 21.5 75.7

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
IT導⼊補助⾦

% 10000 4.4 22.1 73.5
はい % 5000 6.0 24.4 69.6
いいえ % 5000 2.7 19.9 77.4

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】

Base

内容
（対象
者、⽀援
内容、申
請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことは
ある

知らな
い

Total
【体の健康状
態】
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Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
将来的な収⼊の⾒通し

% 10000 29.2 40.3 22.0 8.5
はい % 5000 37.5 40.1 17.1 5.4
いいえ % 5000 20.9 40.5 27.0 11.6

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
毎⽉の収⼊の不安定さ

% 10000 22.1 32.4 33.2 12.3
はい % 5000 28.7 34.0 28.8 8.5
いいえ % 5000 15.5 30.8 37.6 16.1

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
普段の⽣活費

% 10000 20.9 39.0 29.8 10.3
はい % 5000 27.0 41.8 24.5 6.7
いいえ % 5000 14.8 36.1 35.2 13.9

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
医療費・介護費

% 10000 18.2 39.3 30.5 12.1
はい % 5000 24.7 42.7 24.8 7.8
いいえ % 5000 11.7 35.8 36.1 16.4

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
ローン返済

% 10000 9.6 18.7 24.5 47.2
はい % 5000 12.7 20.9 22.4 44.1
いいえ % 5000 6.4 16.6 26.6 50.3

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】
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Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
教育資⾦

% 10000 8.2 17.4 22.4 52.1
はい % 5000 10.5 19.3 20.2 50.0
いいえ % 5000 5.8 15.4 24.5 54.3

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⾃分の健康のこと

% 10000 25.8 44.5 21.3 8.4
はい % 5000 35.9 45.2 14.1 4.8
いいえ % 5000 15.7 43.8 28.4 12.0

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
家族・⼦どもの健康のこと

% 10000 22.1 44.5 22.1 11.3
はい % 5000 30.0 45.6 16.7 7.7
いいえ % 5000 14.2 43.4 27.5 14.9

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⾃分の仕事のこと

% 10000 22.2 36.3 25.5 16.0
はい % 5000 30.2 37.7 19.7 12.4
いいえ % 5000 14.2 34.9 31.3 19.6

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
家族の仕事のこと

% 10000 11.9 29.2 32.4 26.6
はい % 5000 16.2 31.5 28.7 23.5
いいえ % 5000 7.5 26.8 36.0 29.7

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる
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Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⼦どもの教育のこと

% 4681 12.2 30.8 25.5 31.5
はい % 2262 16.8 33.9 22.2 27.0
いいえ % 2419 7.9 27.8 28.6 35.7

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⼦どもの発育のこと

% 4681 9.0 23.3 31.3 36.4
はい % 2262 12.5 27.5 28.2 31.7
いいえ % 2419 5.7 19.3 34.2 40.7

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
社会とのつながりの希薄さ

% 10000 10.2 31.5 38.1 20.2
はい % 5000 14.8 38.0 32.4 14.7
いいえ % 5000 5.6 25.0 43.7 25.7

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
新聞、本、テレビ、インターネットなど、いろいろな情報源から情報を集められる

% 10000 2.1 5.8 27.5 52.8 11.9
はい % 5000 2.4 7.3 25.3 52.6 12.4
いいえ % 5000 1.8 4.3 29.6 52.9 11.4

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
たくさんある情報の中から、⾃分の求める情報を選び出せる

% 10000 2.1 7.7 39.8 42.4 7.9
はい % 5000 2.4 9.3 37.9 42.1 8.2
いいえ % 5000 1.8 6.2 41.7 42.7 7.7

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまり
そう思
わない

どちら
でもな

い

まあそ
う思う

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【体の健康状
態】

強くそ
う思う

Total
【体の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまり
そう思
わない

どちら
でもな

い

まあそ
う思う

強くそ
う思う
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Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
情報がどの程度信頼できるかを判断できる

% 10000 2.4 9.0 45.4 36.9 6.3
はい % 5000 2.9 10.3 44.2 36.2 6.4
いいえ % 5000 1.9 7.7 46.6 37.6 6.1

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
情報を理解し、⼈に伝えることができる

% 10000 2.8 10.5 44.7 36.1 5.9
はい % 5000 3.2 12.1 43.3 35.2 6.2
いいえ % 5000 2.5 8.9 46.0 36.9 5.6

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
情報をもとに健康改善のための計画や⾏動を決めることができる

% 10000 2.5 8.8 45.9 36.6 6.3
はい % 5000 2.9 10.6 44.6 35.3 6.6
いいえ % 5000 2.0 7.0 47.2 37.8 5.9

Q43.公的⽀援の情報に関して、あなたが信頼できると感じる情報媒体や相談窓⼝を教えてください。 [MA]

% 10000 19.0 38.7 37.7 10.9 35.8 6.4 35.8 6.4 42.0 26.6 17.7 10.7 5.4 3.5
はい % 5000 21.6 39.9 38.7 12.3 35.8 7.2 34.5 7.0 43.5 28.7 19.0 11.3 5.8 3.8
いいえ % 5000 16.3 37.4 36.7 9.5 35.8 5.5 37.2 5.8 40.4 24.5 16.3 10.1 5.0 3.1

Q44.あなたの最終学歴をお答えください。  [SA]

% 10000 2.0 24.8 1.5 11.6 8.9 45.8 5.3 0.1
はい % 5000 2.0 23.8 1.6 11.3 9.7 46.0 5.4 0.1
いいえ % 5000 2.1 25.7 1.4 11.8 8.2 45.7 5.1 0.0

どちら
でもな

い

まあそ
う思う

強くそ
う思う

Total
【体の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまり
そう思
わない

どちら
でもな

い

Base
まったく
そう思
わない

あまり
そう思
わない

役所
の広
報誌

役所
からの
はがき
／封
書

強くそ
う思う

Total
【体の健康状
態】

Base

SNS
（例

LINE、
Instagr

am、
Twitter

）

検索エ
ンジン
（例
Goog
le,Ya
hoo
）

ニュースサ
イト（例
Yahoo
︕ニュー
ス,LINE
News,S
mart

News）

動画
サイト
（例
YouT
ube
）

新聞

まあそ
う思う

強くそ
う思う

Total
【体の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまり
そう思
わない

どちら
でもな

い

まあそ
う思う

【体の健康状
態】

専⾨
学校
卒

短期
⼤学
卒

⼤学
卒

⼤学
院卒

その他
（具
体的
に）

Total

職場
からの
情報
提供

⼦ども
の学

校から
の情
報提
供

その他
（具
体的
に）

Total
【体の健康状
態】

Base 中学
校卒

⾼校
卒

⾼等
専⾨
学校
卒

雑誌 テレビ ⼝コミ

役所
のホー
ムペー

ジ
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S1.あなたの性別をお答えください。  [SA]

% 10000 58.0 42.1
はい % 5000 53.3 46.7
いいえ % 5000 62.6 37.4

S2.あなたの年齢をお答えください。  [SA]

% 10000 0.0 1.8 6.0 7.4 10.4 12.8 17.2 16.5 15.8 12.3 0.0
はい % 5000 0.0 2.3 7.6 8.3 11.2 13.7 16.3 16.4 14.7 9.6 0.0
いいえ % 5000 0.0 1.2 4.3 6.5 9.6 11.8 18.2 16.5 16.8 15.0 0.0

QuotaAge1.【テスト時のみ表⽰】 年代割付 [SA]

% 10000 7.7 17.8 30.0 44.5
はい % 5000 9.9 19.5 29.9 40.7
いいえ % 5000 5.6 16.1 30.0 48.4

S3.あなたが”現在”住んでいる都道府県をお答えください。  [SA]

% 10000 4.1 0.6 0.7 1.9 0.6 0.6 1.1 1.9 1.3 1.1 7.1 6.1 16.6 9.7 1.3
はい % 5000 3.8 0.6 0.7 1.8 0.5 0.7 1.2 1.6 1.3 1.2 7.1 6.0 17.4 8.8 1.2
いいえ % 5000 4.5 0.6 0.7 1.9 0.7 0.4 1.1 2.1 1.3 1.0 7.0 6.1 15.8 10.5 1.5

0.7 0.7 0.5 0.3 1.1 1.1 2.4 5.9 1.1 0.9 2.3 7.4 4.8 0.9 0.7 0.2
0.7 0.7 0.5 0.2 0.9 1.3 2.3 5.8 1.3 1.0 2.4 7.2 5.2 1.0 0.6 0.3
0.6 0.8 0.4 0.4 1.4 0.9 2.5 5.9 1.0 0.8 2.2 7.6 4.3 0.8 0.9 0.2

0.3 1.1 2.0 0.9 0.5 0.7 0.9 0.3 3.6 0.4 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7
0.3 0.9 2.0 0.9 0.6 0.6 1.2 0.3 3.7 0.4 0.7 0.7 0.6 0.4 0.7 0.6
0.3 1.3 2.1 0.9 0.3 0.7 0.6 0.3 3.4 0.4 0.6 0.7 0.5 0.6 0.7 0.7

QuotaArea1.【テスト時のみ表⽰】 エリア割付 [SA]

% 10000 4.1 5.5 45.1 3.2 10.5 17.0 4.6 2.3 7.7
はい % 5000 3.8 5.5 44.5 3.1 10.7 17.5 4.3 2.7 7.8
いいえ % 5000 4.5 5.4 45.7 3.2 10.3 16.5 4.8 1.9 7.6

Base 男性 ⼥性

Total
【⼼の健康状
態】

Total
【⼼の健康状
態】

Base 北海道 ⻘森県

65歳
以上

Total
【⼼の健康状
態】

Base 20代 30代 40代 50〜
64歳

35歳
〜39
歳

40歳
〜44
歳

45歳
〜49
歳

50歳
〜54
歳

55歳
〜59
歳

60歳
〜64
歳

Base
15歳
〜19
歳

20歳
〜24
歳

25歳
〜29
歳

30歳
〜34
歳

⾹川県 愛媛県

⼤阪府 兵庫県 奈良県 和歌⼭
県 ⿃取県

島根県

岐⾩県 静岡県 愛知県 三重県 滋賀県 京都府

新潟県

富⼭県 ⽯川県 福井県 ⼭梨県 ⻑野県

栃⽊県 群⾺県 埼⽟県 千葉県 東京都 神奈川
県岩⼿県 宮城県 秋⽥県 ⼭形県 福島県 茨城県

Total
【⼼の健康状
態】

北陸 東海 近畿 中国 四国 九州・
沖縄

宮崎県 ⿅児島
県 沖縄県

Total
【⼼の健康状
態】

Base 北海道 東北 関東

⾼知県 福岡県 佐賀県 ⻑崎県 熊本県 ⼤分県岡⼭県 広島県 ⼭⼝県 徳島県

結果2．コロナ下で⼼の状態が悪くなったかどうかと他の因⼦の⽐較
「新型コロナウイルス下の⽣活の中で、⼼の健康状態が悪くなったと感じることはありますか」という設問に対する「はい」「いいえ」の回答でケース・コントロールサンプリングを⾏
い、それに関連する因⼦を検討する。％表⽰。濃橙は全体より10ポイント上、橙は全体より5ポイント上、⻘は全体より5ポイント下、濃⻘は全体より10ポイント下であること
を⽰す。
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S4.あなたの職業をお答えください。  [SA]

% 10000 43.3 4.2 0.7 12.8 2.4 1.1 8.0 0.5 11.9 13.8 0.0 1.4
はい % 5000 42.4 3.6 0.5 14.1 2.3 0.9 7.1 0.5 12.7 14.6 0.0 1.3
いいえ % 5000 44.2 4.7 0.8 11.5 2.4 1.3 9.0 0.6 11.1 13.0 0.0 1.4

※農家や個⼈商店等で農作業や店の仕事等を⼿伝っている⽅を指します

S5.新型コロナウイルス下の⽣活の中で、体の健康状態が悪くなったと感じることはありますか。 [SA]

% 10000 50.0 50.0
はい % 5000 80.0 20.0
いいえ % 5000 20.0 80.0

Q1.婚姻状況（法律婚／事実婚双⽅含みます）についてお聞かせください。 お⼦さん（義理の⼦どもを含む）の有無もお答えください。 [SA]

% 10000 40.1 5.1 13.1 41.8
はい % 5000 42.4 5.5 12.7 39.4
いいえ % 5000 37.8 4.6 13.5 44.1

Q2.⼦どもがいる⽅にお聞きします。 末⼦の就学状況をお答えください。  [SA]

% 4681 1.9 1.9 5.5 8.8 15.6 8.8 9.3 0.5 10.6 0.9 0.3 33.5 1.8 0.6
はい % 2245 2.3 2.0 6.6 10.0 17.0 9.5 9.5 0.5 9.6 0.6 0.2 30.3 1.4 0.4
いいえ % 2436 1.5 1.8 4.5 7.8 14.3 8.2 9.1 0.5 11.5 1.1 0.4 36.5 2.1 0.8

Q3.あなたは現在妊娠していますか。  [SA]

% 4205 2.5 97.5
はい % 2334 2.7 97.3
いいえ % 1871 2.1 97.9

Base 正社員 契約社
員

未婚／
死別・
離別
（⼦ど
も あ
り）

既婚
（⼦ど
も な
し）

既婚
（⼦ど
も あ
り）

Total
【⼼の健康状
態】

Base

乳児
（6か
⽉未
満）

乳児
（6か
⽉以上
〜1歳
未満）

幼児
（1歳
以上〜
3歳未
満）

Base

未婚／
死別・
離別
（⼦ど
も な
し）

無職
専業主
夫・主

婦
学⽣

その他
（具体
的に）

Total
【⼼の健康状
態】

嘱託社
員

パート
タイ

マー・ア
ルバイ

ト

派遣社
員 役員 ⾃営業 家族従

事者※

【⼼の健康状
態】

【⼼の健康状
態】

Base はい いいえ

Total

⼤学院
⽣ 浪⼈⽣ 社会⼈ 無職

その他
（具体
的に）

Total

幼児
（3歳
以上〜
6歳)

⼩学⽣ 中学⽣ ⾼校⽣ 短⼤⽣ ⼤学⽣

Base はい いいえ

Total
【⼼の健康
状態】
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Q4.あなたは現在だれと住んでいますか。  [MA]
 

% 10000 18.4 1.4 0.5 18.0 26.8 8.0 51.5 3.1 36.5 0.4 0.1 0.6
はい % 5000 19.0 1.8 0.7 19.7 28.3 8.5 48.6 3.4 35.7 0.3 0.1 0.7
いいえ % 5000 17.7 1.0 0.3 16.3 25.2 7.4 54.5 2.8 37.3 0.4 0.0 0.6

Q5.困ったときに頼れる⼈が近くに住んでいますか。  [MA]
 

% 10000 57.5 22.2 1.0 33.8
はい % 5000 57.9 23.1 1.1 33.0
いいえ % 5000 57.1 21.2 0.8 34.5

Q6.あなたのお住まいについてお答えください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 34.7 11.7 5.2 3.3 2.9 26.6 1.4 0.0 12.6 0.2 0.1 0.1 1.2
はい % 5000 32.5 11.5 5.2 3.7 3.0 28.2 1.6 0.0 12.9 0.2 0.1 0.1 0.9
いいえ % 5000 36.9 11.9 5.1 2.9 2.8 25.0 1.2 0.0 12.3 0.2 0.1 0.0 1.5

Q6.あなたのお住まいについてお答えください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 34.8 11.9 5.3 3.4 2.9 26.3 1.3 0.0 12.4 0.3 0.1 0.1 1.3
はい % 5000 32.5 11.9 5.3 3.7 3.0 28.1 1.5 0.1 12.6 0.3 0.1 0.1 1.0
いいえ % 5000 37.1 11.9 5.2 3.0 2.7 24.5 1.2 0.0 12.2 0.2 0.1 0.0 1.7

Base

なし
（⼀⼈
暮ら
し）

祖⺟ 祖⽗

いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

ご⾃⾝の
持ち家

（⼀⼾建
て）※共
同所有も

含む

ご⾃⾝の
持ち家

（マンショ
ン等集合
住宅）※
共同所有

も含む

配偶者・
パートナー
の持ち家
（⼀⼾建

て）

配偶者・
パートナー
の持ち家
（マンショ
ン等集合
住宅）

孫

友達
（シェ
アハウ
スな
ど）

その他
（具体
的に）

Total
【⼼の健康状
態】

Base
親・親
族が近
くにいる

友⼈が
近くに
いる

その他
（具体
的に）

⽗親 ⺟親 兄弟・
姉妹

配偶者
（法律
婚）

パートナー
（事実
婚・婚姻
関係なし・
同棲）

⼦ども

兄弟の
家 親戚宅 友⼈・

知⼈宅 その他

Total
【⼼の健康状
態】

配偶者・
パートナー
の持ち家
（マンショ
ン等集合
住宅）

賃貸
（⼀⼾
建て）

賃貸
（マン
ション・
アパー
ト等集
合住
宅）

社宅・
寮

シェアハ
ウス

祖⽗⺟
や両親
の家

親戚宅 友⼈・
知⼈宅 その他

Total
【⼼の健康状
態】

Base

ご⾃⾝の
持ち家

（⼀⼾建
て）※共
同所有も

含む

ご⾃⾝の
持ち家

（マンショ
ン等集合
住宅）※
共同所有

も含む

配偶者・
パートナー
の持ち家
（⼀⼾建

て）

賃貸
（⼀⼾
建て）

賃貸
（マン
ション・
アパー
ト等集
合住
宅）

社宅・
寮

シェアハ
ウス

祖⽗⺟
や両親
の家

兄弟の
家
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Q7.あなたのお勤め先の主な業種をお答えください。  [SA]
 

% 7239 0.6 0.1 0.2 4.9 20.2 1.0 7.7 5.4 11.1 4.4 2.5 3.4 3.6 3.5 5.1
はい % 3545 0.6 0.1 0.2 4.9 20.0 0.9 7.1 5.4 10.2 4.6 2.5 3.3 4.3 3.8 5.3
いいえ % 3694 0.5 0.1 0.1 5.0 20.4 1.1 8.3 5.5 11.9 4.3 2.5 3.5 2.9 3.2 4.9

8.2 1.0 9.5 4.6 3.1
9.0 0.9 9.3 4.3 3.2
7.4 1.1 9.7 4.8 2.9

Q8.あなたのお勤め先での主な職種をお答えください。  [SA]
 

% 7239 13.2 20.8 25.3 7.9 12.4 1.1 0.5 7.4 1.9 1.7 3.3 4.5
はい % 3545 11.8 21.0 26.5 7.8 13.3 0.9 0.4 6.7 1.7 1.6 3.5 4.6
いいえ % 3694 14.6 20.7 24.1 8.0 11.6 1.2 0.5 8.2 2.0 1.7 3.1 4.3

Q9.あなたの現在の主な勤務場所について教えてください。  [SA]
 

% 7239 14.9 19.1 65.1 0.9
はい % 3545 14.8 22.0 62.3 0.9
いいえ % 3694 14.9 16.4 67.9 0.9

複合
サービ
ス事業
（郵便
局、共
同組
合）

サービス業
（他に分
類されな
いもの）
（例　廃
棄物処理
業、⾃動
⾞整備
業、職業
紹介・労
働者派遣
業、政治・
経済・⽂
化団体）

公務（他
に分類さ
れるものを

除く）
（国家公
務、地⽅
公務）

分類不
能の産
業（具
体的
に）

Total
【⼼の健康状
態】

不動産
業，物
品賃貸

業

学術研
究，専
⾨・技術
サービス業
（法律事
務所、広
告業等含

む）

宿泊業，
飲⾷サー
ビス業

（例　ホ
テル、旅
館、⾷

堂、喫茶
店、持ち

帰り・配達
飲⾷サー
ビス業）

⽣活関連
サービス

業，娯楽
業（例
理美容、
旅⾏業、
家事サー
ビス業、冠
婚葬祭
業、映画
館、遊園
地、スポー
ツ施設提
供業）

教育，
学習⽀
援業

医療，
福祉

製造業

電気・
ガス・
熱供
給・⽔
道業

情報通
信業

運輸業，
郵便業
（例　鉄
道業、航
空運輸
業、倉庫
業、郵便

業）

卸売業，
⼩売業
（例　⾷
料品、⾐
服、機械
器具、医
薬品、化
粧品、無
店舗⼩売

業）

⾦融
業，保
険業

Base 農業，
林業 漁業

鉱業，
採⽯

業，砂
利採取

業

建設業

分類不
能の職
業（具
体的
に）

Total
【⼼の健康状
態】

Base

完全在宅
勤務・ほ
ぼほぼ在
宅勤務
（1週間
に1回以
下出勤）

在宅勤
務と出
勤を使
い分け
ている

完全出
勤

その他
（具体
的に）

サービ
ス職業
従事者

保安職
業従事

者

農林漁
業従事

者

⽣産⼯
程従事

者

輸送・
機械運
転従事

者

建設・
採掘従
事者

Base
管理的
職業従
事者

専⾨
的・技
術的職
業従事

者

事務従
事者

販売従
事者

Total
【⼼の健康状
態】

運搬・
清掃・
包装等
従事者
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Q10.配偶者（法律婚）・パートナー（事実婚・婚姻関係なし・同棲）の主な働き⽅について教えてください。 [SA]
 

% 5457 7.5 12.0 55.2 25.3
はい % 2595 8.2 14.6 53.8 23.4
いいえ % 2862 6.8 9.7 56.5 26.9

Q11.あなたの平均的な⼀週間の勤務時間を教えてください  [SA]
 

% 7239 5.0 6.9 7.9 22.8 39.5 11.1 3.5 1.5 0.9 0.2 0.6
はい % 3545 5.6 8.2 8.5 21.9 38.3 10.6 3.5 1.6 0.8 0.3 0.7
いいえ % 3694 4.4 5.7 7.4 23.8 40.8 11.5 3.4 1.3 1.0 0.2 0.6

Q12.あなた個⼈の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2019年

% 7239 11.5 6.2 5.6 7.0 6.8 8.0 6.5 6.7 5.8 9.4 7.3 5.5 4.0 3.5 6.2
はい % 3545 13.1 6.2 6.1 7.8 6.5 8.0 6.4 7.2 5.6 9.2 7.0 5.0 3.5 3.4 5.0
いいえ % 3694 9.9 6.1 5.0 6.2 7.0 8.0 6.6 6.3 6.1 9.6 7.6 6.0 4.4 3.7 7.3

Q12.あなた個⼈の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2020年

% 7239 11.9 6.4 6.1 7.0 6.6 7.9 6.7 6.7 5.9 9.1 7.2 5.4 3.8 3.4 6.0
はい % 3545 13.4 6.9 6.4 8.0 6.3 8.1 6.5 7.1 5.6 8.9 6.7 4.9 3.2 3.3 4.6
いいえ % 3694 10.4 6.0 5.7 6.1 7.0 7.8 6.8 6.2 6.2 9.3 7.6 5.9 4.4 3.4 7.3

Q13.あなたの世帯の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2019年

% 10000 6.9 2.9 3.9 4.8 5.1 5.8 5.9 5.9 6.0 10.5 9.5 8.4 5.7 5.8 13.0
はい % 5000 7.9 3.0 4.3 5.3 5.0 6.2 5.7 6.5 5.9 10.4 9.3 8.0 5.6 5.5 11.4
いいえ % 5000 5.9 2.7 3.4 4.2 5.2 5.4 6.1 5.3 6.1 10.5 9.7 8.8 5.8 6.1 14.7

完全出
勤

就労し
ていな

い

Total
【⼼の健康状
態】

Base 10時
間未満

10時
間以上
〜20

時間未
満

20時
間以上
〜30

時間未
満

30時
間以上
〜40

時間未
満

Base

完全在宅
勤務・ほ
ぼほぼ在
宅勤務
（1週間
に1回以
下出勤）

在宅勤
務と出
勤を使
い分け
ている

700万
円以上
〜800
万円未

満

800万
円以上
〜900
万円未

満

900万
円以上

〜
1,000
万円未

満

1,000
万円以

上

Total
【⼼の健康状
態】

300万
円以上
〜350
万円未

満

350万
円以上
〜400
万円未

満

400万
円以上
〜450
万円未

満

450万
円以上
〜500
万円未

満

500万
円以上
〜600
万円未

満

600万
円以上
〜700
万円未

満

100時
間以上

Total
【⼼の健康状
態】

Base 100万
円未満

100万
円以上
〜150
万円未

満

150万
円以上
〜200
万円未

満

200万
円以上
〜250
万円未

満

250万
円以上
〜300
万円未

満

40時
間以上
〜50

時間未
満

50時
間以上
〜60

時間未
満

60時
間以上
〜70

時間未
満

70時
間以上
〜80

時間未
満

80時
間以上
〜90

時間未
満

90時
間以上
〜100
時間未

満

1,000
万円以

上

200万
円以上
〜250
万円未

満

250万
円以上
〜300
万円未

満

300万
円以上
〜350
万円未

満

350万
円以上
〜400
万円未

満

400万
円以上
〜450
万円未

満

450万
円以上
〜500
万円未

満

【⼼の健康状
態】

Base 100万
円未満

100万
円以上
〜150
万円未

満

150万
円以上
〜200
万円未

満

600万
円以上
〜700
万円未

満

700万
円以上
〜800
万円未

満

800万
円以上
〜900
万円未

満

900万
円以上

〜
1,000
万円未

満

1,000
万円以

上

Total

250万
円以上
〜300
万円未

満

300万
円以上
〜350
万円未

満

350万
円以上
〜400
万円未

満

400万
円以上
〜450
万円未

満

450万
円以上
〜500
万円未

満

500万
円以上
〜600
万円未

満

Base 100万
円未満

100万
円以上
〜150
万円未

満

150万
円以上
〜200
万円未

満

200万
円以上
〜250
万円未

満

Total
【⼼の健康状
態】

500万
円以上
〜600
万円未

満

600万
円以上
〜700
万円未

満

700万
円以上
〜800
万円未

満

800万
円以上
〜900
万円未

満

900万
円以上

〜
1,000
万円未

満
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Q13.あなたの世帯の税引き前年収はどの程度ですか。  [SA]
2020年

% 10000 7.6 3.0 3.9 5.1 5.3 5.9 5.9 6.0 6.0 10.2 9.5 7.9 5.3 5.5 12.9
はい % 5000 8.6 3.2 4.2 5.8 5.2 6.3 5.7 6.7 6.0 10.2 9.4 7.3 5.0 5.2 11.2
いいえ % 5000 6.5 2.7 3.6 4.4 5.3 5.6 6.0 5.4 6.1 10.2 9.6 8.5 5.6 5.7 14.7

Q14.あなたの世帯の⽇々の⽣活に係る⽀出の中で、負担が⼤きいと感じるものを教えてください。 [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 34.9 33.0 25.8 23.0 9.4 8.0 4.6 9.9 6.4 11.5 19.7 22.5 4.5 23.4
はい % 5000 38.3 38.9 30.4 27.7 13.1 8.6 5.6 13.2 9.5 15.9 23.5 25.7 5.7 15.5
いいえ % 5000 31.4 27.2 21.1 18.3 5.7 7.3 3.5 6.7 3.3 7.1 15.8 19.2 3.4 31.3

Q14.あなたの世帯の⽇々の⽣活に係る⽀出の中で、負担が⼤きいと感じるものを教えてください。 [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 34.7 35.7 29.9 23.7 3.5 8.0 4.6 6.9 3.9 13.7 20.0 22.8 4.7 22.9
はい % 5000 38.2 43.2 36.4 29.0 4.9 8.7 5.8 9.2 5.8 19.4 24.3 26.3 5.9 14.7
いいえ % 5000 31.3 28.3 23.4 18.5 2.2 7.4 3.5 4.7 2.0 8.0 15.6 19.4 3.4 31.1

Q15.現在、介護の対象となるご家族はいますか。  [SA] 

% 10000 6.1 6.8 87.0
はい % 5000 8.2 7.8 84.0
いいえ % 5000 4.0 5.9 90.1

Q16.あなた⾃⾝と配偶者・パートナーの⽅などの家事の負担度合いを教えてください。  [SA]
 

% 8162 19.7 10.7 5.8 4.5 3.2 9.5 3.9 8.4 10.0 14.2 10.1
はい % 4048 20.9 11.6 6.5 4.9 3.8 9.4 4.1 8.5 10.0 12.1 8.2
いいえ % 4114 18.5 9.8 5.2 4.1 2.6 9.6 3.7 8.3 10.1 16.2 12.0

150万
円以上
〜200
万円未

満

200万
円以上
〜250
万円未

満

250万
円以上
〜300
万円未

満

300万
円以上
〜350
万円未

満

350万
円以上
〜400
万円未

満

400万
円以上
〜450
万円未

満

Base 100万
円未満

100万
円以上
〜150
万円未

満

⾃動⾞等
維持費
（燃料
費・点検
費・保険
料等）

その他 特にな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base
家賃・
住宅
ローン

⾷費
（会⾷
を除
く）

⽔道・
光熱費

教育費
（学校
の授業
料、給
⾷代）

⼦ども
の習い
事（学
習塾な
ど）

趣味や
楽しみ
にかか
る費⽤

⾐服費
⽇⽤品
にかか
る費⽤

保険料
（⾃動
⾞保険
を除
く）

1,000
万円以

上

Total
【⼼の健康状
態】

Base
家賃・
住宅
ローン

⾷費
（会⾷
を除
く）

⽔道・
光熱費

通信費
（携帯
電話代
含む）

交際費
（会⾷
費含
む）

450万
円以上
〜500
万円未

満

500万
円以上
〜600
万円未

満

600万
円以上
〜700
万円未

満

700万
円以上
〜800
万円未

満

800万
円以上
〜900
万円未

満

900万
円以上

〜
1,000
万円未

満

【⼼の健康状
態】

Base

いる
（あな
たが主
な担い
⼿）

いる
（あな
た以外
が主な
担い
⼿）

いない

⽇⽤品
にかか
る費⽤

保険料
（⾃動
⾞保険
を除
く）

⾃動⾞等
維持費
（燃料
費・点検
費・保険
料等）

その他 特にな
い

Total

通信費
（携帯
電話代
含む）

交際費
（会⾷
費含
む）

教育費
（学校
の授業
料、給
⾷代）

⼦ども
の習い
事（学
習塾な
ど）

趣味や
楽しみ
にかか
る費⽤

⾐服費

あなた
20％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど80％

あなた
10％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど90％

配偶
者・

パート
ナーな

ど
100％

Total
【⼼の健康状
態】

あなた
80％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど20％

あなた
70％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど30％

あなた
60％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど40％

あなた
50％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど50％

あなた
40％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど60％

あなた
30％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど70％

Total
【⼼の健康状
態】

Base あなた
100％

あなた
90％、
配偶
者・

パート
ナーな
ど10％
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Q17.現在、受けている公的⽀援があれば教えてください。 [MA]
 

% 10000 1.2 0.4 1.1 0.8 0.8 1.7 0.3 0.5 1.0 1.0 0.5 0.0 0.0 0.8 92.4
はい % 5000 1.4 0.4 1.2 1.0 1.1 2.5 0.4 0.8 1.3 1.5 0.5 0.0 0.0 1.1 90.3
いいえ % 5000 0.9 0.4 1.0 0.6 0.5 1.0 0.1 0.2 0.6 0.4 0.5 0.0 0.0 0.6 94.5

 

% 10000 2.1 1.5 3.4 3.0 1.3 0.2 0.3 0.5 0.4 0.4 0.9 0.9 0.5 86.1
はい % 5000 2.9 2.2 5.0 3.5 1.9 0.3 0.4 0.7 0.5 0.5 1.3 1.0 0.8 81.5
いいえ % 5000 1.3 0.8 1.7 2.5 0.8 0.1 0.2 0.3 0.3 0.4 0.5 0.8 0.2 90.7

Q19.就業に変化があったと回答いただいた⽅にお伺いします。 新型コロナウイルスの感染拡⼤"前"の主な業種を教えてください。 [SA]
 

% 684 1.5 0.7 0.9 4.4 16.7 1.6 4.8 4.7 10.1 4.5 1.5 3.4 8.3 4.1 5.6
はい % 445 2.0 1.1 1.1 4.7 14.6 2.0 2.9 5.4 9.9 4.7 1.8 3.8 9.9 4.7 5.4
いいえ % 239 0.4 0.0 0.4 3.8 20.5 0.8 8.4 3.3 10.5 4.2 0.8 2.5 5.4 2.9 5.9

8.0 0.9 9.8 3.2 5.4
6.5 1.1 9.9 3.1 5.2

10.9 0.4 9.6 3.3 5.9

Base ⽣活保
護

失業給
付

就学援
助

Total
【⼼の健康状
態】

Base

あなた
⾃⾝が
仕事を
解雇さ
れ、就
業して
いない

あなた⾃
⾝が仕事
を解雇さ
れたが、新
しい職に
就いた

緊急⼩
⼝資
⾦・総
合⽀援
資⾦

持続化
補助⾦

事業再
構築補
助⾦

IT導
⼊補助

⾦

その他
（具体
的に）

ない

ひとり
親家庭
等医療
費助成

ひとり
親世帯
への臨
時特別
給付⾦

新型コロ
ナウイルス
感染症対
応休業⽀
援⾦・給

付⾦

トライア
ル雇⽤
助成⾦

住宅確
保給付

⾦

雇⽤調
整助成

⾦

情報通
信業

運輸業，
郵便業
（例　鉄
道業、航
空運輸
業、倉庫
業、郵便

業）

Total
【⼼の健康状
態】

Base 農業，
林業 漁業

あなたの
配偶者・
パートナー
が仕事を
解雇さ

れ、就業
していない

あなたの
配偶者・
パートナー
が仕事を
解雇され
たが、新し
い職に就

いた

あなたの
配偶者・
パートナー
が会社の
業績影響
で休業し
ている/休
業した

あなたの
配偶者・
パートナー
が、⾃分
の意思で
転職した

あなたの
配偶者・
パートナー
が、他の
部署に異
動となった

あなた⾃
⾝、配偶
者・パート
ナーともに
就業状況
に変化は

ない

あなた⾃
⾝が会社
の業績等
の影響で
休業して
いる/休業

した

あなた
⾃⾝
が、⾃
分の意
思で転
職した

あなた
⾃⾝
が、他
の部署
に異動
となった

あなたが
⾃営して
いたお店/
会社を廃
業し、特に
新しい仕
事はして
いない

あなたが
⾃営して
いたお店/
会社を廃
業し、新し
い職に就

いた

あなたが
⾃営して
いたお店/
会社を休
業している
/休業した

Total
【⼼の健康状
態】

教育，
学習⽀
援業

医療，
福祉

複合サー
ビス事業
（郵便
局、共同
組合）

サービス業
（他に分
類されな
いもの）
（例　廃
棄物処理
業、⾃動
⾞整備
業、職業
紹介・労
働者派遣
業、政治・
経済・⽂
化団体）

公務（他
に分類さ
れるものを

除く）
（国家公
務、地⽅
公務）

分類不
能の産
業（具
体的
に）

卸売業，
⼩売業
（例　⾷
料品、⾐
服、機械
器具、医
薬品、化
粧品、無
店舗⼩売

業）

⾦融
業，保
険業

不動産
業，物
品賃貸

業

学術研
究，専
⾨・技術
サービス業
（法律事
務所、広
告業等含

む）

宿泊業，
飲⾷サー
ビス業

（例　ホ
テル、旅
館、⾷

堂、喫茶
店、持ち

帰り・配達
飲⾷サー
ビス業）

⽣活関連
サービス

業，娯楽
業（例
理美容、
旅⾏業、
家事サー
ビス業、冠
婚葬祭
業、映画
館、遊園
地、スポー
ツ施設提
供業）

鉱業，
採⽯

業，砂
利採取

業

建設業 製造業

電気・
ガス・
熱供
給・⽔
道業

Q18.新型コロナウイルスの感染拡⼤によって、多くの⽅が働き⽅や就業状況の変化への対応を余儀なくされています。 2020年2⽉以降、あなたやあなたの家族に起こった
変化を教えてください。 [MA]
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⽉額の⼿取り給料

% 10000 0.6 3.6 67.3 20.4 8.1
はい % 5000 0.9 4.1 59.4 24.6 10.9
いいえ % 5000 0.3 3.1 75.2 16.2 5.2

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
貯蓄額

% 10000 0.9 10.3 60.7 21.6 6.5
はい % 5000 1.1 10.8 51.4 27.4 9.3
いいえ % 5000 0.7 9.9 70.0 15.7 3.7

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
在宅している時間（在宅勤務時間含む）

% 10000 14.2 25.3 56.8 2.7 1.1
はい % 5000 17.8 28.8 48.8 3.2 1.5
いいえ % 5000 10.6 21.8 64.8 2.3 0.7

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
労働時間

% 10000 1.4 6.5 70.7 16.1 5.3
はい % 5000 2.0 7.9 63.7 19.3 7.2
いいえ % 5000 0.8 5.2 77.7 12.8 3.4

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
他者との会話量（メール、SNS等のやり取りも含む）

% 10000 1.4 8.2 63.4 20.1 7.0
はい % 5000 2.2 10.7 53.6 23.6 9.9
いいえ % 5000 0.6 5.6 73.2 16.5 4.1

変わら
ない 減った ⼤幅に

減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない

Base ⼤幅に
増えた 増えた

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた

⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った ⼤幅に
減った

減った ⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った

変わら
ない 減った ⼤幅に

減った

Total
【⼼の健康状
態】
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
運動量

% 10000 1.3 6.7 53.1 27.9 11.1
はい % 5000 1.6 7.5 42.3 33.2 15.4
いいえ % 5000 1.0 5.8 63.9 22.5 6.8

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
座っている時間

% 10000 10.0 31.5 54.7 2.7 1.0
はい % 5000 14.0 37.9 43.4 3.2 1.5
いいえ % 5000 6.1 25.2 66.1 2.2 0.5

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
親と過ごす時間

% 10000 2.8 10.6 66.9 12.1 7.7
はい % 5000 4.0 13.2 59.1 13.8 9.9
いいえ % 5000 1.5 8.0 74.6 10.3 5.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⼦どもと過ごす時間

% 4681 5.4 25.9 60.1 5.9 2.7
はい % 2245 7.8 31.4 50.3 6.9 3.7
いいえ % 2436 3.2 20.9 69.2 4.9 1.8

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
配偶者と過ごす時間

% 5485 7.1 31.9 56.8 3.1 1.1
はい % 2602 9.4 37.0 48.8 3.6 1.3
いいえ % 2883 5.1 27.4 64.0 2.6 0.9

減った ⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない

変わら
ない 減った ⼤幅に

減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた

⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った ⼤幅に
減った

減った ⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
家事をする時間

% 10000 4.8 27.0 65.6 1.9 0.8
はい % 5000 7.1 33.1 56.6 2.2 1.0
いいえ % 5000 2.6 20.8 74.6 1.5 0.5

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
朝⾷を⾷べること

% 10000 1.7 7.1 87.4 2.7 1.1
はい % 5000 2.3 9.5 82.7 3.8 1.6
いいえ % 5000 1.0 4.6 92.1 1.6 0.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⾷事の量

% 10000 1.6 11.4 80.8 5.4 0.8
はい % 5000 2.6 15.3 73.7 7.2 1.2
いいえ % 5000 0.6 7.6 87.9 3.5 0.5

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⾷事の回数

% 10000 1.2 7.3 87.0 3.8 0.6
はい % 5000 1.9 10.0 82.0 5.3 0.9
いいえ % 5000 0.5 4.7 92.1 2.4 0.4

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
⾃炊すること

% 10000 5.9 22.9 68.4 1.9 0.8
はい % 5000 8.2 28.2 60.0 2.4 1.1
いいえ % 5000 3.6 17.6 76.9 1.4 0.5

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた

⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った ⼤幅に
減った

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った

減った ⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った

変わら
ない 減った ⼤幅に

減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない

⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】
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Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
睡眠時間

% 10000 1.8 13.3 73.8 9.5 1.5
はい % 5000 2.5 16.3 65.2 13.6 2.4
いいえ % 5000 1.1 10.3 82.5 5.4 0.6

Q20.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／変わらない／減った）を教えてください。  [SA]
外出頻度

% 10000 0.5 2.1 30.7 39.7 27.1
はい % 5000 0.6 2.4 22.9 39.9 34.1
いいえ % 5000 0.3 1.7 38.4 39.5 20.1

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⽉額の⼿取り給料　Q20表側1の回答内容

% 3270 3.1 6.8 10.6 37.5 41.9
はい % 2028 3.5 6.2 7.8 36.2 46.3
いいえ % 1242 2.6 7.7 15.2 39.6 34.9

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
貯蓄額　Q20表側2の回答内容

% 3931 6.5 16.0 11.4 29.3 36.8
はい % 2430 5.8 13.7 9.1 28.5 42.9
いいえ % 1501 7.7 19.7 15.1 30.6 26.8

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
在宅している時間（在宅勤務時間含む）　Q20表側3の回答内容

% 4322 5.8 23.3 41.9 21.7 7.3
はい % 2560 5.2 21.4 37.1 26.4 9.8
いいえ % 1762 6.7 26.0 48.8 14.8 3.7

変わら
ない 減った ⼤幅に

減った

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

Total
【⼼の健康状
態】

Base ⼤幅に
増えた 増えた

Base ⼤幅に
増えた 増えた 変わら

ない 減った ⼤幅に
減った

Total
【⼼の健康状
態】

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る
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Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
労働時間　Q20表側4の回答内容

% 2927 4.0 15.9 25.5 34.4 20.2
はい % 1814 3.7 14.4 22.1 35.4 24.4
いいえ % 1113 4.5 18.3 31.0 32.8 13.4

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
他者との会話量（メール、SNS等のやり取りも含む）　Q20表側5の回答内容

% 3662 3.1 11.1 36.6 35.6 13.5
はい % 2320 3.3 10.7 33.4 36.2 16.4
いいえ % 1342 2.8 11.8 42.1 34.6 8.6

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
運動量　Q20表側6の回答内容

% 4690 3.9 10.9 11.0 45.5 28.7
はい % 2885 3.4 10.5 9.2 44.1 32.9
いいえ % 1805 4.8 11.5 13.9 47.9 21.9

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
座っている時間　Q20表側7の回答内容

% 4528 1.4 4.2 22.9 51.0 20.6
はい % 2831 1.3 4.0 19.7 51.0 24.0
いいえ % 1697 1.5 4.5 28.2 51.0 14.8

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
親と過ごす時間　Q20表側8の回答内容

% 3313 6.3 17.1 28.4 31.5 16.6
はい % 2044 6.6 17.5 27.1 30.4 18.4
いいえ % 1269 5.9 16.5 30.7 33.3 13.6

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る
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Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⼦どもと過ごす時間　Q20表側9の回答内容

% 1867 15.3 43.4 22.6 13.4 5.3
はい % 1116 15.1 42.5 23.0 13.4 6.1
いいえ % 751 15.7 44.7 22.0 13.4 4.1

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
配偶者と過ごす時間　Q20表側10の回答内容

% 2371 13.5 42.2 31.4 8.7 4.3
はい % 1332 13.5 42.0 28.9 10.4 5.1
いいえ % 1039 13.4 42.3 34.6 6.4 3.2

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
家事をする時間　Q20表側11の回答内容

% 3443 5.4 29.8 41.5 17.2 6.1
はい % 2171 5.4 28.8 38.5 19.9 7.4
いいえ % 1272 5.5 31.4 46.7 12.6 3.9

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
朝⾷を⾷べること　Q20表側12の回答内容

% 1256 10.0 35.5 34.3 12.7 7.4
はい % 863 9.3 35.6 33.6 13.4 8.1
いいえ % 393 11.7 35.4 35.9 11.2 5.9

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⾷事の量　Q20表側13の回答内容

% 1921 3.3 14.4 29.9 37.0 15.4
はい % 1314 3.1 12.8 27.1 39.2 17.8
いいえ % 607 3.8 17.8 36.1 32.1 10.2

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い
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Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⾷事の回数　Q20表側14の回答内容

% 1298 4.9 14.9 35.4 32.1 12.7
はい % 902 5.1 13.3 32.4 34.9 14.3
いいえ % 396 4.5 18.4 42.2 25.8 9.1

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
⾃炊すること　Q20表側15の回答内容

% 3157 8.0 37.5 38.7 11.5 4.2
はい % 2000 8.5 36.5 36.4 13.5 5.2
いいえ % 1157 7.3 39.4 42.7 8.0 2.6

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
睡眠時間　Q20表側16の回答内容

% 2617 10.7 32.9 16.2 23.8 16.5
はい % 1742 10.1 29.9 14.2 25.8 20.1
いいえ % 875 11.8 39.0 20.1 19.9 9.3

Q21.2020年2⽉以降、⽣活や働き⽅に起こった変化（増えた／減った）をどのように感じていますか。 [SA]
外出頻度　Q20表側17の回答内容

% 6931 1.3 6.4 33.6 44.0 14.7
はい % 3853 1.3 6.2 27.7 45.7 19.2
いいえ % 3078 1.2 6.8 41.0 41.9 9.1

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
労働する時間帯

% 10000 11.0 85.1 3.9
はい % 5000 16.0 79.5 4.5
いいえ % 5000 6.1 90.6 3.3

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

とても
良い変
化と感
じてい

る

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

悪い変
化と感
じてい

る

とても
悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た
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Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
朝⾷を⾷べる時間帯

% 10000 6.4 88.5 5.1
はい % 5000 9.8 83.9 6.2
いいえ % 5000 3.0 93.1 3.9

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
昼⾷を⾷べる時間帯

% 10000 6.8 87.8 5.4
はい % 5000 10.7 82.6 6.7
いいえ % 5000 3.0 92.9 4.1

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
間⾷を⾷べる時間帯

% 10000 8.1 88.8 3.1
はい % 5000 12.3 83.8 3.9
いいえ % 5000 3.9 93.7 2.4

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
⼣⾷を⾷べる時間帯

% 10000 6.8 86.2 6.9
はい % 5000 10.4 81.2 8.4
いいえ % 5000 3.3 91.3 5.5

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
お酒を飲む時間帯

% 10000 5.7 89.9 4.4
はい % 5000 8.5 86.1 5.4
いいえ % 5000 2.9 93.6 3.5

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】
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Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
起床時間

% 10000 10.7 83.6 5.7
はい % 5000 15.8 77.3 6.8
いいえ % 5000 5.5 89.9 4.6

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
就寝時間

% 10000 13.6 80.8 5.6
はい % 5000 20.5 73.0 6.4
いいえ % 5000 6.7 88.5 4.8

Q22.2020年2⽉以降、⽣活リズムに変化があったか（不規則になった／変わらない／規則的になった）を教えてください。 [SA]
外出する時間帯

% 10000 18.5 75.8 5.7
はい % 5000 25.9 67.6 6.5
いいえ % 5000 11.1 84.0 4.8

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
労働する時間帯　Q22表側1の回答内容

% 1494 23.1 25.3 51.6
はい % 1026 21.1 21.3 57.6
いいえ % 468 27.6 34.0 38.5

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
朝⾷を⾷べる時間帯　Q22表側2の回答内容

% 1149 33.3 29.2 37.4
はい % 804 31.1 25.5 43.4
いいえ % 345 38.6 38.0 23.5

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

Base
不規則
になっ

た

変わら
ない

規則的
になっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い
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Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
昼⾷を⾷べる時間帯　Q22表側3の回答内容

% 1224 29.2 32.4 38.3
はい % 870 27.4 29.2 43.4
いいえ % 354 33.9 40.4 25.7

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
間⾷を⾷べる時間帯　Q22表側4の回答内容

% 1123 18.2 30.2 51.6
はい % 809 17.1 26.7 56.2
いいえ % 314 21.0 39.2 39.8

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
⼣⾷を⾷べる時間帯　Q22表側5の回答内容

% 1377 37.4 27.1 35.5
はい % 940 35.6 23.2 41.2
いいえ % 437 41.2 35.5 23.3

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
お酒を飲む時間帯　Q22表側6の回答内容

% 1013 26.9 32.6 40.5
はい % 694 26.1 28.1 45.8
いいえ % 319 28.8 42.3 28.8

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
起床時間　Q22表側7の回答内容

% 1639 26.8 20.4 52.7
はい % 1133 23.9 17.7 58.3
いいえ % 506 33.4 26.5 40.1

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い
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Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
就寝時間　Q22表側8の回答内容

% 1924 22.3 17.9 59.7
はい % 1349 18.4 15.2 66.4
いいえ % 575 31.7 24.3 44.0

Q23.2020年2⽉以降、変化した⽣活リズムを（不規則になった／規則的になった）をどのように感じていますか。 [SA]
外出する時間帯　Q22表側9の回答内容

% 2419 10.4 44.2 45.4
はい % 1621 9.9 39.8 50.3
いいえ % 798 11.4 53.3 35.3

Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
起床時間

% 10000 0.4 0.3 0.8 3.5 15.3 35.8 26.4 8.7 3.1 2.3 0.9 0.7 0.1 0.2 0.2
はい % 5000 0.5 0.3 0.8 3.3 14.2 35.8 27.0 8.8 3.4 2.4 1.2 0.7 0.1 0.2 0.1
いいえ % 5000 0.3 0.3 0.8 3.7 16.4 35.8 25.7 8.6 2.8 2.1 0.7 0.6 0.2 0.2 0.3

0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.2 0.3 0.3
0.2 0.2 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3
0.2 0.1 0.2 0.1 0.0 0.0 0.3 0.2 0.3

Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
起床時間

% 10000 0.4 0.4 1.0 3.7 14.3 32.2 25.7 10.9 4.3 2.6 1.1 1.0 0.3 0.2 0.2
はい % 5000 0.5 0.4 1.0 3.5 13.0 31.0 26.4 11.4 4.6 3.1 1.3 1.4 0.3 0.2 0.2
いいえ % 5000 0.3 0.3 1.0 4.0 15.6 33.5 25.0 10.4 3.9 2.1 0.8 0.7 0.3 0.2 0.2

0.2 0.2 0.2 0.0 0.1 0.0 0.2 0.4 0.4
0.2 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.4 0.5
0.2 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.4 0.3 0.3

Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
就寝時間

% 10000 10.6 5.4 1.9 1.0 0.8 0.9 0.7 0.8 1.3 3.0 5.4 3.7 0.3 0.1 0.1
はい % 5000 10.1 5.4 1.9 1.2 0.9 0.8 0.8 0.9 1.3 3.6 5.9 4.2 0.3 0.1 0.0
いいえ % 5000 11.1 5.5 1.9 0.9 0.6 1.0 0.7 0.7 1.3 2.5 5.0 3.1 0.3 0.1 0.2

0.1 0.0 0.1 0.2 0.9 3.5 10.7 22.0 26.4
0.1 0.0 0.0 0.2 0.6 2.9 10.0 22.3 26.4
0.1 0.0 0.1 0.2 1.2 4.0 11.3 21.7 26.5

Total
【⼼の健康状
態】

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

Base

良い変
化と感
じてい

る

特に何
も感じ
ていな

い

悪い変
化と感
じてい

る

10 11 12 13 14 154 5 6 7 8 9

悪い変
化と感
じてい

る

Total
【⼼の健康状
態】

Base 1 2 3

10 11 12 13 14 154 5 6 7 8 9

22 23 24

Total
【⼼の健康状
態】

Base 1 2 3

16 17 18 19 20 21

10 11 12 13 14 154 5 6 7 8 9

22 23 24

Total
【⼼の健康状
態】

Base 1 2 3

16 17 18 19 20 21

22 23 24

Total
【⼼の健康状
態】

16 17 18 19 20 21
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Q24.あなたの平⽇の平均的な起床時間、就寝時間を教えてください。 [SA]
就寝時間

% 10000 10.4 6.8 2.8 1.4 0.9 1.1 0.8 0.9 1.3 3.3 4.7 3.4 0.4 0.1 0.1
はい % 5000 10.1 7.6 3.3 1.8 0.9 1.1 0.9 1.1 1.4 3.5 4.9 3.8 0.3 0.1 0.1
いいえ % 5000 10.7 5.9 2.3 1.1 0.9 1.1 0.7 0.6 1.2 3.1 4.5 2.9 0.5 0.1 0.2

0.1 0.1 0.1 0.2 1.0 3.7 10.9 20.4 25.3
0.0 0.1 0.0 0.2 0.9 3.1 9.9 19.7 25.2
0.1 0.0 0.1 0.2 1.2 4.2 11.9 21.1 25.4

新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 22.5 6.0 10.9 17.7 30.3 12.5
はい % 5000 21.5 6.9 12.6 19.2 27.6 12.1
いいえ % 5000 23.5 5.1 9.2 16.2 33.1 12.8

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 22.8 6.6 11.3 17.2 30.2 12.0
はい % 5000 22.0 7.7 13.2 18.1 27.3 11.7
いいえ % 5000 23.6 5.5 9.3 16.2 33.2 12.2

新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 20.8 9.8 18.0 28.5 19.3 3.8
はい % 5000 20.2 10.6 19.6 29.5 16.8 3.3
いいえ % 5000 21.3 8.9 16.4 27.5 21.7 4.2

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 20.6 10.0 20.3 27.2 18.2 3.7
はい % 5000 20.1 11.2 22.5 27.5 15.2 3.4
いいえ % 5000 21.2 8.8 18.1 26.9 21.1 4.0

11 12 13 14 154 5 6 7 8 9Base 1 2 3

22 23 24

Total
【⼼の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

16 17 18 19 20 21

10

週に1
回以下

⾷べて
いない

朝⾷⾃
体⾷べ
なかっ

た
Total
【⼼の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

週に1
回以下

⾷べて
いない

朝⾷⾃
体⾷べ
なかっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

週に1
回以下

⾷べて
いない

昼⾷⾃
体⾷べ
なかっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

週に1
回以下

⾷べて
いない

昼⾷⾃
体⾷べ
なかっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

Q25.あなたの朝⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パス
タなども含まれます。 [SA]

Q25.あなたの朝⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パス
タなども含まれます。 [SA]

Q26.あなたの昼⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パス
タなども含まれます。 [SA]

Q26.あなたの昼⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パス
タなども含まれます。 [SA]
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新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 19.0 6.4 19.2 36.4 17.6 1.4
はい % 5000 18.2 7.0 21.2 37.2 15.1 1.2
いいえ % 5000 19.7 5.8 17.2 35.6 20.1 1.6

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 18.7 7.0 19.9 35.6 17.1 1.6
はい % 5000 17.9 8.1 21.9 36.3 14.4 1.4
いいえ % 5000 19.5 5.9 18.0 35.0 19.9 1.8

Q28.あなたの飲酒の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 16.3 9.0 18.2 22.4 34.1
はい % 5000 15.1 9.8 18.8 23.4 33.0
いいえ % 5000 17.6 8.3 17.5 21.5 35.2

Q28.あなたの飲酒の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 16.6 8.7 17.1 21.7 35.9
はい % 5000 15.6 9.2 17.5 22.6 35.2
いいえ % 5000 17.5 8.2 16.7 20.8 36.7

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

週に1
回以下

⾷べて
いない

⼣⾷⾃
体⾷べ
なかっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base 毎⽇ ほぼ毎
⽇

週に数
回

週に1
回以下

⾷べて
いない

⼣⾷⾃
体⾷べ
なかっ

た

Total
【⼼の健康状
態】

Base ほぼ毎
⽇

週に4
〜6回

週に2
〜3回

飲んで
いない

Total
【⼼の健康状
態】

週に1
回以下

飲んで
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base 毎⽇ ほぼ毎
⽇

週に数
回

週に1
回以下

Q27.あなたの⼣⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パス
タなども含まれます。 [SA]

Q27.あなたの⼣⾷の内容について、加⼯⾷品や市販の惣菜をどれぐらい⾷べたか教えてください。 加⼯⾷品には持ち帰りの弁当、ピザの宅配、レトルトのカレー、冷凍パス
タなども含まれます。 [SA]
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Q29.あなたの飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量を教えてください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 6594 12.0 18.4 28.2 41.4
はい % 3352 11.4 18.9 28.2 41.5
いいえ % 3242 12.6 18.0 28.2 41.3

Q29.あなたの飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量を教えてください。  [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 6409 12.2 17.7 28.8 41.3
はい % 3242 12.0 18.3 28.7 41.0
いいえ % 3167 12.4 17.0 29.0 41.6

Q30.あなたの喫煙の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 10000 58.1 16.3 4.0 9.9 9.5 1.4 0.2 0.6
はい % 5000 59.0 15.7 4.8 9.8 8.7 1.2 0.2 0.6
いいえ % 5000 57.2 16.9 3.3 10.0 10.4 1.5 0.3 0.6

Q30.あなたの喫煙の頻度を教えてください。 [SA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 10000 58.0 17.2 4.0 9.0 9.3 1.6 0.3 0.6
はい % 5000 58.8 16.7 4.7 8.6 8.6 1.5 0.4 0.6
いいえ % 5000 57.1 17.7 3.4 9.4 10.0 1.6 0.2 0.6

Base 3合以
上

2〜3
合未満

1〜2
合未満

1合未
満

1⽇20
本程度

1⽇30
本程度

1⽇40
本程度

1⽇40
本以上

Total
【⼼の健康状
態】

1〜2
合未満

1合未
満

Total
【⼼の健康状
態】

Base
喫煙を
したこと
がない

吸って
いたが
やめた

1⽇5
本未満

1⽇10
本程度

Total
【⼼の健康状
態】

Base 3合以
上

2〜3
合未満

1⽇20
本程度

1⽇30
本程度

1⽇40
本程度

1⽇40
本以上

Total
【⼼の健康状
態】

Base
喫煙を
したこと
がない

吸って
いたが
やめた

1⽇5
本未満

1⽇10
本程度
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新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）に気になっていた

% 10000 2.2 13.0 11.6 14.8 7.0 14.6 6.5 13.0 7.9 6.4 3.1 4.4 3.6 1.9 4.9
はい % 5000 3.2 20.2 18.0 23.5 10.4 21.0 10.0 17.9 11.3 8.5 4.6 6.6 5.4 2.9 7.1
いいえ % 5000 1.1 5.8 5.2 6.1 3.5 8.1 3.0 8.1 4.4 4.2 1.5 2.2 1.8 1.0 2.7

8.3 1.3 7.7 9.5 13.4 2.4 7.8 3.4 4.2 5.9 1.6 3.3 5.0 26.6 21.6
11.8 2.1 11.6 13.1 18.4 3.7 11.8 4.8 6.3 8.2 2.3 4.6 6.9 33.7 27.0
4.7 0.5 3.9 5.9 8.3 1.1 3.9 1.9 2.1 3.7 0.8 2.1 3.0 19.4 16.1

6.0 2.1 3.8 15.1 7.1 1.0 5.6 2.2 5.2 0.8 1.5 1.2 38.5
7.9 3.3 5.3 20.6 10.6 1.5 8.1 3.2 7.3 1.3 2.3 1.6 24.1
4.1 1.0 2.3 9.7 3.7 0.5 3.2 1.2 3.1 0.3 0.7 0.8 53.0

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）に気になる

% 10000 2.6 15.3 14.3 19.1 9.7 15.8 7.6 16.1 10.3 7.9 4.0 5.9 4.8 2.7 5.4
はい % 5000 4.1 24.5 23.3 31.7 15.3 23.4 12.3 22.6 15.3 11.4 6.2 9.7 7.5 4.4 8.1
いいえ % 5000 1.2 6.0 5.2 6.5 4.0 8.3 2.9 9.7 5.3 4.4 1.8 2.0 2.1 1.0 2.7

9.1 1.9 9.5 9.8 14.6 3.5 9.3 3.6 5.1 6.7 2.0 4.1 5.9 28.6 23.7
13.2 3.1 14.5 14.0 20.6 6.0 14.5 5.2 8.0 9.3 3.1 6.1 8.5 37.0 30.5
4.9 0.7 4.4 5.6 8.5 1.0 4.1 2.0 2.2 4.0 1.0 2.2 3.3 20.1 16.9

7.8 3.4 5.0 15.9 8.3 1.3 6.9 2.5 5.5 0.8 1.8 1.4 37.0
10.8 5.4 7.4 22.0 12.5 2.2 10.2 3.7 8.0 1.3 2.8 2.0 21.8
4.7 1.4 2.6 9.8 4.0 0.4 3.7 1.3 3.0 0.4 0.8 0.9 52.3

前胸部
に痛み
がある

せきや
たんが
出る

⿐がつ
まる・

⿐汁が
出る

もの忘
れする 頭痛 めまい ⽬のか

すみ
物を⾒
づらい

⽿なり
がするBase 熱があ

る
体がだ
るい

眠れな
い

いらいら
しやす

い

⼿⾜の
しびれ

⼿⾜が
冷える

痔によ
る痛
み・出
⾎など

⻭が痛
い

⻭ぐき
のは

れ・出
⾎

かみにく
い

発疹
(じんま
疹・で
きもの
など)

かゆみ
(湿疹・
⽔⾍な

ど)

ゼイゼ
イする

胃のも
たれ・む
ねやけ

下痢 便秘 ⾷欲不
振

腹痛・
胃痛

きこえ
にくい 動悸 息切れ

⽿なり
がする

きこえ
にくい 動悸 息切れ

前胸部
に痛み
がある

せきや
たんが
出る

いらいら
しやす

い

もの忘
れする 頭痛 めまい ⽬のか

すみ
物を⾒
づらい

切り
傷・や
けどなど
のけが

その他 特にな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base 熱があ
る

体がだ
るい

眠れな
い

⾜のむ
くみや
だるさ

尿が出
にくい・
排尿時
痛い

頻尿
(尿の
出る回
数が多

い)

尿失禁
(尿がも
れる)

⽉経不
順・⽉
経痛

⾻折・
ねんざ・
脱きゅ

う

肩こり 腰痛

⼿⾜の
関節が
痛む

⼿⾜の
動きが
悪い

肩こり 腰痛

⼿⾜の
関節が
痛む

⼿⾜の
動きが
悪い

⼿⾜の
しびれ

腹痛・
胃痛

痔によ
る痛
み・出
⾎など

⻭が痛
い

⻭ぐき
のは

れ・出
⾎

かみにく
い

発疹
(じんま
疹・で
きもの
など)

⿐がつ
まる・

⿐汁が
出る

ゼイゼ
イする

胃のも
たれ・む
ねやけ

下痢 便秘 ⾷欲不
振

⾻折・
ねんざ・
脱きゅ

う

切り
傷・や
けどなど
のけが

その他 特にな
い

Total
【⼼の健康状
態】

⼿⾜が
冷える

⾜のむ
くみや
だるさ

尿が出
にくい・
排尿時
痛い

頻尿
(尿の
出る回
数が多

い)

尿失禁
(尿がも
れる)

⽉経不
順・⽉
経痛

かゆみ
(湿疹・
⽔⾍な

ど)

Q31.新型コロナウイルス感染拡⼤前に気にしていた体の具体の悪いところ(⾃覚症状)と、感染拡⼤後気にしている体の具体の悪いところ(⾃覚症状)を教えてください。
[MA]

Q31.新型コロナウイルス感染拡⼤前に気にしていた体の具体の悪いところ(⾃覚症状)と、感染拡⼤後気にしている体の具体の悪いところ(⾃覚症状)を教えてください。
[MA]
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Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽉経痛（⽉経に伴う腹痛、腰痛など）

% 4205 42.1 3.6 1.6 52.7
はい % 2334 46.8 5.7 2.1 45.4
いいえ % 1871 36.3 1.0 1.0 61.8

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽉経による体調不良・精神不安

% 4205 34.2 6.5 2.4 57.0
はい % 2334 39.1 10.4 3.5 47.0
いいえ % 1871 28.1 1.5 1.0 69.4

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
無⽉経

% 4205 15.1 1.7 2.3 81.0
はい % 2334 17.8 2.7 3.1 76.4
いいえ % 1871 11.7 0.5 1.2 86.6

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
貧⾎

% 4205 26.0 2.8 1.8 69.4
はい % 2334 30.5 4.6 2.5 62.4
いいえ % 1871 20.5 0.5 0.9 78.1

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽉経前の不調（PMS※Premenstrual Syndrome　など）

% 4205 30.8 6.5 1.8 60.8
はい % 2334 34.9 10.3 2.7 52.1
いいえ % 1871 25.8 1.8 0.6 71.8

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

Total
【⼼の健康状
態】

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない
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Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
⽚頭痛

% 4205 35.8 6.6 3.2 54.4
はい % 2334 40.1 10.2 4.6 45.1
いいえ % 1871 30.5 2.2 1.3 66.0

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
腰痛

% 4205 38.2 8.2 4.5 49.2
はい % 2334 42.7 12.0 6.3 39.0
いいえ % 1871 32.6 3.4 2.2 61.8

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
更年期症状（イライラする・ホットフラッシュなど）

% 4205 23.1 6.7 3.1 67.1
はい % 2334 27.3 10.6 4.5 57.5
いいえ % 1871 17.9 1.8 1.3 79.0

Q32.次のものについて、新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）の症状についてお教えください。  [SA]
便秘や下痢などの胃腸障害

% 4205 39.2 8.8 3.8 48.3
はい % 2334 43.9 13.3 5.7 37.1
いいえ % 1871 33.3 3.1 1.3 62.3

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

Total
【⼼の健康状
態】

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た

新型コロ
ナ感染拡
⼤前はな
かったが、
症状が現

れた

新型コロ
ナ感染拡
⼤前も、
現在も症
状はない

Total
【⼼の健康状
態】

Base

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り変わらな

い

新型コロ
ナ感染拡
⼤前より、
症状があ
り、悪化し

た
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新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）から通っている

% 10000 3.8 1.4 5.1 1.4 6.6 0.2 0.2 0.7 3.6 0.8 8.2 0.7 0.6 0.7 0.6
はい % 5000 4.3 2.0 5.7 1.9 9.9 0.3 0.2 1.0 4.4 1.0 7.7 0.7 0.5 0.8 1.0
いいえ % 5000 3.3 0.8 4.5 0.9 3.2 0.2 0.1 0.4 2.8 0.6 8.8 0.7 0.6 0.6 0.2

4.8 0.2 2.1 0.3 1.4 0.6 1.2 4.5 2.6 1.5 1.1 0.5 0.9 2.8 3.3
6.4 0.2 2.7 0.5 1.9 0.8 1.5 5.9 3.2 1.7 0.9 0.6 1.1 4.0 4.4
3.1 0.2 1.5 0.1 0.8 0.4 1.0 3.1 2.1 1.2 1.3 0.4 0.6 1.7 2.3

0.5 0.4 0.5 0.5 0.3 0.2 0.7 0.8 0.2 0.3 2.8 0.2 62.6
0.7 0.4 0.5 0.7 0.4 0.3 0.9 0.7 0.2 0.4 3.2 0.3 56.5
0.3 0.4 0.4 0.2 0.2 0.1 0.5 0.9 0.1 0.2 2.5 0.1 68.6

新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）に通い始めた

% 10000 0.3 0.6 0.8 0.3 1.4 0.1 0.1 0.3 0.8 0.5 0.9 0.1 0.1 0.2 0.1
はい % 5000 0.5 0.9 1.1 0.4 2.5 0.3 0.2 0.5 1.2 0.8 1.1 0.1 0.2 0.3 0.2
いいえ % 5000 0.2 0.2 0.5 0.1 0.3 0.0 0.0 0.1 0.4 0.2 0.6 0.0 0.0 0.1 0.0

0.6 0.0 0.2 0.2 0.5 0.2 0.4 1.7 0.2 0.6 0.2 0.2 0.5 0.9 0.9
0.9 0.1 0.3 0.3 0.8 0.3 0.6 2.4 0.3 0.9 0.2 0.3 0.6 1.3 1.3
0.3 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.2 1.0 0.1 0.3 0.2 0.1 0.3 0.5 0.5

0.1 0.2 0.1 0.2 0.3 0.3 0.2 0.3 0.4 0.2 3.0 0.6 84.9
0.2 0.2 0.2 0.3 0.4 0.3 0.3 0.4 0.5 0.2 3.3 0.8 79.5
0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.2 0.1 0.2 0.3 0.2 2.7 0.4 90.3

Base 糖尿病 肥満症
急性⿐
咽頭炎
(かぜ)

アレル
ギー性
⿐炎

慢性閉塞
性肺疾患
（COPD

）

喘息

その他
の呼吸
器系の
病気

胃・⼗
⼆指腸
の病気

眼の病
気

⽿の病
気

⾼⾎圧
症

脳卒中
(脳出
⾎、脳
梗塞
等)

狭⼼
症・⼼
筋梗塞

その他
の循環
器系の
病気

脂質異常
症(⾼コレ
ステロール
⾎症等)

甲状腺
の病気

うつ病
やその
他のこ
ころの
病気

認知症
パーキ
ンソン
病

その他の
神経の病
気(神経
痛・⿇痺

等)

Total

前⽴腺
肥⼤症

閉経期⼜
は閉経後
障害(更
年期障害

等)

⾻折

⾻折以
外のけ
が・やけ

ど

貧⾎・
⾎液の
病気

悪性新
⽣物
(がん)

関節リ
ウマチ 関節症 肩こり

症 腰痛症

⾻粗
しょう症

腎臓の
病気

肝臓・
胆のう
の病気

その他
の消化
器系の
病気

⻭の病
気

アトピー
性⽪膚

炎

その他
の⽪膚
の病気

痛⾵

⽿の病
気

⾼⾎圧
症

脳卒中
(脳出
⾎、脳
梗塞
等)

狭⼼
症・⼼
筋梗塞

その他
の循環
器系の
病気

急性⿐
咽頭炎
(かぜ)

甲状腺
の病気

うつ病
やその
他のこ
ころの
病気

認知症
パーキ
ンソン
病

その他の
神経の病
気(神経
痛・⿇痺

等)

眼の病
気

【⼼の健康状
態】

Base 糖尿病 肥満症
脂質異常
症(⾼コレ
ステロール
⾎症等)

妊娠・産
褥(切迫
流産、前
置胎盤

等)

不妊症 その他 不明
通院は
してい
ない

肩こり
症 腰痛症

⾻粗
しょう症

腎臓の
病気

前⽴腺
肥⼤症

その他
の消化
器系の
病気

⻭の病
気

アトピー
性⽪膚

炎

その他
の⽪膚
の病気

痛⾵ 関節リ
ウマチ

アレル
ギー性
⿐炎

慢性閉塞
性肺疾患
（COPD

）

喘息

その他
の呼吸
器系の
病気

胃・⼗
⼆指腸
の病気

肝臓・
胆のう
の病気

不妊症 その他 不明
通院は
してい
ない

Total
【⼼の健康状
態】

閉経期⼜
は閉経後
障害(更
年期障害

等)

⾻折

⾻折以
外のけ
が・やけ

ど

貧⾎・
⾎液の
病気

悪性新
⽣物
(がん)

妊娠・産
褥(切迫
流産、前
置胎盤

等)

関節症

Q33.あなたは傷病（病気やけが）で病院や診療所（医院、⻭科医院）、 あんま・はり・きゅう・柔道整復師（施術所）に通っていますか。 いつ頃からどのような傷病
（病気やけが）で通っているかを教えてください。 [MA]

Q33.あなたは傷病（病気やけが）で病院や診療所（医院、⻭科医院）、 あんま・はり・きゅう・柔道整復師（施術所）に通っていますか。 いつ頃からどのような傷病
（病気やけが）で通っているかを教えてください。 [MA]
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Q34.新型コロナウイルス感染拡⼤（2020年1⽉以前と2020年2⽉以降）の前後で通院の頻度は変わりましたか。  [SA]
 

% 3744 8.5 67.2 20.7 3.6
はい % 2175 11.8 59.0 25.2 4.0
いいえ % 1569 3.9 78.6 14.4 3.1

Q35.あなたは現在、⽇常⽣活で悩みやストレスを感じることがありますか。  [SA]
 

% 10000 30.8 45.0 18.7 5.6
はい % 5000 48.1 44.3 5.9 1.6
いいえ % 5000 13.5 45.6 31.4 9.5

Q36.⽇常⽣活での悩みやストレスは、どのような原因から感じていますか。 新型コロナウイルス感染拡⼤前と感染拡⼤以降でお答えください。  [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤前（2020年1⽉以前）

% 7576 28.2 25.6 7.7 3.6 1.2 3.1 15.8 11.4 29.1 12.2 9.5 1.2 4.3 8.1 1.3
はい % 4621 32.0 29.1 9.3 4.9 1.4 4.0 19.7 13.3 32.2 15.0 11.4 1.3 5.0 9.9 1.7
いいえ % 2955 22.4 20.0 5.0 1.4 0.8 1.7 9.6 8.3 24.4 7.9 6.5 1.0 3.0 5.2 0.8

5.0 32.1 3.1 7.6 5.4 13.2
5.8 32.8 3.7 9.5 5.0 11.0
3.8 31.1 2.0 4.7 6.1 16.7

Q36.⽇常⽣活での悩みやストレスは、どのような原因から感じていますか。 新型コロナウイルス感染拡⼤前と感染拡⼤以降でお答えください。  [MA]
新型コロナウイルス感染拡⼤後（2020年2⽉以降）

% 7576 29.5 23.9 8.1 4.2 1.1 2.8 20.5 12.8 36.2 14.2 11.1 1.6 4.9 10.1 1.3
はい % 4621 34.0 27.3 9.9 5.5 1.5 3.6 26.8 15.7 41.8 18.0 13.7 1.9 5.9 12.8 1.6
いいえ % 2955 22.3 18.6 5.2 2.1 0.5 1.6 10.5 8.2 27.6 8.4 7.0 1.2 3.4 5.9 0.6

6.1 35.0 5.2 9.6 6.2 11.6
7.2 36.7 6.7 12.1 5.7 9.6
4.4 32.5 2.9 5.7 7.1 14.8

Total
【⼼の健康状
態】

Base よく感じ
る

ときどき
感じる

Base

新型コ
ロナウイ
ルス感
染拡⼤
により

通院頻
度が増

変わら
ない

新型コ
ロナウイ
ルス感
染拡⼤
により

通院頻
度が

新型コ
ロナウイ
ルス感
染拡⼤
後は通
院をや
めた

Total

家族の
病気や
介護

妊娠・
出産 育児 家事

⾃分の
学業・
受験・
進学

⼦ども
の教育

離婚

いじめ、
セクシュ
アル・ハ
ラスメン

ト

⽣きが
いに関
すること

⾃由に
できる
時間が
ない

収⼊・
家計・
借⾦等

⾃分の
病気や
介護

あまり
感じな

い

まったく
感じな

い

Total
【⼼の健康状
態】

Base
家族と
の⼈間
関係

家族以
外との
⼈間関

係

恋愛・
性に関
すること

結婚

⾃分の
学業・
受験・
進学

結婚 離婚

いじめ、
セクシュ
アル・ハ
ラスメン

ト

⽣きが
いに関
すること

⾃由に
できる
時間が
ない

収⼊・
家計・
借⾦等

【⼼の健康状
態】

Base
家族と
の⼈間
関係

家族以
外との
⼈間関

係

恋愛・
性に関
すること

⾃分の
仕事

家族の
仕事

住まい
や⽣活 その他 わから

ない

Total
【⼼の健康状
態】

⼦ども
の教育

⾃分の
仕事

家族の
仕事

住まい
や⽣活
環境

その他 わから
ない

⾃分の
病気や
介護

家族の
病気や
介護

妊娠・
出産 育児 家事

118



Q37.あなたが悩み事を相談する先を教えてください。 [MA]
 

% 7576 38.9 24.2 4.6 2.8 1.3 5.9 0.5 0.6 4.0 2.2 8.0 0.6 33.0
はい % 4621 39.3 25.1 4.8 3.4 1.7 7.1 0.6 0.7 5.3 2.9 6.2 0.6 31.7
いいえ % 2955 38.2 22.8 4.4 1.8 0.5 4.1 0.3 0.4 2.0 1.2 10.8 0.5 35.1

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
神経過敏に感じましたか

% 10000 5.9 9.2 24.2 21.3 39.4
はい % 5000 10.3 15.1 32.8 22.1 19.6
いいえ % 5000 1.5 3.3 15.6 20.5 59.1

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
絶望的だと感じましたか

% 10000 6.0 7.6 18.2 18.0 50.3
はい % 5000 10.4 12.3 24.9 22.1 30.3
いいえ % 5000 1.7 2.8 11.5 13.8 70.2

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
そわそわ、落ち着きがなく感じましたか

% 10000 4.3 6.7 20.0 21.9 47.1
はい % 5000 7.4 10.8 28.4 26.0 27.4
いいえ % 5000 1.1 2.6 11.6 17.9 66.7

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
気分が沈んで、何が起こっても気が晴れないように感じましたか

% 10000 7.0 9.7 20.9 23.2 39.3
はい % 5000 12.0 16.1 28.3 25.6 18.0
いいえ % 5000 1.9 3.2 13.4 20.9 60.6

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
何をするのも⾻折りだと感じましたか

% 10000 6.0 9.5 20.1 21.4 43.0
はい % 5000 10.1 15.3 27.1 23.6 23.8
いいえ % 5000 1.9 3.7 13.0 19.1 62.2

Q38.過去1か⽉の間はどのようであったか、それぞれの項⽬であてはまるものをお選びください。  [SA]
⾃分は価値がない⼈間だと感じましたか

% 10000 8.5 8.3 17.1 17.1 48.9
はい % 5000 13.6 12.9 22.5 19.9 31.1
いいえ % 5000 3.5 3.6 11.8 14.4 66.8

Base
家族に
相談し
ている

友⼈・
知⼈に
相談し
ている

【⼼の健康状
態】

Base いつも たいて
い ときどき

相談し
たいが
誰にも
相談で
きない
でいる

相談し
たいが
どこに
相談し
たらよ
いかわ
からな

い

相談す
る必要
はない
ので誰
にも相
談して
いない

その他
（具体
的に）

相談す
る先が
ない

Total

職場の
上司・
学校の
先⽣に
相談し
ている

公的な機
関（保健
所、福祉
事務所、
精神保健
福祉セン
ター等）
の相談窓
⼝（電話
等での相
談を含

む）を利
⽤している

⺠間の相
談機関

（悩み相
談所等）
の相談窓
⼝（電話
等での相
談を含

む）を利
⽤している

病院・
診療所
の医師
に相談
してい

る

テレビ・
ラジオ・
新聞等
の相談
コー

ナーを
利⽤し
ている

上記以
外で相
談して
いる

（職場
の相談
窓⼝
等）

Total
【⼼の健康状
態】

Base いつも たいて
い

まったく
ない

Total
【⼼の健康状
態】

Base いつも たいて
い ときどき 少しだ

け
まったく
ない

少しだ
け

まったく
ない

Total
【⼼の健康状
態】

Base いつも たいて
い ときどき 少しだ

け

少しだ
け

まったく
ない

Total
【⼼の健康状
態】

Base いつも たいて
い ときどき 少しだ

け

ときどき 少しだ
け

まったく
ない

Total
【⼼の健康状
態】

Base いつも たいて
い ときどき

まったく
ない

Total
【⼼の健康状
態】
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Q39.新型コロナウイルスの感染拡⼤を受け、仕事や⽣活の中で良くなったなと感じることはありますか。  [MA]
 

% 10000 12.5 2.7 3.9 6.0 23.3 2.7 6.0 10.1 11.6 2.5 15.4 8.2 2.8 16.1 12.5
はい % 5000 13.9 3.4 5.0 6.2 27.0 2.6 6.6 10.9 12.6 2.8 16.1 8.9 3.0 18.9 16.4
いいえ % 5000 11.1 1.9 2.8 5.8 19.6 2.7 5.4 9.3 10.6 2.1 14.7 7.5 2.6 13.2 8.5

0.6 43.0
0.6 36.0
0.6 49.9

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
⽣活保護

% 10000 31.6 64.0 4.5
はい % 5000 33.9 62.5 3.6
いいえ % 5000 29.2 65.5 5.3

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
失業給付

% 10000 32.9 57.5 9.7
はい % 5000 35.5 56.6 7.9
いいえ % 5000 30.2 58.4 11.4

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
就学援助

% 10000 13.0 52.2 34.8
はい % 5000 14.3 53.8 32.0
いいえ % 5000 11.8 50.5 37.7

⼈⽣や
将来を
⾒直す
きっか
けに
なった

その他
（具体
的に）

特にな
い

仕事の
効率が
上がっ

た

仕事の
ストレス
が減っ

た

通勤の
ストレス
が減っ

た

時間の
使い⽅
の⾃由
度が増
えた

⽣活の
拠点を
これま
でより
⾃由に
選べる
ように

出費が
減ったBase

家族間
のつな
がりが

強くなっ
た

友⼈・
知⼈等
とのつ
ながり
が強く
なった

⼈の役
に⽴つ
ことに

関⼼が
強くなっ

た

体調を
崩すこ
とが

減った

健康に
対する
意識が
⾼まっ

た

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

⽣活リ
ズムが
規則的
になっ

た

⼈とし
て成⻑
した

⽣活を
⾒直す
きっか
けに
なった

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る
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Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
ひとり親家庭等医療費助成

% 10000 10.0 46.0 44.0
はい % 5000 11.9 48.3 39.8
いいえ % 5000 8.1 43.7 48.2

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
ひとり親世帯への臨時特別給付⾦

% 10000 9.5 47.5 42.9
はい % 5000 11.5 50.0 38.5
いいえ % 5000 7.5 45.1 47.4

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
新型コロナウイルス感染症対応休業⽀援⾦・給付⾦

% 10000 16.5 59.2 24.3
はい % 5000 18.7 59.7 21.6
いいえ % 5000 14.2 58.8 27.0

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
トライアル雇⽤助成⾦

% 10000 5.0 26.0 69.0
はい % 5000 6.6 28.6 64.8
いいえ % 5000 3.5 23.3 73.2

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
住宅確保給付⾦

% 10000 5.4 26.4 68.2
はい % 5000 7.3 29.0 63.7
いいえ % 5000 3.6 23.7 72.7

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】
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Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
雇⽤調整助成⾦

% 10000 9.8 45.3 44.9
はい % 5000 11.0 46.4 42.5
いいえ % 5000 8.5 44.2 47.3

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
緊急⼩⼝資⾦・総合⽀援資⾦

% 10000 7.5 35.0 57.5
はい % 5000 9.5 37.1 53.4
いいえ % 5000 5.4 33.0 61.6

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
持続化補助⾦

% 10000 10.4 46.8 42.8
はい % 5000 11.6 48.8 39.5
いいえ % 5000 9.1 44.9 46.1

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
事業再構築補助⾦

% 10000 4.5 23.1 72.4
はい % 5000 5.9 24.6 69.5
いいえ % 5000 3.1 21.6 75.3

Q40.あなたは、以下の公的な⽀援について知っていますか。  [SA]
IT導⼊補助⾦

% 10000 4.4 22.1 73.5
はい % 5000 5.9 23.5 70.7
いいえ % 5000 2.9 20.7 76.4

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い

Total
【⼼の健康状
態】

Base

内容（対
象者、⽀
援内容、
申請先な
ど）まで
理解して

いる

聞いた
ことはあ

る

知らな
い
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Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
将来的な収⼊の⾒通し

% 10000 29.2 40.3 22.0 8.5
はい % 5000 39.9 39.8 15.7 4.6
いいえ % 5000 18.4 40.8 28.4 12.4

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
毎⽉の収⼊の不安定さ

% 10000 22.1 32.4 33.2 12.3
はい % 5000 31.5 34.6 26.8 7.1
いいえ % 5000 12.7 30.2 39.6 17.5

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
普段の⽣活費

% 10000 20.9 39.0 29.8 10.3
はい % 5000 29.4 42.2 22.9 5.5
いいえ % 5000 12.4 35.7 36.8 15.1

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
医療費・介護費

% 10000 18.2 39.3 30.5 12.1
はい % 5000 26.1 43.1 23.8 7.0
いいえ % 5000 10.2 35.5 37.1 17.2

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
ローン返済

% 10000 9.6 18.7 24.5 47.2
はい % 5000 13.5 21.0 22.3 43.3
いいえ % 5000 5.6 16.5 26.7 51.1

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる
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Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
教育資⾦

% 10000 8.2 17.4 22.4 52.1
はい % 5000 11.3 19.6 19.9 49.1
いいえ % 5000 5.0 15.1 24.8 55.1

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⾃分の健康のこと

% 10000 25.8 44.5 21.3 8.4
はい % 5000 36.1 45.3 14.3 4.3
いいえ % 5000 15.4 43.8 28.3 12.5

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
家族・⼦どもの健康のこと

% 10000 22.1 44.5 22.1 11.3
はい % 5000 31.1 46.0 15.9 7.0
いいえ % 5000 13.1 43.1 28.3 15.6

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⾃分の仕事のこと

% 10000 22.2 36.3 25.5 16.0
はい % 5000 32.5 38.0 18.4 11.0
いいえ % 5000 11.9 34.6 32.5 21.0

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
家族の仕事のこと

% 10000 11.9 29.2 32.4 26.6
はい % 5000 17.5 32.5 27.7 22.2
いいえ % 5000 6.3 25.8 37.0 30.9

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】
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Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⼦どもの教育のこと

% 4681 12.2 30.8 25.5 31.5
はい % 2245 18.0 34.9 20.8 26.2
いいえ % 2436 6.9 26.9 29.8 36.4

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
⼦どもの発育のこと

% 4681 9.0 23.3 31.3 36.4
はい % 2245 13.5 28.2 27.5 30.8
いいえ % 2436 4.9 18.8 34.9 41.5

Q41.今後の⽣活などへの不安についてうかがいます。  [SA]
社会とのつながりの希薄さ

% 10000 10.2 31.5 38.1 20.2
はい % 5000 15.9 39.9 31.5 12.7
いいえ % 5000 4.6 23.1 44.6 27.7

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
新聞、本、テレビ、インターネットなど、いろいろな情報源から情報を集められる

% 10000 2.1 5.8 27.5 52.8 11.9
はい % 5000 2.4 7.2 25.4 53.5 11.6
いいえ % 5000 1.8 4.4 29.5 52.1 12.2

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
たくさんある情報の中から、⾃分の求める情報を選び出せる

% 10000 2.1 7.7 39.8 42.4 7.9
はい % 5000 2.5 9.3 38.8 41.7 7.7
いいえ % 5000 1.7 6.2 40.8 43.1 8.2

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Base
とても
感じて
いる

感じて
いる

Total
【⼼の健康状
態】

強くそう
思う

Total
【⼼の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまりそ
う思わ
ない

どちらで
もない

まあそう
思う

強くそう
思う

あまり
感じて
いない

感じて
いない

Total
【⼼の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまりそ
う思わ
ない

どちらで
もない

まあそう
思う
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Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
情報がどの程度信頼できるかを判断できる

% 10000 2.4 9.0 45.4 36.9 6.3
はい % 5000 2.9 10.4 44.5 36.0 6.1
いいえ % 5000 2.0 7.6 46.3 37.8 6.4

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
情報を理解し、⼈に伝えることができる

% 10000 2.8 10.5 44.7 36.1 5.9
はい % 5000 3.2 12.4 43.5 35.3 5.7
いいえ % 5000 2.4 8.6 45.9 36.9 6.2

Q42.あなたは、もし必要になったら、病気や健康に関連した情報を⾃分⾃⾝で探したり利⽤したりすることができると思いますか。  [SA]
情報をもとに健康改善のための計画や⾏動を決めることができる

% 10000 2.5 8.8 45.9 36.6 6.3
はい % 5000 2.9 10.8 45.1 35.2 6.0
いいえ % 5000 2.1 6.7 46.7 37.9 6.5

Q43.公的⽀援の情報に関して、あなたが信頼できると感じる情報媒体や相談窓⼝を教えてください。 [MA]
 

% 10000 19.0 38.7 37.7 10.9 35.8 6.4 35.8 6.4 42.0 26.6 17.7 10.7 5.4 3.5
はい % 5000 21.9 40.4 38.6 12.6 35.7 7.2 34.9 7.2 43.4 28.2 18.9 10.8 5.9 3.7
いいえ % 5000 16.0 37.0 36.8 9.1 35.9 5.5 36.8 5.6 40.6 24.9 16.4 10.7 4.9 3.3

Q44.あなたの最終学歴をお答えください。  [SA]
 

% 10000 2.0 24.8 1.5 11.6 8.9 45.8 5.3 0.1
はい % 5000 2.1 24.2 1.6 11.1 9.6 46.2 5.2 0.1
いいえ % 5000 2.0 25.3 1.5 12.1 8.3 45.5 5.3 0.1

Base
まったく
そう思
わない

あまりそ
う思わ
ない

まあそう
思う

強くそう
思う

Total
【⼼の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまりそ
う思わ
ない

どちらで
もない

まあそう
思う

どちらで
もない

まあそう
思う

強くそう
思う

Total
【⼼の健康状
態】

Base
まったく
そう思
わない

あまりそ
う思わ
ない

どちらで
もない

Base 中学校
卒 ⾼校卒

⾼等専
⾨学校

卒

雑誌 テレビ ⼝コミ
役所の
ホーム
ページ

役所の
広報誌

役所か
らのは
がき／
封書

強くそう
思う

Total
【⼼の健康状
態】

Base

SNS
（例

LINE、
Insta
gram

、
Twitt

検索エ
ンジン
（例

Googl
e,Yah
oo）

ニュース
サイト
（例

Yahoo
︕

ニュー
ス,LIN

動画サ
イト
（例
YouT
ube）

新聞

【⼼の健康状
態】

専⾨学
校卒

短期⼤
学卒 ⼤学卒 ⼤学院

卒

その他
（具体
的に）

Total

職場か
らの情
報提供

⼦ども
の学校
からの

情報提
供

その他
（具体
的に）

Total
【⼼の健康状
態】
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